
A — ドウエア編 


Express サーバ本体の八ードウエアについて説明します。 


を部のを称と機能(一62ページ） . 

設置と接続(一78ページ） . 

基本的な操作(一101ページ） . 

オプションの取り付け(一121ページ） . 

ケーブル接続(一174ページ） . 

BIOS のセットアップ(一185ページ） . 

リセ、ソトとクリア（一226ページ） . 

割し ja みラインと I / O ポートアドレスト229ぺージ) 


Express サーバのを部のを称と機能についてパー 
ツ単位に説明しています。 

Express サーバの設置にふさわしい場所や背面の 
コネクタへの接続じついて説明しています。 

電源の ON や OFF の方法およびフ□、ソピーディス 
クや CD - ROM のセット方法などじついて説明し 
ています。 

本装置にオプシヨンを取りがけるときにご覧くだ 
ぎい。 

Express サーバの内部/外部へのケーブル接続例 
を示します。背面にあるケーブルの接続について 
は r 設置と接続」をご覧ください。 

専用のユーティリティを使った目 I 0 S の設を方法 
について説明しています。 

Express サーバをリセ、ソトする方まと内部メモリ 
( CMOS ) のクリア方まじついて説明します。 

Express サーバ内部のアドレスや割り a みの設を 
について説明しています。 













各部の名祿と機能 

本装置のを部のを称を次に示します。 


装置か観 



5.25 インチデバイスの取り付け/取り外しや内部ケーブル接続を変更する際に開ける。 

②リアアクセス カバー 

PCI ボードやプ□セ、ソサ、 DIMM の取り付け/取りかしの際に開ける。 


装置前面 


ランプ(次ページ J ： i 降を参照) 



① フ□ントべゼル 

POWER スイ、ソチ、 5.25 インチデバイス、 CD - ROM ドライブ、フ□、ソピーディスクドライブを取り扱うときや 3.5 インチディス 
クベイに八ードディスクを取り付ける（または取りかす）ときに開ける。添付のセキュリティキーで□ックすることができる（一 
101ページ)。 

② キース□ット 

フ□ントべゼルを□ック/解除するセ丰ュリテイキーの差し□(一 101ページ)。 


62 








































装置前面(フロントべゼルを取りかしたが態) 


0)-1 ① -2 ① -3 



、③ 


① 電源ユニット 

Express サーバに DC 電源を供給する装置。 ®-3 はオプ 

シヨンス□、ソトト128ぺージ）。 

② CD - ROM ドライブ 

CD - ROM のデータの読み出しを行う（一118ページ)。 
(2)-1 アクセスランプ（アクセス中はオレンジ色に点灯） 
(2)-2 CD トレーイジェクトボタン 
(2)-3 エマージェンシー ホール 

③ D 旧 K ランプ(一72ぺージ） 

④ 3.已インチディスクベイ 

八ードディスク増設用ス□、ソト。約 25.4 mm (1 インチ)厚 
の八ードディスクが取りがけられる（一に3ページ)。 
SCSI ID はちから順口 DO 〜 ID 4。 


⑥3.己インチフ□ッピーディスクドライブ 

3. 日インチフ □、ソ ピーディスクを挿入して、データの書 
き込み/読み化しを行う装置(一116ページ)。 

(5)-1 ディスク挿入 □ 

(5)-2 フ□、ソピーディスクアクセスランプ（アクセス 
中は緑色に点灯） 

(5)-3 イジェクトボタン 

⑥ 己.2己インチデバイスベイ 

オプションの DAT (デジタルオーディオテープ）ドライブ 
や光磁気ディスクドライブなどを取リ付ける場所(^ 

135ページ)。 

⑦ AC スタンバイランプ(一73ぺージ） 

⑧ POWER ランプ(一74ぺージ） 


八—ドウ H ア編 
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装置前面(スイツチ- LED ) 



① シリアルポート B コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 。 UPS 
の接統はシリアルポート A コネクタのみ。 

「シリアルポート目コネクタ」はネットワークケーブ 
ルコネクタと同じ形状をしています ( RJ -45)。 ケー 
ブルを差し間違えないようを意してください。 

② USB 3 コネクタ 

USB インタ フェースに 対応している機器と接続する 
(Windows NT 4.0では対応したドライバが必要、一92 
ページ)。 

③ SLEEP スィッチ 

一度押すと、本体がスリープ状態(省電カモード）とな 
り、もう一度、押ずと復帰する （Windows 2000でサ 
ポートー115ページ)。 

④ UIDOJnit ID ) スイッチ 

装置前面/背面にある ID ランプを ON / OFF するスイ、ソ 
チ。スイッチを一度押すと、 ID ランプが点灯し、もう一 
度押すと消灯する（^70ぺージ)。 

⑥ UIDOJnit ID ) ランプ(一70ぺージ） 


⑥ RESET スィッチ 

Express サーバ本体をリセットずるスイッチト226 
ページ)。 

⑦ POWER/SLEEP ランプ(一目9ぺージ） 

⑧ POWER スイッチ 

電源を ON / OFF するスイッチ。一度押すと POWER ラ 
ンプが点灯し、 ON の状態になる。もう一度押すと電 
源を OFF にする（一102ページ)。4秒 U 上押し続ける 
と強制的にシャットダウンする（^226ぺージ)。 

⑨ D 旧 K ACCESS ランプ(一目9ぺージ） 

® LAN 2 アクセスランプ(一70ぺージ） 

⑩ LAN 1アクセスランプ(一70ぺージ） 

⑩ STATUS ランプ(一70ぺージ） 

⑩ DUMP スイッチ 

Express サーバ本体に起きたイベント□グを採取する 
(一318ページ）。 
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t 1 ⑨⑩⑦ 



⑨ PCI ボード増設用ス□ット 

オプションの PCI ボードを取り付けるス□、ソトト141ぺ一 
ジ)。ホ、ソトプラグ未サポート。 32 -bit - 33 MHz 対応。 

⑩ USB 1 〜2コネクタ 

USB インタフェースに対応している機器と接続する 
(Windows NT 4.0では対応したドライバが必要、一92 
ページ)。 

⑩モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続する（^92ぺージ)。 

⑩シリアルポート A コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する（一92ペー 
ジ)。なお、専用回線じ直接接続することはできません。 

⑩マウスコネクタ 

オプションのマウスを接続する（一92ページ）。 

⑩キーボードコネクタ 

オプションのキーボードを接続する（一92ページ)。 

⑩ UID ランプ(一70ぺージ） 

® プリンタポートコネクタ 

セント□ニクスインタフェースを持つプリンタと接続する 
(一92ページ)。 

⑩1000/100/10ランプ(一74ぺージ） 

⑩ LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する（一92ペー 
ジ)。丸数字の後の数字はポート番号を示す。ポート1は 
100 Mbps /10 Mbps 対応。ポート2は1000 Mbps / 

100 Mbps / 1 0 Mbps 対応。 

⑩ LINK/ACT ランプ(一74ぺージ） 

® 100/10ランプ(一74ぺージ） 



⑩颇- 


① AC インレット1 

電源コードを接続するソケット（^92ぺージ)。装置に標 
準添付されている電源コードを接続する。 

⑤ AC インレット2 

電源コードを接続するソケット（^92ぺージ)。装置に増 
設電源ユニットを取りがけたときに接続するソケット。 

⑤ ICMB コネクタ 

に MB インタフエースを持つ機器と接続する卜21ペー 
シ0。 丸数字の後の数字はポート番号を示す。 

④シリアルポート B コネクタ 

装置前面のシリアルポート B と排他的に使用可能。使用 
するためには本体添付のリアシリアルケーブルの取り付 
けが必要(^92ぺージ)。 

⑥ Wide SCSI コネクタ 

Ultra 160 SCSI ( Wide 対応） インタフエース （ VHDCI ) を 
持つかがけの SCSI 装置と接続する。最大1台まで増設巧 
能 ( N 8141-28 A デバイス増設ユニットを接続した場合は 
2台まで。一180ページ)）。 

⑥ PCI ス□ット POWER ランプ(上)/ PCI ス□ット 
Fault ランプ(下）（一7目ぺージ） 

⑦ PCI ボード増設用ス□ット 

オプシヨンの PCI ボードを取り付けるス□、ソトト141ぺ一 
ジ)。ホットプラグをサポート。 64 -bit -100 MHz 対応。 

⑥ PCI ボード増設用ス□ット 

オプシヨンの PCI ボードを取り付けるス□、ソト（一141ぺ一 
ジ)。ホットプラグ未サポート。 64 -bit -100 MHz 対応。 


装置背面 


③ 


③ -2 ④⑥ 


⑥ 
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装置内部 


③ 



ホ、ソトプラグ対応 PCI ス□ット 
ホ、ソトプラグ未対応 PCI ス□ット 
ダミースポンジ 


④プ□セ、ソサボード 
(D ベースボード 



④ホ、ソトプラグ PCI LED ボード 
(D メモリボード 

⑥ プ□セツサボードエアダクト 

⑦ カバーオープンセンサ 


エレクト□ニクスベイ 


① フアンベイ 

② エレクト□ニクスベイ 

③ PCI ボード増設ス□ット 


①②覆 
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PCI ボードス□、ソト（ちから PCI # 1〜 #8) 

① -1: PCI #1、 #2 (1 st PCI バス、 32 -bit • 33 MHz 、 己 V 
PCI ) 

① -2: PCI #3、#4(3 rd PCI パ'ス、 64 -bit - 1 日日 MHz 、 

3.3 V PCI - X ) 

① -3: PCI # 己、 #6(4 th PCI パ'ス、 64 -bit - 1 日日 MHz 、 

3.3 V PCI - X 、 ホ、ソトプラグ対応） 

① -4: PCI #7、#8(5 thPCI バス、 64 -bit -100 MHz 、 

3.3 V PCI - X 、 ホ、ソトプラグ対応） 
インテリジェント-シャーシ-マネージメント-バス 
aCMB ) コネクタ 

ホ、ソ トプラグ PCI LED ボー ドコネクタ 
外部接続コネクタ （65 ページ参照） 

プ□セツサボードインタフェースコネクタ 

CMOS / パスワードクリア用ジャンパスイッチ （227 ぺージ 

参照） 


ホ、ソトスワップバックプレーン （HSBP Pri ) コネクタ 

COMB コネクタ 

USB #3 コネクタ 

リチウム電池 

電源コネクタ 

電源コネクタ 

フ□、ソピーディスクドライブコネクタ 
フ□ントパネルインタフェースコネクタ 
I DE コネクタに D - ROM ドライブ用） 

Ultra 160 旧）コネクタ记2日インチデバイス-外付け SCSI 装 
置用） 

Ultra 160( A ) コネクタ（内蔵八ードディスク用） 

ぶ却 FAN コネクタ 

ホ、ソトスワップバックプレーン （HSBP Sec ) コネクタ 


* ここでは本装置のアップグレードや保守馆 B 品交換など) 
の際に使用するコネクタのみあげています。その他のコ 
ネクタや部品については出荷時のままお使いください。 
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① 


② 



③ 


⑥ ④ 


③ 


CPU 3 ソケットに番目の増設ソケット） 
CPU 4 ソケット （3 番目の増設ソケット） 
ベースボードインタフェースコネクタ 
メモリボードインタフェースコネクタ 


⑥ CPU 1ソケットロ□セ、ソサを搭載済み） 
⑥ CPU 2 ソケット （1 番目の増設ソケット） 









□ 12 
□ 10 
コ8 
□ 6 

□ 4 

□ 2 


〇) 


② 


DIMM ソケット（上図中の番号はソケット番号を示す） 

#1〜#4に DIMM を標準装備。#5〜#にが増設用ソケット（ただ 
し、#1〜#4も交換可能)。 

プ□セ、ソサボードインタフェースコネクタ 


メモ y ボー 


プ□セツ サボー 


⑥ 


3②③④ 


① 


① 


② 


68 



























































ランプ表巧 


Express サーバのランプの表示とその意□末は次の通りです。 

POWER/SLEEP ランプ 


POWER/SLEEP ランプ 



Express サーバの電源が ON の間、ランプが緑色に点なしています。電源が Express サーバに 
供給されていないと POWER/SLEEP ランプが消灯します。 

省電カモードをサポートしている 0 S で、 SLEEP スイッチを押すか、 0 S 上のコマンドから省 
電カモードに切り替えるとランプが緑色に点滅します。 SLEEP スイ、ソチをもう一度押すと、 
通常の状態に戻ります。 

省電カモードは Windows 2000の場合に機能します。また、 0 S じよっては一を時間 W 上、 
Express サーバを操作しないと自動的に省電カモードに切り替わるよう設をしたり、 0 S のコ 
マンドによって省電カモードに切り替えたりすることもできます。 


DISK ACCESS ランプ 



DISK ACCESS ランプ 


D に K ACCESS ランプは 3.5 インチディスクベイに取り付けられている八ードディスクの状 
態を示します。 

八ードディスクにアクセスするたびにランプは緑色に点なします。 

D に K ACCESS ランプがアンバー色に点灯している場合は、八ードディスクじ障害が起きた 
ことを示します。故障した八ードディスクの状態はそれぞれの八ードディスクにあるランプ 
で磕認できます。 


八—ドウ H ア編 
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LAN アクセスランプ 



Express サーパが LAN に接続されているときに緑色に点灯し、 LAN を介してアクセスされて 
いるとき(パケットの送受信を行っているとき）に点滅します。アイコンの隣にある数字は背 
面のネットワークポートの番号を示します。 


UID ランプ 




本体の前後じを1つずつあるこのランプは装置前面にある UID スイ、ソチを押すと、青色に点 
灯し、保守をしようとしている装置を特をすることができます。1台のラックに複数台の装 
置を設置しているときに利用してください。 

UID ランプを消灯させるには再度、 UID スイ、ソチを押してください。 


STATUS ランプ 
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Express サーバが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点なします。 STATUS ラ 
ンプが消なしているときや、アンバー色に点な/点滅しているときは Express サーバになんら 
かの 異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意□ホ、対処方法を示します。 

，|; • ESMPRO またはオフライン保ずユーティリティをインストールしておくとエラーログ 

を参照することで故障の原因を確認することができます。 

• いったん電源を OFF にして再起動するときに、 0 S からシャットダウン処理ができる場 
合はシャットダウン処理をして再起動してください。シャットダウン処理ができない場 
合はリセット、強制シャットダウンをするか （226 ぺージ参照）、一度電源コードを抜き 
差しして再起動させてください。 


STATUS ランプの状態 

意味 

巧処方法 

緑色に点な 

正常に動作していまず。 

- 

緑色に点滅 

♦ メモリか CPU のいずれかが縮退 
した状態で動作している。 

♦ メモリ1ビットエラーが多発して 
いる。 

装置前面の電源ユニットにあるランプの状態を確 
認してください。 

己 IOS セットアップユーティリティ KETUP 」 を 
使って縮退しているデバイスを確認後、早急に交 
換ずることをお勧めしまず。 

消灯 

電源が OFF になっている。 

- 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を完了後、しば 
らくずると緑色に点なしまず。 

CPU でエラーが発生した。 

いったん電源を OFF にして、電源を ON にし直し 
てください。 POST の画面で何らかのエラーメッ 
セージが表示された場合は、メッセージを記録し 
て保守サービス会社に連絡してください。 

CPU 温度の異常をお化した。 
( Thermal - Trip ) 

ウォッチドッグタイマタイムアウトが 
発生した。 

メモリで訂正不可能なエラーがお化さ 
れた。 

PCI システムエラーが発生した。 

PCI パリティエラーが発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを操取し終わるまでお待ちください。 

アンパー色に点灯 

温度異常を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着していないか 
どうかモを認してください。また、ファンユニット 
が確実に接続されていることを確認してくださ 
い。それでわ表示が変わらない場合は、保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

電圧異常をお化した。 

保守サービス会社に連絡してください。 

ずべての電源ユニットが故障した。 

アンバー色に点滅 

電源ユニットの個別故障を検出した。 

故障した電源ユニットのス□、ソトを確認し、保守 
サービス会社に連絡してください。 

ファンアラームを横化した。 

ファンユニットが確実に接続されていることを確 
認してください。それでも表示が変わらない場合 
は、場合は、保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

温度警告をお化した。 

内部のファンにホコリやチリが付着していないか 
どうか確認してください。また、ファンユニット 
が確実に接続されていることを確認してくださ 
い。それでち表示が変わらない場合は、保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

電圧警告を検出した。 

保守サービス会社に連絡してください。 


ハ—ドウ H ア編 
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アクセスランプ 

フ□、ソピーディスクドライブと CD - ROM ドライブのアクセスランプは、それぞれじセットさ 
れているディスクや CD - ROM じアクセスしているときじ点灯します。 


J \- ドディスクのランプ ( D に K ランプ) 


DISK ランプ 



3.5 インチディスクベイに搭載している D に K ランプは表示状態じよって意□ホが異なります。 

• 緑色に点な 

八ードディスクに電源が供給されていることを示します。 

• 緑色に点滅 

八ードディスクにアクセスしていることを示します。 

• アンバー色に点な 

ディスクアレイを構成しているときに取り付けている八ードディスクが故障しているこ 
とを示します。 

，； ディスクアレイ （ RAID 1、 RAID 5、 RAID 0+1) を構成してぃる場合は、1台のハードディ 
スクが故障しても運用を続けることができますが早急にディスクを交換して、再構築 
(リビルド）を行うことをお勧めします（ディスクの交換はホットスワップで行えます）。 

• 緑色とアンバー色に交互に点滅 

八ードディスクの再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではありません）。 
ディスクアレイ構成で、故障した八ードディスクを交換すると自動的にデータのリビル 
ドを行います（オートリビルド機能)。リビルド中はランプが緑色とアンバー色に交互に 
点なします。 
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リビルドを終了するとランプは消灯します。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
に点灯します。 







































































ij ビルド中に Express サーバの電源を OFF にずると、リビルドは中断されます。再起 
動してか5八ードディスクをホットスワップで取り付け直してリビルドをやり直してく 
ださい。ただし、オートリビルド機能を使用ずるとをは次のま意事項を守ってくださ 
い。 

• 電源を OFF にしないでください(いったん電源を OFF にずると才ートリビルドは起 
動しません)。 

• j \- ドディスクの取り外し/取り付けの間隔は90秒 ly 上あけてください。 

• 他にリビルド中の八ードディスクび存在ずる場台は、八ードディスクの交換は行わ 
ないで < ださい。 


AC スタンバイランプ 


AC スタンバイランプ 


SB 1ランプ. 


AC _ R ランプ- 


SB 2 ランプ I 



前面にある AC スタンバイランプは、電源ユニットへの AC 電源の供給状態を示すランプで 
す。 

• 標準構成の場合 

AC インレット1に電源コードを接続して AC 電源を電源ユニットが受電すると SB 1 ランプ 
が緑色に点なします。 

• 電源び冗長構成の場合 

オプションの電源ユニットを取り付けて、電源を冗長構成にしている場合、 AC インレッ 
卜1および2に電源コードを接続し、 AC 電源をすべての電源ユニットが受電すると S 巨1 
ランプおよび SB 2 ランプが緑色に点灯します。 


Express サーバの電源を ON にすると AC R ランプも点灯します。 
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POWER ランプ 



□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□ 






〇 

〇 



POWER ランプ 


電源ユニットにある POWER ランプは、電源ユニットの状態を示すランプです。 

Express サーバの電源を ON にするとランプが緑色に点なします。 Express サーバの電源を 
ON にしてもランプが点なしない場合は、電源ユニットの故障が考えられます。保守サービ 
ス会社に連絡して電源ユニットをな換してください。 


[ヒント I 


オプションの電源ユニットを搭載し、3台の電源ユニットで運用している場合は、1台の電 
源ユニットが故障しても、残りの電源ユニットで運用を続けることができます沉長機能)。 
また、故障した電源ユニットはシステムを停止することなく、ホットスワップ(電源 ON の 
まま）で交換できます。 


LAN コネクタのランプ 

背面にある2つの LAN ポート（コネクタ）じはそれぞれ2つのランプがあります。 
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LINK/ACT ランプ (LAN ポート 1/LAN ポート 2 共通） 

それぞれのネットワークポートの状態を表示します。本体と HU 目に電力が供給されていて、 
かつ正常に接続されている間、緑色に点なします ( LINK )。 ネットワークポートが送受信を 
行っているときに緑色に点滅します ( ACT ) 。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの接続 
状態を磕認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク （ LAN ) コント 
□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連 
絡してください。 


100/10ランプ (LAN ポート1 ) 

LAN ポート1は、100巨 ASE - TX と1 0 BASE - T をサポートしています。 

このランプは、ネットワークポートの通信モードが100 BASE - TX か、 10 BASE - T のどちら 
のネ、ソトワークインタフエースで動作されているかを示します。アンバー色に点なしている 
ときは、100 BASE - TX で動作されていることを示します。消なしているときは、 10 BASE - 
T で動作されていることを示します。 


1000/100/10ランプ (LAN ポート 2) 

LAN ポート2は、1000目 ASE - T と100 BASE - TX 、 10目 ASE - T をサポートしてし^ます。 

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワ ー クインタフ エースで 動作 
されているかを示します。アンパー色に点なしているときは、1000 BASE - T で動作されて 
いることを示します。緑色に点なしているときは、100巨 ASE - TX で動作されていることを 
示します。消なしているときは、10目 ASE - T で動作されていることを示します。 
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PCI ス□ツトのランプ 

背面の PCI ス□、ソト#5〜#8じは、 PCI ホ、ソトプラグのためのランプが2個ずつあります。 


PCI ス □、ソ ト 
Fault ランプ 



PCI ス□ット Power ランプ 

PCI ボードが取りがけられているス□、ソトで、ボードを固定するタブが閉じている場合は、 
Express サーバの電源が ON の闇、ス□、ソトへ正常に電源が供給されると緑色に点なします。 


PCI ス□ット Fault ランプ 

0 S が Windows 2000の場合のみに使用するランプです。 OS 上で PCI ス□、ソトじ接続されて 
いる PCI ホ、ソトプラグ対応の PCI ボードのドライバを停止し、 PCI ボードがシステムから論理 
的に切り離されるとアンバー色に点滅します。 

PCI ボードや PCI ボードを取りがけたス□、ソトに異常が起きるとアンバー色に点なします。 




IK 


隅 
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フアン FAULT ランプ 


Express サーバのぶ却ファンが故障すると、故障したファンのとなりじあるランプがホ色に 
点灯します。故障したファンはホ、ソトスワップで巧換することができます。 


故障していないフアンは取りがさないでください。フアンび故障した場合は、そのまま 
運用を続けず、すみやかに保守サービス会社に連絡して交換を依頼してください。 

ファンの交換は自分で行わないでください。 


フアン FAULT ランプ 
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設置と接続 

Express サーバの設置と接続について説明します。 



Express サーバは EIA 規格に適合したラックに取り付けて使用します。 

ラックの設置 

ラックの設置については、ラックに添付の説明書(添付の CD - ROM 「 EXPRESSBULDER 」 の 
中にもオンラインド车ュメントが格納されています）を参照するか、保守サービス会社にお 
間い合わせ < ださい。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 





。瓜 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死 t するまたは重傷を負うおそれびあります。詳しくは 、 Mi 
ぺー ジ ly 降の説明をご覧ください。 

• 指定 m がの場所で使用しない 


A を意 


装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 


0 

A\ 


• 一人で搬送•設置をしない 
• 荷重び集中してしまうような設置はしない 
• 一人で部品の取り付けをしない 

• ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 


• 複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 


• 定格電源を超える配線をしない 


M-O ラック内部の温度上昇とエアフ□一について 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気び不十分だったりすると、ラック内部の温 
度び各装置か5発ずる熱によって上昇し、 Express サーバの動作保証温度 （10° C 〜3己 ° C ) 
を超え、誤動作をしてしまうおそれびありまず。運用中にラック内部の温度び保証節囲を超 
えないようラック内部、および室内のエアフ□一について十分な検討と対策をしてくださ 
し、。 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所にラック 
を設置したり、ラックに Express サーバを搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

♦ 装置をラックから完全に引き化せないような狭い場所。 

♦ラ、ソクや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

♦ スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所。 

♦ 温度変化の激しい場所(暖房器、エアコン、ぶ蔵庫などのお<)。 

♦ 強い振動の発生する場所。 

♦ 腐食性ガスの発生する場所、薬品類のお<や薬品類がかかるおそれのある場所。 

♦ 帯電防止化工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

♦ 物の落下が考えられる場所。 

♦ 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど)のおく（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事な 
どを行って < ださい）。 

• 本装置の電源コードを他の接地線(特に大電力を消費する装置など)と共用しているコン 
セントじ接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ(商用電源をリレーなどで ON / OFF する場合の接点スパークなど)を発生する 
装置のおく（電源ノイズを発生する装置のおくに設置するときは電源配線の分離やノイズ 
フィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行ってください）。 

ラックへの取り付け/ラックか5の取り外し 


Express サーパをラックに取りがけます用又り外し手順についても説明しています）。 

別売の内蔵型オプションを購入している場合は、ラックに取りがける前に取りがけてくださ 
い。 



A ミち意 


爪 A 

装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上ばない 

• 指定 m がの場所に設置しない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 
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取り付け部品の確認 


ラックへ取りがけるために次の部品があることを確認してください。 




⑩ 〇 © © ⑩ 

へ^ 盲 盲 曾 管®⑩ 

ぶ みぶ^^ 


項蚕 

名称 

数量 

備考 

① 

フ□ントべゼル 

1 


② 

スライドレールアセンブリ （ L ) 

1 

部品に「1_」の刻巧あり。 

③ 

スライドレールアセンブリ （ R ) 

1 

部品に 「 R 」 の刻巧あり。 

④ 

ケーブルアーム 

1 


⑥ 

アダプタブラケット 

1 


⑥ 

八ンドル ( L ) 

1 


⑦ 

ハンドルが） 

1 


⑧ 

アームブラケット (700) 

1 

ラックの前後マウント面の間隔が700 
mm 、 743 mm 用 

⑨ 

アームブラケット (900) 

1 

ラックの前後マウント面の間隔が760 
mm 、 900 mm 用 

⑩ 

アームストッパ 

1 


⑩ 

テンプレート 

1 


⑩ 

ケーブルタイ 

6 

長さ 25 cnn 

⑩ 

□、ソクスプリング 

1 

電源コード固定用の金具 

® 

ネジ A 

6 

CPIMSx #8-32 x 6 

@ 

ネジ己 

7 

CPIMSx #6-32 x 8 

颇 

ネジ C 

14 

CBIMSx 5 x 10 x 3 GF 

⑩ 

ネジ D 

6 

PL - CPIMSx 4 x 8 x 15 BF 

颇 

ワッシャ A 

12 

M 5-14( ネジ C 用のワッシャ） 


ワッシャ己 

4 

PIWAx 5 x 15 BF 
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必要な工具 

ラックへ取り付けるために必要な工具はプラスドライバとマイナスドライバです。 


取り付け手順 

次の手順で装置をラックへ取り付けます。 

I M-O NEC のオプションラック（ N 8曰 40-28/29/38) へ取り付けることはでをません。 



テンプレート（前面） テンプレート谐面) 
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2 . テンプレートで確認した位置(こラックに 
添付のコアナットを取り付ける。 

ラ、ソクの前面内側か64個(左ちにを2個） 

取り付けます。このコアナットとネジ C 
(4 本）、ワッシャ A (4 個）でラックに固定 
されます。 

ラックの背面内側か6は、2個（ラック背 
面に向かって左側(こ2個)取り付けます。 

前後のマウント面の間隔が700 mm または 
743 mm のラックへ取りがける場合は、こ 
のコアナット(こケーブルアームの0 0) を 
固定します。 

コアナットは下側のクリップをラックの四角穴(こ引っかけてか6マイナスドライバなどで上側の 
クリ、ソプを穴(こ差し込みます。 

wO^m 

コアナットは必ずクリップの位置び上下になるようにして取り付けてください。クリップの位 
置を左ちにして取り付けると装置び落下して故障するばかりでなく、大けびをするおそれびあ 
ります。 



3. スライドレールアセンブリか6インナー 
レールを取り化す。 


インナーレールを途中まで引き化すと、 

1度□ックされます。レリーズレバーを 
押して□ックを解除し、さ6に引き出し 
てください。 



4. インナーレールをネジ A (3 本)で図(こ示す 
向きで本体の両側面に取り付ける。 

I チェック I 

インナーレールには左ちに区別があり 
ませんが、それぞれの向きに対応した 
スライドレールアセンブリか6取り外 
したものを使用してください。 



己.もう一方のインナーレールを手順3〜4と 
同様の手順で本体に取り付ける。 
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本体左側 


本体ち側 


7. 装置背面左下のネジ1本をかした後、取 
り外したネジとネジ目 （1 本)でアダプタブ 
ラケットを取り付ける。 



8 . AC インレットの両側の穴(こ□、ソクスプリ 
ングを取りがける。 




目. ネジ目 (4 本)で八ンドル ( R ) と八ンドル ( L ) を装置前面(こ取り付ける。 

八ンドルの形状はちと左で異なります。形状を確認してください。フ□ントべゼルのタブを引っ 
かけるフレームがついている方がハンドル （L) です。 



—rrrrr 3 
—rrrrr つ 
—rrrrr 
—rrrrr 
—rrrrr ^ 
—rrrrr ^ 
—rrrrr 
—rrrrr 
—rrrrr 
—rrrrr 




r「「「r 

r「「「r 

r「「「r 

rrrrr 

rrrrr 

r「「「r 

r「「「r 

r「「「r 

「「「「「 c 

.「「「「「 O 
r 「「「「 Co 
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9. スライドレールアセンブリのスライドブ 
ラケットを固定しているネジ3本をゆる 
める。 

ラックの奥行き（前後の支柱間）にスライ 
ドレールアセンブリの長さを合わせるた 
めです。ネジ3本をゆるめるとスライド 
ブラケットが前後にスライドします。 


10 . ラック正面か6見てち側のフレームのテ 
ンプレートで確認した位置にスライド 
レールアセンブリを位置巧めする。 

• スライドレールアセンブリの取り 
付け方向を確認してください。 

ーブラケット面をラックか側へ 
-スライドブラケットのある方を 
ラック背面へ 

• ラック前後の支柱にはネジ止め用 
の角穴があります。 NEC 製のラ、ソ 
クでは、 1U 単位に丸い刻印があり 
ます。図のように刻巧がスライド 
レールアセンブリのネジ穴（上側） 
のち上(こ位置するよう(こ位置巧め 
してください。 

11. スライドレールアセンブリをネジじに 
本、前後で4本）とヮッシャ A2 個(前後で 
4個）で固定する。 

• スライドレールアセンブリじある 
フレーム先端がラ 、ソク の角穴のフ 
レームに奕き当たっている状態 
で、レールのネジ穴 (4 個）が角穴か 
6確実(こ見えていることを確認し 
てください。 

• スライドレールアセンブリが水平 
に位置まめされていることを確認 
してください。 

12. 手順9でゆるめたネジを締めてスライド 
ブラケットを固定する。 
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13. ラックの正面か 6 見て左側に、スライドレールアセンブリを手順9〜12と同様の手順で取り付け 
る。 




アーム ストッパ 


すで(こ取り付けているスライド 
レールアセンブリと同じ高さに取 
り付けていることを確認してくだ 
さい。 

NEC 製のラックへ搭載する場合 
は、スライドレールアセンブリの 
ラック背面側をネジ C に本）でアー 
ムストッパと共締めします （アーム 
ストツパと共締めする場合は、 
ワッシヤ A は使用しません)。 


14. 2人] U 上で Express サーバをしっかりと持ってラ、ソクへ取り付ける。 




A を意 



装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上ばない 

• 指を挟まない 

• レリーズレバーは指で}甲さない 


ベアリング レール 


スライドレール 
アセンブリ 


Express サーバ 側面のレールをラックに 
取りがけたスライドレールアセンブリ(こ 
確実に差し) A んでか6ゆっくりと静かに 
押し} A みます。途中で Express サーバが 
□ックされた6、側面じあるレリーズレ 
バー(左ち(こあります）を押しなが6ゆっ 
くりと押し} A みます。 

I w-Ol^ 

I レリーズレバーはドライバなどを使っ 
て}甲してください。指で}甲すと指を挟 
I んでけびをずるおそれびあります。 

回 

ラックに取り付けたレール内には「ベア 
リングレール」と呼ばれるスライドレー 
ルがあります。ベアリングレールは 
レール内を自由にスライドできるレー 
ルですが、本体を取り付けるときは、 
ベアリングレールをラック前方にスラ 
イドさせてレール先端のプラスチック 
部分と同時にインナーレールを差し込 
んでおくと確実に取り付けることがで 
きます。 


初めての取り付けではを機構部品がなじんでいないため押し込むとき(こ強い摩擦を感じることが 
あります。強めにゆっくりと押し込んでください。 
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装置をラックへ押し込んでいるときじ 
□ックされて押しジ^めなくなることが 
あります。これは、レールにある □、ソ 
クレバーによってこれじ(上押し込めな 
くなっている状態(こなっているためで 
す。 □、ソ クレバーを水平にして□ック 
を解除しなが6ゆっくりとラック内部 
へ押し込んで < ださい。 


15. 装置背面にケーブルアームをネジ目に本） 
を使って取り付ける。 

装置背面とアダプタブラケットにネジ B 
を2本仮止めし、ネジにケーブルアーム 
の溝を差し込んでか6仮止めしたネジを 
しっかりと固定してください。 



16. アームブラケットをラック背面のマウント面またはスライドレールアセンブリに取り付ける。 


•LE12E] 


アームブラケットはラックの前後マウ 
ント面の間隔に併せて2種類添付されて 
います。 

ラックの前後マウント面の間隔が 
700 mm または 743 mm の場合は、アー 
ムブラケット （700) を使用します。 ラッ 
クの奥行きが 760 mm または 900 mm の 
場合は、アームブラケット （900) を使用 
します。 


マウント面 
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• ラック前後のマウント面の間隔び700 mm または 743 mm の場合 







アーム ブラケットの〇 0) 


ラック前後のマウント面の間隔び7目 0 mm の場合 


アームブラケット （900) をスライド 
レールアセンブリ後方のネジ穴のうち 
最も後ろ側の部分にネジ D に本）で固 
定する。 




ク 

ェ 

ア 

編 


• ラック前後のマウント面の間隔び900 mm の場合 


アームブラケット （900) をスライド 
レールアセンブリ後方のネジ穴のうち 
最も前側の部分にネジ D に本）で固定 
する。 
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17. ケーブルアームのもう一方の端を手順 16 
で取り付けたアームブラケット(こ取り付 
ける。 


• ラック前後のマウント面の間隔び700 mm の場合 


図の位置にネジ D に本)とワッシヤ目に 
個）で固定する。 



• ラック前後のマウント面の間隔び 743 mm の場台 



• ラック前後のマウント面の間隔び7目 0 mm または900 mm の場台 


図の位置にネジ D (4 本)とワッシャ目 (4 
個）で固定する（図はラックの前後マウ 
ント面が900 mm の場合の例）。 



18. Express サーバをいったんラックへ押し} A んで取り付け位置を確認する。 

I チェック I 

Express サーバ前面の左ち上部の4力所のネジ穴の位置が、手順2で取りがけたコアナットの位 
置と一致することを確認してください。4力所の位置がすべて一致しない場合は、スライドレー 
ルアセンブリ、またはコアナットの取り付け位置が間違っていることが考え6れます。取り付 
け位置を間違えると他の装置を隙間なく取り付けることができません。取り付け位置を確認し 
てはじめか6やり直してください。 
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19. Express サーバを何度かラ、ソクか6引き 
化したり、押しジ^んだりしてスライドの 
動作(こ間題がないことを確認する。 

20 . ネジ C (4 本）とワッシャ A (4 個）で 
Express サーバをラ、ソクに固定する。 



ネジ C とワッシヤ A 


21 . フ□ントべゼルを取り付ける（101ぺージ 
参照)。 

(上で完了です。 
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取り外し手順 

ラックからの取り化し作業は必ず複数をで行ってください。 



A ミ主意 


A 0 

A 爪 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、乂傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。 
詳しくは、 m ぺージ降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上げない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 

• ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引を出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 



1. Express サーバの電源が OFR こなっていることを確認してか6、 Express サーバに接続している電 
源コードやインタフェースケーブルをすべて取りかす。 

2. Express サーバ背面に ケー ブルアームを 
固定しているネジ2本をゆるめ、ケーブ 
ルアームを Express サーバか6取り外 
す。 



3. セキュリティ□ックを解除してフ□ント 
べゼルを取り外す。 

4. Express サーバを固定している前面両側 
のネジ C (4 本）をかす。 



90 












































已.八ンドルを持ってゆっくりと静か(こラ、ソ 
クか6引き化す。 

「カチ、ソ」と音がしてラ、ソチされます。 

巨.左ちのレリーズレバーを押してラ、ソチを 
解除しなが6ゆつくりとラックか6引き 
化す。 



• レリーズレバーはドライバなどを 
使って押してください。指で巧ず 
と指を挟んでけびをずるおそれび 
ありまず。 

• 複数名で装置の底面を支えなび5 
ゆっ< りと引さ出して<ださい。 

ラックの機構部品も取りかす場合は、「取 
り付け手順」を参照して取り外して < ださ 
し、 



レリーズレバー 
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Express サーバと周辺装置を接続します。 

Express サーバの前面および背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意さ 
れています。次の図は Express サーバが標準の状態で接続できる周辺装置とそのコネクタの 
位置を示します。周辺装置を接続してから添付の電源コードを Express サーバに接続し、電 
源プラグをコンセントにつなげます。 






QA 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死 t するまたは重傷を負うおそれがありまず。詳しくは 、 Mi 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• めれた手で電源プラグを持たない 



A ま意 



装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 指定杉がのコンセントに差し込まない 

• たこ足配線にしない 

• 中途半端に差し込まない 

• 指定杉がの電源コードを使わない 

• プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしない 

• 指定 m がのインタフェースケーブルを使用しない 




USB インタフェースを持つ 
装置* (キーボードなど） 



く前面> 


8® 


■ SB ? 


關關 

關關 

關關 

關〇 

Jiooo 

Ub'UUU 


Biiii 


關關 
關關 
關關 
000 〇 
101000 
Ub-uuu 


bZ 


画 Bill 


00000000 
r®i . 


關關關日 
^ 000關叫叫 

i 00000000日日 

I 關關關日 
〇 00日日 


B 


叫叫 
關侧關日 
關關關日 
關關關日 


] Mm 〇。巧。。〇。〇。 



〇 

〇 


Windows NT 
4.0では対応する 
ドライバが必要 
です。 
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最後に添付の電源コードを 



*2 5インチデバイスベイ用の SCSI ケーブルをかし、装置添がのか ナルアダプタなど） 接続されます） 

付け用 SCSI ケーブルの取りがけが必要。 

*3 専用回線への直接接続は不可。このポートを使用ずる場合は、装置添 
付のリア用シリアルケーブルを取り付ける必要がある。フ□ント側の 
シリアルポートとは排他的に使用。 

^ 接続しようとしているケーブルを確認してください。本体前面の r シリアルポート目コネク 
云巧]夕」は、 LAN コネクタと同じ形状をしています。 LAN ケーブルを接続しないようを意してく 
ださい。 

P -0 • Express ヴーバおよび接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してください。 

ON のが態のまま接続ずると誤動作や故障の原因となりまず (USB デバイスを除く）。 

• NECm が(サードパーティ）の周辺装置およびインタフ王ースケーブルを接続する場合 
は、お買い求めの販売店でそれ5の装置び Express ヴーバで使用できることをあ5か 
じめ確認してください。ヴードパーティの装置の中には Express サーバで使用できな 
いちのびあります。 

• キーボード、マウスはコネクタ部分の 「 A 」 マークを上に向けて差し込んでください。 

• SCSI 装置の SCSI ID は IDO 〜 ID 目の間で設定してください。 ID は、重複しないよう設 
定してください。 

• が付け SCSI デバイスを接続する場 S ホ、 SCSI チェーン接続で最違端に位置ずるデバ 
イスには終端コネクタを接続するか、終端設定をしてください。 
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• オプションの SCSI 装置を増設ずる場台は、にじ3156/白が」ユーティリティに18ぺ一 
ジ)でオプションの SCSI 装置に対応した設定をしてください。 

• が付け SCS 階置を接続ずる場合、接続した機器の内部線長と SCSI ケーブルの総線長 
により、各デバイスは下表の転送レートで動作ずることびでをまず。 


外付け SCSI 機器の内部線長 
と SCSI ケーブルの総線長 

最大転送レート 
(MB/sec) 

SCSISe/ec の 「 Sync 
Transfer Rate 」 の設定値 

データ転送幅 

2 mU 下が 

20 

Auto が 

Narrow (8- bit ) 

40 

Auto が 

Wide ( 16- bit ) 

11 mU 下 (LVD のみの場合） 

160,80 

Auto が 

Wide ( 16- bit ) 


*1 N 8141-28 A デバイス増設ユニットを搭載した場合は、 SCSI ケーブルは 1 mU 下となりま 
す。 


*2 出荷時は Auto に設定されています。 SCSI 装置の中には転送速度の制限がある場合があり 
ますので、 SCS 顆置を取り付ける際じは、添付の説明書をよくお読みください。 

• が付け SCSI 装置は最大1台まで接続可能でず。 

ただし、 N 8141 -28 A デバイス増設ユニットを接続した場 S ホ、 SCSI 装置の搭載は 
最大2台までとなります。 

• ダイヤルアップ経由のエクスプレス通報サービスを使用する際に接続するモデムは、 
NEC の 「DATAX COM 33目 B 」 またはオム□ン社製 「 ME 己目 14 D 」 をお勧めします。 
詳しくは NEC フィールディングにご相談ください。 

• Express ヴーバ本体に標準装備のシリアルポートか5専用回線に直接接続ずることは 
できません。専用回線へ接続する場合には、必ず回線電気通信事業法で定め5れた認定 
を受けた端末機器か5接続してください。傳用回線とは、特定の利用者に設置される 
専用の伝送路設備およびその付属設備を指します。 NTT 等の公衆回線も含まれまず。） 

• 接続した電源コードは背面にあるケーブルタイで固定してください。 

• ケーブルびラックのドアや側面のガイドレールなどに当た5ないよラフオーミングして 
<ださい。 

• 電源コードは装置の AC インレット部分で少したるませる程度にフオーミングしてくだ 
さい。装置を引き出したときに電源コードび巧けるのを防ぐためでず。 


電源コードのプラグ部分び圧迫されないようにしてくださし、。 













シリアルポートへの接続について 

Express サーバの前面または背面にある RJ-45 シリアルポートは、さまざまなシリアルデバ 
イスを接続することができますが、デバイスじよっては、 DCD/DSR 信号の仕様じよりベー 
スボード上のジャンパピン (JP25) の設をを変えたり、オプションのシリアルポート変換 
ケーブルを介して接続したりする必要があります。 

オプションのシリアルポート変換ケーブルには、 「F」 のラベルが貼り付けられているもの 
と、 「R」 のラベルが貼り付けられているものの2種類のケーブルがセツトで添付されていま 
すが 「R」 のラベルが貼りがけられているケーブルのみを使用し、 「F」 のラベルが貼りがけら 
れているケーブルは使用しません。 


Pi 


機器間の電位差で装置び故障するおそれびありまず。シリアルポートへ接続したケーブルを 
巧き差しずるときは、本体と接続巧の装置の電源を OFF にし、電源コードを巧いてか5行つ 
て < ださい。 


ジャンパピン (JP25) は次に示す図の場所にあります。カバーの取り外しやその他の内蔵部 
品の取り外しについては、この後の r 内蔵オプションの取り付け」を参照してください。 
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③ RXD - 
③ TXD - 
® DTR- 
⑥ GND- 
® RTS - 
⑥ CTS - 
③ Rl - 
① DCD - 
⑥ DSR - 


-RXD ② 
-TXD ③ 
-DTR ④ 
-GND ⑥ 
-RTS ⑦ 
-CTS ⑧ 
-RI ⑨ 
-DCD ① 
-DSR ⑥ 


② RXD 

③ TXD 

④ DTR 

⑥ GND 

⑦ RTS 

⑧ CTS 

⑨ RI 
① DCD 
⑥ DSR 


RJ -45 シリアルポート シリアルポート変換 DTE — DCE ストレートケーブル DCE 

ケーブル （ R ラベル） 


RJ -4 己シリアルポートと UPS との接続 

UPS を背面のシリアルポートに接続する場合は、オプシヨンの「シリアルポート変換ケーブ 
ル」を使用します。 RJ-45 シリアルポートに接続するケーブルには、 「R」 のラベルが貼り付け 
られています。間違わないようにしてください。ジャンパピンの設をは 「DCD+DSR」 （出)荷 
時の設定!）にしてください。 

n-O 本装置背面のアイコンをよく見て必ずシリアルポート B に接続してください。誤って LAN 
居^ ポートに接続しないようを意してください。 

誤挿入を防止するために、本装置に接続ずる LAN ケーブルのコネクタに 「 LAN ポート」と書 
かれたタグなどを付けて見分け5れるようにしてください。 


じ(下の内部ケーブルの配線ブ□ック図を示します。 


RJ -4 日シリアルポートとモデムとの接続 

モデムを RJ-45 シリアルポートに接続する場合は、オプションの「シリアルポート変換ケー 
ブル」を使用します。 RJ-45 シリアルポートに接続するケーブルには、 「R」 のラベルが貼り付 
けられています。間違わないようにしてください。ジャンパピンの設をはの CD+DSR」 （化 
荷時の設定）にしてください。 

n-O アイコンをよく見て必ずシリアルポート B に接続してください。誤って LAN ポートに接続 
しないようま意してください。 

誤挿入を防止ずるために、本装置に接続ずる LAN ケーブルのコネクタに 「 LAN ポート」と書 
かれたタグなどを付けて見分け5れるようにしてください。 


下の内部ケーブルの配線ブ□、ソク國を示します。 


RJ45I |DB9| [DB9I | DB9 1 Modem 1 



⑥③②④3項⑥ ⑦ 

D R 

P N でで I C S 

D G R C R D D 


NWR 町 SS V R 
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SIN 

SOUT 

DTR 

GND 

RTS 

CTS 

Rl 

DCD 

DSR 


② RXD 

③ TXD 

④ DTR 

⑥ GND 

⑦ RTS 
⑥ CTS 
⑨ Rl 

① DCD W 
⑥ DSR 」 



RXD ② 
TXD ③ 
DTR ④ 
GND ⑥ 
RTS ⑦ 
CTS ⑧ 
Rl ⑨ 
DCD ① 
DSR ⑥ 


② RXD 

③ TXD 

④ DTR 

⑥ GND 

⑦ RTS 

⑧ CTS 

⑨ Rl 
① DCD 
⑥ DSR 


SIN 

SOUT 

DTR 

GND 

RTS 

CTS 

Rl 

DCD 

DSR 


RJ -45 シリアルポート シリアルポート変換 UPS 接続ケーブル DCE 

ケーブルのラベル） 


RJ -4 日シリアルポートと管理 PC ( D 巨 9) などとの接続 

管理 PC など DB9 タイプのシリアルコネクタを持つ機器と RJ-45 シリアルポートじ接続する 
場合は、オプションの r シリアルポート変換ケーブル」を使用します。 RJ-45 シリアルポート 
に接続するケーブルには、 「R」 のラベルが貼り付けられています。闇違わないようじしてく 
ださい。ジャンパピンの設定は 「DCD+DSR」 （化荷時の設おにしてください。 

n-O 本装置背面のアイコンをよく見て必ずシリアルポート B に接続してください。誤って LAN 
ポートに接続しないようを意してください。 

誤挿入を防止ずるために、本装置に接続する LAN ケーブルのコネクタに 「 LAN ポート」と書 
かれたタグなどを付けて見分け5れるようにしてください。 

U 下の内部ケーブルの配線ブ□ック図を示します。 


RJ45I IDB 9 I IDB 91 「089] 「PCI 


• UL1057-1 01 

• UL2057-001 

• N81 80-41 

• N8580-04 

• N8580-39 


RJ -45 シリアルポート 


シリアルポート変換 
ケーブル （ R ラベル） 


DTE - DTE ク□スケーブル 


DTE 


RJ45| rbB9| [DB9| IDB91 UPS I 



® ③②④①還逗 ⑦ 





® ③②④①須逼 ⑦ 


を 
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SIN 

SOUT 

DTR 

GND 

RTS 

CTS 

Rl 

DCD 


DSR 


② RXD 

③ TXD 

④ DTR 

⑥ GND 

⑦ RTS 

⑧ CTS 

⑨ Rl 
① DCD 
⑥ DSR 



RXD ③ 
TXD ③ 
DTR ④ 
GND ⑥ 
RTS ⑦ 
CTS ⑧ 
Rl ⑨ 
DCD ① 
DSR ⑥ 


③ RXD 

③ TXD 

④ DTR 

⑥ GND 

⑦ RTS 

⑧ CTS 

⑨ Rl 
① DCD 
⑥ DSR 


RJ -45 シリアルポート 


シリアルポート変換 
ケーブル （ R ラベル） 


DTE - DTE ク□スケーブル 


DTE 


RJ -4 日シリアルポートと DCD / DSR 信号を必要とする機器との接続 

r ターミナルコンセントレータ」などに接続する場合は、接続先の機器やケーブルの説明書を 
よく読んでから接続してください。接続先の機器が必要とする信号によって本装置のジャン 
パピンを 「DCD」 または 「DSR」 に設定します。 

本装置のジャンパ設定とシリアルポートの信号は次の図のとおりです。本装置とターミナル 
コンセントレータなどを RJ-45 ケーブルで直接、接続する場合は、次の図を参照してケーブ 
ルを用意してください。 


アイコンをよく見て必ずシリアルポート B に接続してください。誤って LAN ポートに接 
続しないようま意してください。 

誤挿入を防止ずるために、本装置に接続ずる LAN ケーブルのコネクタに 「 LAN ポート」 
と書かれたタグなどを付けて見分け5れるようにしてください。 

本装置や周辺装置の破損を防ぐために、 ly 下の項目を必ず守ってください。 

-シールドされたケーブル ( STP ケーブル)を使用する場合は、接続先の機器のコネク 
夕び STP ケーブルに対応していることを確認し、1己 miy 下の STP ケーブルを使用 
し、 Express ヴーバと接続ずること。 

-シールドされていないケーブル ( UTP ケーブル)を使用ずる場合は、接続先の機器び 
同ーラックまたはそのラックに連結されたラックに搭載されていることを5崔認、し、 

1己 miy 下の UTP ケーブルを使用し、 Express サーバと接続すること。 

-誤挿入を防止するために、本装置に接続ずるシリアルケーブルのコネクタに「シリ 
アルポート」と書かれたタグなどを付けて見分け5れるようにずること。 


JP 25 
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CX3 
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I :ストラップ 


RJ45 「DBg 
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□、ソクスプリング 


SIN 

SOUT 

DTR - 

GND 

RTS 

CTS 

RI 

DCD 


DSR 


RJ -45 シリアルポート シリアルポート変換 

ケーブル （ R ラベル） 


電源コードの接続について 

電源〕ードを Express サーバに接続したら、 
プリングで固をしてください。 


② RXD 

③ TXD 

④ DTR 

⑥ GND 

⑦ RTS 

⑧ CTS 

⑨ RI 
① DCD 
⑥ DSR 



RXD ② 
TXD ③ 
DTR ④ 
GND ⑥ 
RTS ⑦ 
CTS ⑧ 
RI ⑨ 
DCD ① 
DSR ⑥ 


② RXD 

③ TXD 

④ DTR 

⑥ GND 

⑦ RTS 

⑧ CTS 

⑨ RI 
① DCD 
⑥ DSR 
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無停電電源装置 ( UPS ) への接続について 

Express サーバの電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にある 
サービスコンセントじ接続します。 

UPS のサービスコンセントには 、 「SWITCH OUT 」 と rUN-SWITCH OUT 」 という2種類のコ 
ンセントがあります （ rOUTPUTI 」、 rOUTPUT 2」 と呼ぶ場合もあります）。 

<例> 



UPS を制御するアプリケーシヨン作 SMPRO/UPSContmller など)から電源の制御をしたい 
場合は、 SWITCH OUT に電源コードを接続します。 

常時給電させたい場合は、 UN-SWITCH OUT に電源コードを接続します (24 時間稼働させる 
モデムなどはこのコンセントに接続します）。 

本装置の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）させ 
るために Express サーバの目 IOS の設定を変更してください。 

巨 IOS のに6「ソ6「」一「八(：-1_11\11<」を選択すると表示されるパラメータを切リ替えることで設定 
することができます。詳しくは210ページを参照してください。 




























基本的な操作 

Express サーバの基本的な操作の方法について説明します。 


フロントべゼルの取り付け/取りかし 


Express サーバの電源の ON / OFF やフ日、 ソピーディスク ドライブ、 CD - ROM ドライブ、 5.25 
インチデバイスを取り扱うとき、八ードディスクや電源ユニットの取りがけ/取り外しを行 
うときはフ□ントべゼルを取り外します。 

I M-O フ□ントべゼルは、添付のセキユリティキーで□ックを解除しないと開けることびできませ 
ん。 

1 . 丰ース□ットに添付のセキュリティキーを差し込み、キーを輕く押しなが6左に回して□ックを 
解除する。 

2 . フ□ントべゼルのち端を軽く持って手前(こ引<。 

3. フ□ントべゼルを左に少しスライドさせてタブをフレームか6外して本体か6取りかす。 



フ□ントべゼルを取りがけるときは、フ□ントべゼルの左端のタブを本体のフレームに引つ 
かけるようにしながら取りがけます。取りがけた後はセキユリテイのためにも羊一で□ツク 
してください。 
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電源の ON 


Express サーバの電源は前面にある POWER スイ、ソチを押すと ON の状態になります。 
次の順唐で電源を ON にします。 

POWER スイ、ソチ 



1 . ディスプレイ装置および Express サーバ(こ接続している周辺装置の電源を ON (こする。 

I チェック I 

無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合は、電源制御装置 
の電源が ON になっていることを確認してください。 

2. Express サーバ前面にある POWER スイ、ソチを押す。 

POWER / SLEEP ランプが緑色に点のし、しば6くするとディスプレイ装置の画面(こは 「 NEC 」 □ゴ 
が表示されます。 

• AC インレットに電源コードを接続した後、 POWER スイッチを押ずまで10砂上の時間 
をあけて < ださい。 

• 「 NEC 」 □ゴおよび□コ下側に何5かの文字び表示されるまでは電源を OFF にしないでくだ 
さい。 

「 NEC 」 □ゴを表示している間、 Express サーバは自己診断プ□グラム ( POST ) を実行して Express 
サーバ自身の診断しています。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧ください。 POST を 
完了すると 0 S が起動します。 

POST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。106ぺージを参 
照してください。 
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POST (Power On Se げ - Test ) は、 Express サーバのべースボード内に記録されている自己診 
断機能です。 

POST は Express サーバの電源を ON じすると自動的に実行され、ベースボード、メモリボー 
ド、 CPU 、 羊ーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の 
BIOS セッ ト アップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

Express サーパの化荷時の設定では POST を実行している間、ディスプレイ装置には 「 NEC 」 
□ゴが表示されます。く Es に羊一を押すと、 POST の実行内容が表示されます。 

>1; BIOS の メニュー で < Esc > キー を押さなくても、はじめから POST の診断内容を表示させる 

ことができます。 「 BIOS の コンフィグレー シヨン」の 「 Advanced (197 ぺー ジ）」にある 「Boo 卜 
time Diagnostic Screen 」 の設定:を 「 Enabled 」 に切り替えてください。 

POST の実行内容は常に磕認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを磕認してください。 

• Express サーバの導入時 
• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 
• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 


POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 

— "〇 システムの構成によっては、ディスプレイの画励こ 「Press Any Key 」 とキー入力を要ホ 
するメッセージを表示する場合もあります。これは取り付けたオプションのボードの BIOS 
び要求しているためのものです。オプションのマニュアルにある説明を確認してか5何か 
キーを押して < ださい。 

1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画面左上に基本メ 
モリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示されます。また、画面下に iU 下 
のメッセージが表示されます。 


Press <ESC> to enter boot selection menu, <Space> to abort memorv test 
Press <F2> to enter SETUP, <F4> Service Partition, <F12> Network 


•L[12E] 

r < Space > to abort memory test 」 のメッセージ表示中に < Space > キーを押すと、メモリテスト 
をスキップすることができます。 


なお、サーバ(こ搭載されているメモリの量(こよっては、メモリチェックが完了するまで(こ数分か 
かる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面(こ表示をするのじ約1分程の 
時間がかかる場合があります。 


八—ドウ H ア編 


103 













2. 続いて Express サーバに内蔵の SCSI コント□-ラを橫化し 、 SCSI BIOS セットアップユーティリ 
ティの起動を促すメッセージが表示されます(そのまま何も人力せずにいると数秒徽こ POST を自 
動的に続けます）。表示(こ併せてキーを押してください。 


Press <Ctrl> <A> for SCSISelect(TM) utility! 


ここで < Ctrl > キーと < A > キーを押すとユーティリティが起動します。設定方まやパラメータの機 
能(こついては、218ページを参照してください。 

ユーティリティを使用しなければな6ない例としては次のような場合があります。 

• 日.巧インチデバイスベイに SCSI 装置を取りがけた場合 

• 外付け SCSI 装置を接続した場合惩置内部の 5. 巧インチデバイス用 SCSI ケーブルを取り外 
し、装置に添がされている SCSI ケーブル(外部接続用）の接続が必要） 

• Express サーバ内部の SCSI 装置の接続を変更した場合 

ユーティ リティを終了すると、 Express サーバは自動的にもう一度はじめか 6 P 0 ST を実巧しま 
す。 

Express サーバの PCI バスに複数の SCSI コント□-ラボードを搭載しているときは、 PCI ス□ット 
番号の PCI #1 一 PCI #2一 PCI #3一 PCI #4一 PCI #日一 PCI #6一 PCI #7一 PCI #8の順で搭載して 
いるボードの SCSI BIOS セットアップユーティリティの起動メッセージを表示します。 

3. 接続している SCSI 装置が使用している SCSI ID 番号などを画面に表示します。 

4. ディスクアレイコント□-ラを搭載している場合は、ディスクアレイ BIOS セットアップユーティ 
リティの起動を促すメ 、ソ セージが表示されます。 

ディスクアレイコント□-ラボードには、 AMI ディスクアレイコント□-ラと Mylex ディスクアレ 
イコント□ーラの2つの種類があります。それぞれ起動の方まや操作のしかたが異なります。詳 
しくは、ディスクアレイコント□ーラボードの説明書を参照してください。 

そのまま何も入力せずにいると次に示すメッセージが表示されます。 

AMI ディスクアレイコント□-ラの場合、 < Cltr >+< H > キーで起動する 「 Web 目10 S 」 メニューを起 
動しないでください。ディスクアレイの設定を壊すおそれがあります。起動した場合はすぐ(こ終 
了してください。 

己.次に CPU や接続しているキーボード、マウスなどをお化したことを®6せるメッセージを表示し 
ます。 


目. その後、下のメッセージ*を表示します。 

パターン1: 

Press <ESC> to enter boot selection menu 
Press <F2> to enter SETUP or <F12> to Network 

パターン 2: 

Press <ESC> to enter boot selection menu 

Press <F2> to enter SETUP, <F4> Service Partition, <F12> Network 
または 


パターン 3:_ 

Press <ESC> to enter boot selection menu 

Press <F1> to resume, <F2> to enter Setup, <F12> to Network 

パターン 4: 

Press <ESC> to enter boot selection menu 

Press <F1> to resume, <F2> to enter Setup, <F4> Service Partition, <F12> Network 


* 装置の状態によってメッセージの内容は異なります。 








• L 励 


それぞれのキーを入力した場合の動作や起動するユーティリティは必下のようになっています。 
通常では、特に起動する必要はありません。 


• < Esc > キー 

< Esc > キーを押すと、 POST の終わりで Boot メ. 
するデバイスを還択することができます。 


:ューを表示します。このメニューから起動 


Boot Menu 


1. CD-ROM Drive 

2. +Removable Devices 

3. +Hard Drive 

4. 旧 A 4.0.19 Slot 0003 

5. IBA 1.0.17 Slot 0103 


< Enter Setup > 


• < F 2> キー 

< F 2> キーを押すと、 BIOS セットアップユーティリティを起動します。 Express サーバを使 
用する環境にあった設をに変更するときに起動してください。エラーメッセージを伴った上 
記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設をを変更する必要はあり 
ません。設を方まやパラメータの機能については、185ぺージを参照してください。 

• < F 4> キー 

< F 4> キーを押すと、保ず用パーティションから起動します。保ず用パーティション につい 
ては、239ぺージの「保ず用パーティションの設を」を参照してください。 

• < F 12> キー 

< F 12> キーを押すと、ネットワークブートを実行します。 

• < F 1>キー 

「 Press < F 1> to resume 」 のメッセージが表示される場合は、 POST 中に何らかの異常を橫 
出しています。メッセージの内容やが処方まについては 「 POST 中のエラーメッセージ」を参 
照してください。エラーメッセージが表示されている場合でも、 < F 1> キーを押下すると起 
動します。 

BIOS セットアップユーティリティに ETUP 」 でパスワードの設定をすると、 POST が正常に終了 
した後(こ、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの人力は、3回まで巧えます。3回とも人力を誤ると Express サーバを起動できなくな 
ります。この場合は、 Express サーバの電源を 0 FR こしてか6、約10秒ほど時間をあけて ON (こし 
て Express サーバを起動し直してください。 


OS をインス I ルするまではパスワードを設定しないでくださし、。 


吕. POST を終了すると 0 S を起動します。 
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POST 中のエラー 


POST 中にエラーを橫化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示したり、 
ビープ音が鳴ったりします。 


ディスプレイに表示されるエラーメッセージ 

次にエラーメッセージの一覧と原因、その対処方法を示します。 

I M-O 保守ヴービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてください。アラー 
ム表示は保守を行うとさに有用な情報となります。 


エラーメッセージー覧の CPU やメモリ、ファンなどのデバイスに関するエラーメッセージと 
デバイスの搭載位置は113ページの國のように対応しています。 

■: 故障している CPU またはメモリは SETUP ューティリティからでも確認できます （1 94、198 

じ:ント I ページ参照)。 


ディスプレイ上の エラーメツセー ジ 

意味 

対処ち法 

0200 

Failure Fixed Disk 

八ードディスクエラー。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0210 

Stuck Key 

キーボード接続エラー。 

キーボードをホ妾続し直してください。 

0211 

Keyboard error 

キーボードエラー。 

• キーボードを接続し直してく 
ださい。 

0212 

Keyboard Controller 

Failed 

キーボードコント□ーラエラー。 

• 再起動してください。それで 
も直6ない場合は保守サービ 
ス会社に連絡してください。 

0213 

Keyboard locked - 
Unlock key switch. 

キーボードが□ックされている。 

キースイッチの□ックを解除して 
ください。□ックを解除しても直 
らない場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 

0220 

Monitor type does not 
match CMOS - Run 
SETUP 

モニタのタイプが CMOS と一致しな 
い。 

SETUP を起動してください。 
SETUP で直らない場合は保守サ 
ービス会社に連絡してください。 

0230 

System RAM Failed at 
offset: 

システム RAM エラー。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0231 

Shadow Ram Failed at 
offset: 

シャドウ RAM エラー。 


0232 

Extended RAM Failed at 
address line: 

拡張 RAM エラー。 


02 己 0 

System battery is dead - 
Replace and run SETUP 

システムのバッテリが'ない。 

保守サービス会社に連絡してバッ 
テリを交換してください。（コン 
ピュータを再起動後、 SETUP を 
起動して設をし直してください。 






















ディスプレイ上のエラーメッセー ジ 

意味 

対処方法 

02 己 1 

System CMOS checksum 
bad - Default 
configuration used 

システム CMOS のチェックサムが'正し 
くない。 

デフォルト値が設定:されまし 
た。 SETUP を起動して、設定し 
直してください。それでも直らな 
い場合は保守サービス会社に連絡 
してください。 

02 己 2 

Password checksum bad 
- Passwords cleared 

パスワードのチェックサムが正しくな 
い。 

パスワードがクリアされまし 
た。 SETUP を起動して設をし直 
してください。 

0260 

System timer error 

システムタイマーエラー。 

SETUP を起動して、時刻や日付 
を設定し直して<ださい。設定し 
直しても同じエラーが続けて起き 
るときは保守サービス会社に連絡 
してください。 

0270 

Real time clock error 

リアルタイムク□、ソクエラ ー。 

0271 

Check date and time 
setting 

リアルタイムク□ックの時刻設定に誤 
リがある。 

0280 

Previous boot 
incomplete-Default 
configuration used 

前回の起動が正常終了せず、デフォル 
卜値が設定:された。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0281 

Memory Size found by 
POST deffered from EISA 
CMOS 

EISA CMOS と異なったメモリサイブ 
が POST より検化された。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

02B0 

Diskette drive A error 

フ□、ソピーディスクドライブ A の 
ェラー。 

SETUP を起動して、 「Main」 メ 
ニューの 「Legacy 円 oppy A」 、 
[Legacy Floppy BJ を設定し直 
してください。設定し直しても同 
じエラーが続けて起きるときは保 
守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

02B1 

Diskette drive B error 

フ□、ソピーディスクドライブ B の 

-L つ一。 

02B2 

Incorrect Drive A type - 
run SETUP 

フ□、ソピーディスクドライブ A のタイ 
プが正しくない。 

SETUP を起動して、設定し直し 
てください。それでも直6ない場 
合は保守サービス会社に連絡して 
ください。 

02B3 

Incorrect Drive B type - 
run SETUP 

フ□、ソピーディスクドライブ B のタイ 
プが正しくない。 

02D0 

System cache error - 
Cache disabled 

システムキャッシュエラー。 

キャッシュを使用できません。保 
守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

02D1 

System Memory exceeds 
the CPU's caching limit 

メモリが CPU のキャッシュの限界を超 
えた。 

保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

02F 己 

DMA Test Failed 

DMA テストエラー。 


02F6 

Software NMI Failed 

ソフトウェア NMI エラー。 


02F7 

Fail-safe Timer NMI 

Failed 

フェイルタイマの NMI エラー。 


0611 

IDE configuration 
changed 

IDE の構成エラー。 


0613 

COM A configuration 
changed 

COM A の構成エラー。 


0614 

COM A config. error - 
device disabled 

COM A の構成デバイスエラー。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

対処方法 

0615 

COM B configuration 
changed 

COM B の構成エラー。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0616 

COM B config. error - 
device disabled. 

COM B の構成デバイスエラー。 


0617 

Flopppy configuration 
changed 

フ□、ソピーディスクドライブの構成エ 
ラー。 


0618 

Floppy config. error - 
device disabled 

フ□、ソピーディスクドライブの構成デ 
バイスエラー。 


0619 

Parallel port 
configuration changed 

パラレルポートの構成エラー。 


061 A 

Parallel port config. error 
- device disabled 

パラレルポートの構成デバイス 

-L P —〇 


0B00 

Rebooted during BIOS 
boot at Post Code 

BIOS ブート中に再起動した。 


0B1B 

PCI System Error on 

Bus/Device/Function 

バス/デバイス/機能で PCI システムエ 
ラーが発生した。 


0B1C 

PCI Parity Error on 

Bus/Device/Function 

バス/デバイス/機能で PCI パリティエ 
ラーが発生した。 


0B28 

Unsupported Processor 
detected on Processor 1 

CPU #1ソケットじサポートしていな 
し侣 PU が搭載されている。 

本装置がサポートしている CPU で 
あることを確認してください。確 
認できない場合は保守サービス会 
社に連絡して保守を依頼して < だ 
さい。 

0B29 

Unsupported Processor 
detected on Processor 2 

CPU #2ソケットじサポートしていな 
し记 PU が搭載されている。 

0B2A 

Unsupported Processor 
detected on Processor 3 

CPU #3ソケットにサポートしていな 
し侣 PU が搭載されている。 


0B2B 

Unsupported Processor 
detected on Processor 4 

CPU #4ソケットにサポートしていな 
し吃 PU が搭載されている。 


0B30 

Fan 1 Alarm occurred. 

ファンの異常。 

ファンの故障、またはファンの目 
詰まりが考え6れます。保守サー 
ビス会社に連絡して保守を依頼し 
てください。 

0B31 

Fan 2 Alarm occurred. 


0B32 

Fan 3 Alarm occurred. 


0B33 

Fan 4 Alarm occurred. 



0B34 

Fan 5 Alarm occurred. 



0B35 

Fan 6 Alarm occurred. 



OB 日 0 

Processor # 1 with error 
taken off ine. 

CPU #1 でエラーをお化したため、 

CPU # 1を縮退した。 

CPU が縮退しています。保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

OB 己 1 

Processor #2 with error 
taken offline. 

CPU #2 でエラーをお化したため、 
CPU #2 を縮退した。 


OB 己 2 

Processor #3 with error 
taken offline. 

CPU #3 でエラーをお化したため、 
CPU #3 を縮退した。 


OB 日 3 

Processor #4 with error 
taken offline. 

CPU #4 でエラーをお化したため、 
CPU #4 を縮退した。 


OB 已 F' 

Forced to use Processor 
with error 

CPU エラーをネ矣化した。 

ずべての CPU でエラーをネ矣化した 
ため、強制的に起動しています。 
保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 






























デイ スプレイ上の エラーメ ッ セージ 

意味 

対処方法 

0B60 

DIMM group # 1 has 
been disabled. 

メモリエラーを検化した。メモリ#1が 
縮退している。 

保守サービス会社に連絡して < だ 
さい。 

0B61 

DIMM group #2 has 
been disabled. 

メモリエラーを検化した。メモリ#2が 
縮退している。 


0B62 

DIMM group #3 has 
been disabled. 

メモリエラーを検化した。メモリ#3が 
縮退している。 


0B70 

The error occurred 
during temperature 
sensor reading. 

温度異常を検化する途中にエラーを検 
ムしブし〇 

保守サービス会社に連絡して < だ 
さい。 

0B71 

System Temperature out 
ol the range. 

温度異常を検化した。 

ファンの故障、またはファンの目 
詰まりが考え6れまず。保守サー 
ビス会社に連絡して保守を依頼し 
てください。 

0B74 

The error occurred 
during voltage sensor 
reading. 

電圧を検化中にエラーが起きた。 

保守サービス会社に連絡して < だ 
さい。 

0B75 

System voltage out of the 
range. 

システムの電圧に異常を検化した。 


0B78 

The error occurred 
during fan sensor 
reading. 

FAN センサの検化中にエラーが起き 
た。 


0B7C 

The error occurred 
during fredundant power 
module confirmation. 

冗長電源を構成している途中でエラー 
を検化した。 

保守サービス会社に連絡して電源 
ユニットを交換してください。 

0B7D 

The normal operation 
can't be guaranteed with 
use of only one PSU. 

本装置に必要な基本電源構成を満たし 
ていない。 

保守サービス会社に連絡して電源 
ユニットを増設または交換してく 
ださい。 

0B80 

BMC Memory Test 

Failed. 

BMC デバイス(チップ)のエラー。 

一度電源を 0FR こして、起動し直 
してください。それでも直6ない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0B81 

BMC Firmware Code 

Area CRC check failed. 


0B82 

BMC core hardware 
failure. 



0B83 

BMC IBF or OBF check 
failed. 

BMC のアドレスへのアクセスに失敗 
した。 


0B8A 

BMC SEL area full. 

システムイベント□グを書き込める容 
量がなぃ。 


0B8B 

BMC progress check 
timeout. 

BMC チェックを一時中断した。 


0B8C 

BMC command access 
failed. 

BMC コマンドアクセスじ失敗した。 


0B8D 

Could not redirect the 
console - BMC Busy - 

コンソールリダイレクトができない 
旧 MC ビジー）。 


0B8E 

Could not redirect the 
console - BMC Error - 

コンソールリダイレクトができない 
旧 MC エラー)。 


OBSf 

Could not redirect the 
console - BMC 

Parameter Error - 

コンソールリダイレクトができない 
旧 MC パラメータエラー)。 
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デイスプレイ上の エラー メッ セージ 

意味 

対処方法 

0B90 

BMC Platform 

Iniormation Area 
corrupted. 

BMC デバイス(チップにラー。 

一度電源を OFR こして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0B91 

BMC update firmware 
corrupted. 


0B92 

Internal Use Area of 

BMC FRU corrupted. 

Chassis 情報を格納した SROM の故 
障。 

FRU コマンド、および EMP 機能た_^ 
外は使用できます。致命的な障害で 
はありませんが、一度電源を OFF 
にして、起動し直してください。そ 
れでも直らない場合は保守サービス 
会社に連絡してください。 

0B93 

BMC SDR Repository 
empty. 

BMC デバイス(チップにラー。 

一度電源を OFR こして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0B94 

IPMB signal lines do not 
respond. 

SMC (Sattelite Management 
Controller) の故障。 

IPMB 経由での SMC へのアクセス 
機能(外は使用できます。致命的 
な障善ではありませんが、一度電 
源を OFR こして、起動し直してく 
ださい。それでも直 6 ない場合は 
保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

0B9 己 

BMC FRU device failure. 

Chassis 情報を格納した SROM の故 
障。 

FRU コマンド、および EMP 機能 
外は使用できます。致命的な障害で 
はありませんが、一度電源を OFF 
にして、起動し直してください。そ 
れでも直 6 ない場合は保守サービス 
会社に連絡してください。 

0B96 

BMC SDR Repository 
failure. 

センサデータレコード情報を格納し 
た SROM の故障。 

一度電源を OFF にして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0B97 

BMC SEL device failure. 

BMC デバイス(チ、ソスの故障。 

0B98 

BMC RAM test error. 

BMC RAM のエラー。 


0B99 

BMC Fatal hardware 

error. 

BMC のエラー。 


0B9A 

BMC not responding. 

BMC のエラー。 


0B9B 

Private 12 C bus not 
responding. 

プライべートに C バスより無応答。 


0B9C 

BMC internal exception. 

BMC のエラー。 


0B9D 

BMC A/D timeout error. 

BMC のエラー。 


0B9E 

SDR repository corrupt. 

BMC のエラーまたは SDR のデータの 
楓員。 


OBQF' 

SEL corrupt. 

BMC のエラーまたはシステムイベン 
卜□グのデータの破損。 


OBBO 

SMBIOS - SROM data 
read error. 

SROM のデータリードエラ ー。 

保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

0BB1 

SMBIOS - SROM data 
checksum bad. 

SROM のデータエックサムエラー。 


OBCO 

POST detected startup 
failure of 1st Processor. 

CPU #1 のエラー。 

保守サービス会社に連絡して該当 
する CPU を交換ください。 

0BC1 

POST detected startup 
lailure of 2nd Processor. 

CPU #2 のエラー。 



























デイスプレイ上の エラー メッ セージ 

意味 

対処方法 

OBDO 

1st SMBus address not 
acknowledged. 

1st SMBus アクセスに対してデバイ 
スが無応答。 

保守サービス会社に連絡してシステ 
ムイベント□グで示されたボードを 
交換ください。 

0BD1 

1st SMBus device Error 
detected. 

1st SM 巨 US アクセスに対してエラー 
を検化した。 

0BD2 

1st SMBus timeout. 

1st SMBus アクセスに対してタイム 
アウトを検化した。 


0BD3 

2nd SMBus address not 
acknowledged. 

2nd SMBus アクセスに対してデバイ 
スが無応答。 


0BD4 

2nd SMBus device Error 
detected. 

2nd SMBus アクセスに対してエラー 
を検化した。 


0BD5 

2nd SMBus timeout. 

2nd SMBus アクセスに対してタイム 
アウトを検化した。 


0BD6 

3rd SMBus address not 
acknowledged. 

3rd SMBus アクセスに対してデバイ 
スが無応答。 


0BD7 

3rd SMBus device Error 
detected. 

3rd SMBus アクセスに対してエラー 
を検化した。 


0BD8 

3rd SMBus timeout. 

3rd SMBus アクセスに対してタイム 
アウトを検化した。 


0BD9 

4th SMBus address not 
acknowledged. 

4th SMBus アクセスに対してデバイ 
スが無応答。 

保守サービス会社に連絡してシステ 
ムイベント□グで示されたボードを 
を換ください。 

OBDA 

4th SMBus device Error 
detected. 

4th SMBus アクセスに対して エラー 
を検化した。 

OBDB 

4 也 SMBus timeout. 

4th SMBus アクセスに対してタイム 
アウトを検化した。 


OBDC 

己也 SMBus address not 
acknowledged. 

5th SMBus アクセスに対してデバイ 
スが無応答。 


OBDD 

己也 SMBus device Error 
detected. 

5th SMBus アクセスに対してエラー 
を検化した。 


OBDE 

5th SMBus timeout. 

5th SMBus アクセスに対してタイム 
アウトを検化した。 


0BE8 

IPMB address not 
acknowledged. 

IPMB アクセスに対してデバイスが無 
応答。 

保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

0BE9 

IPMB device Error 
detected. 

IPMB アクセスに対してエラーを検化 
した。 


OBEA 

IPMB timeout. 

IPMB アクセスに対してタイムアウト 
を検化した。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

8120 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#1. 

本装置でサポートしていない DIMM をお 
んした。 

保守サービス会社に連絡して該当 
するグループの DIMM(4 枚)を交換 
してください。 

8121 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#2. 



8122 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#3. 



8130 

Mismatch DIMM detected 
in DIMM group # し 

DIMM の種類が一致していない。 

DIMM に貼りがけられているラベル 
を見て、グループごとに同じ種類 
の DIMM が取りがけられていること 
を確認してください。異なってい 
る場合は、保守サービス会社に連 
絡して DIMM を交換してください。 

8131 

Mismatch DIMM detected 
in DIMM group #2. 


8132 

Mismatch DIMM detected 
in DIMM group #3. 


8140 

DIMM group # 1 with error 
is enabled. 

メッセージにあるグループでエラーを 
起こした DIMM をお化した。 

保守サービス会社に連絡して該当 
するグループの DIMM(4 枚)を交換 
してください。 

8141 

DIMM group #2 with error 
is enabled. 


8142 

DIMM group #3 with error 
is enabled. 



8150 

NVRAM Cleared By 
Jumper. 

ジャンノ 設定により NVRAM をクリアし 
た。 

電源 OFF 後、ジャンパの設定を元 
に戻してください。 

8151 

Password Cleared By 
Jumper 

ジャンパ設定によりパスワードをクリ 
アした。 


8160 

Mismatch Processor 

Speed detected on 
Processor 1. 

CPU #1の周波数が合っていない。 

CPU の周波数を確認して < ださ 
し、確認できない場合は保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

8161 

Mismatch Processor 

Speed detected on 
Processor 2. 

CPU #2の周波数が合っていない。 


8162 

Mismatch Processor 

Speed detected on 
Processor 3. 

CPU #3の周波数が合っていない。 


8163 

Mismatch Processor 

Speed detected on 
Processor 4. 

CPU #4の周波数が合っていない。 


8170 

Processor 1 not operating 
at intended frequency 

CPU #1が期待する周波数で動作しな 
い。 

CPU の周波数を確認して < ださ 
し、確認できない場合は保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

8171 

Processor 2 not operating 
at intended frequency 

CPU #2が期待する周波数で動作しな 
い。 

8172 

Processor 3 not operating 
at intended frequency 

CPU #3が期待する周波数で動作しな 
い。 


8173 

Processor 4 not operating 
at intended frequency 

CPU #4が期待する周波数で動作しな 
い。 


817F 

All Processor not 
operating at intended 
frequency 

すべての CPU が期待する周波数で動作 
しない。 
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参ファンのエラーメッセージに対応するファンの取り付け位置 


CPU のエラーメッセージに対応する CPU の取り付け位置 



Processor (CPU) #2 Processor (CPU) #1 


メモリのエラーメッセージに対応するメモリの取り付け位置 

DIMM は4枚で1つのグループを構成します。 


DIMM group #3 
DIMM group #2 
DIMM group #1 


If^ 

じ 

□ ；5 

r;? 




可 


コ DIMM groL 
つ DIMM groL 
つ DIMM gro し 


JT- 


0} 


八—ドウ H ア編 


6 

n 



113 


































































































ビープ 音による エラー 通知 

POST 中にエラーを橫化しても、ディスプレイ装置の画面にエラーメ 、ソ セージを表示できな 
い場合があります。この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通おします。エ 
ラーはビープ音のいくつかの音の組み合わせでその内容を通知します。 

たとえば、ビープ音が1回、連続して3回、1回、1回の組み合わせで鳴った（ビープコード: 
1-3-1-1)ときは DRAM リフレッシュテストエラーが起きたことを示します。 

次にビープコードとその意□ホ、対処方法を示します。 


ビープコード 

意味 

巧処方法 

1-2-2-3 

ROM チェックサムエラー 

保守サービス会社に連絡して、 
ベースボードを交換してくださ 
い。 

1-3-1-1 

DRAM リフレッシュテストエラー 

DIMM ボードの取りがけ状態を確 
認してください。それでも、直 
らない場合は保守サービス会社 
に連絡して、 DIMM ボードまたは 
ベースボードを交換してくださ 
い。 

1-3-1-3 

キーボードコント□ーラエラー 

キーボードを接続し直して<だ 
さい。それでも、直らない場合 
は保守サービス会社に連絡し 
て、ベースボードを交換してく 
ださい。 

1-3-3-1 

メモリを検出できない。あるい 
は、 DIMM ボードのタイプが異なる 

DIMM ボードの取り付け状態を確 
認してください。それでも、直 
らない場合は保守サービス会社 
に連絡して、 DIMM ボードまたは 
ベースボードを交換してくださ 
い。 

1-3-4-3 

すべてのメモリグループのエラー 

DIMM ボードの取り付け状態を確 
認してください。それでも、直 
らない場合は保守サービス会社 
に連絡して、 DIMM ボードまたは 
ベースボードを交換してくださ 
い。 

2-2-3- 1 

不正割り込みテストエラー 

保守サービス会社に連絡してベ 
ースボードを交換して<ださ 
い。 

1-2 

Video B の S の初期化エラー 

ディスプレイ装置になにも表示 
されない場合は、ディスプレイ 
のコネクタの取り付け状態を確 
認してください。それでも、直 
らない場合は保守サービス会社 
に連絡して、ベースボードを巧 
換してください。 

増設した PCI ボードのオプション 
ROM の展開が表示されない場合 
は、 PCI ボードの取り付け状態を 
確認して<ださい。それでも直 
らない場合は保守サービス会社 
に連絡して、ベースボード、増 
設した PCI ボードを交換してくだ 
さい。 

1-2 

ォプション ROM 初期化エラー 















電源の OFF 


次の順唐で電源を OFF にします。 Express サーバの電源〕ードを UPS じ接続している場合 
は、 UPS に添付のマニュアルを参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションのマニュ 
アルを参照してください。 

1 . 0 S のシャットダウンをする。 

2. Express サーバ前面にある POWER スイ、ソチを押す。 

POWER / SLEEP ランプが消のします。 

3. 周辺装置の電源を OFR こする。 


省電カモ_ドの起動 


Express サーパは ACPI モードに対応しています。 SLEEP スイ、ソチで Express サーバの電力を 
ほとんど使用しない状態（スタンバイ状態）にすることができます。 

SLEEP スイッチは 、 Windows 2000を使用してぃるときに機能します (Windows NT 4.0 で 
はサポートしていません）。 


前面にある SLEEP スイ、ソチを押すとスタンバイ状態になります ( POWER / SLEEP ランプが点 
滅します）。スタンバイ状態になってもメモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されて 
います。 SLEEP スイ、ソチを押すとスタンバイ状態は解除されます。 



■: 省電カモードへの移行または省電カモードからの復帰方法については 、 Windows 2000の設 

走:によって異なります。また、省電カモード中の動作レベルは 、 Windows 2000の設をに化 
- 存します 。 （Windows NT 4.0 では未サポートです。） 

I n-O 省電カ モー ドへの移行または省電カ モー ド中にシステム構成を変更しないでください。省電 
カモードか 5 復帰する際に元の状態に復帰できない場台びありまず。 
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フロッピーディスクドライブ 


Express サーバ前面にフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み化し（リード）-保存（ライ 
卜）を行うことのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブが搭載されています。 
Express サーパでは 3.5 インチの 2 HD フ □、ソ ピーディスク （ 1 .44 M バイト）と 2 DD フ □、ソ ピー 
ディスク （720 K バイト）を使用することができます。 

フ□ッピーディスクのセツト/取り出し 


フ □、ソ ピーディスクをフ □、ソ ピーディスクドライブにセットする前に Express サーバの電源 
が ON (POWER ランプ点な）になっていることを磕認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに完全に押し込むと r カチ、ソ」と音がし 
て、フ□、ソピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び化します。 

•1.2 M バイトフォーマットのディスクは使用できません。 

• フォーマットされていないフ□、ソピーディスクをセットすると、ディスクの内容を読め 
ないことを知6せるメッセージやフォーマットを要求するメッセージが表示されます。 
0 S に添付のマニュアルを参照してフ□、ソピーディスクをフォーマットしてください。 

• フ□、ソピーディスクをセットした後(こ Express サーバの電源を ON にしたり、再起動し 
たりするとフ□、ソピーディスクか6起動します。フ□、ソピーディスク内にシステムがな 
いと起動できません。 

イジェクトボタンを押すとセットしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
ら取り化せます。 

フ□、ソピーディスクアクセスランプが消のしていることを確認してか6フ□、ソピーディスク 
[^5^ を取り化してください。アクセスランプが点灯中に取り化すとデータが破壊されるおそれが 
あります。 
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フ□ッピーディスクの取り扱い 

フ□、ソピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケー 

卜じできていますので、次の点にを意して取り扱ってください。 

♦ フ□、ソピーディスクドライブにはていねいじ奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼り付けてください。 

♦ 銷筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクじ書き込んだりしないでください。 

♦ シャッタを開けないでください。 

♦ ゴミやほこりのをいところでは使用しないで<ださい。 

♦ フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

♦ 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

♦ たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

♦ 水などの液体のお<や薬品のおくには置かないで<ださい。 

♦ 磁石など磁気を帯びたちのをおづけないでください。 

♦ クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 

♦ 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。 

♦ フ□、ソピーディスクは、保存している内容を誤って消 
すことのないようじライトプ□テクト（書き込み禁止） 

ができるようになっています。ライトプ□テクトされ 
ているフ□、ソピーディスクは、読み化しはできます 
が、ディスクのフォーマットやデータの書き a みがで 
きません。重要なデータの入っているフ □、ソ ピーディ 
スクは、書き込み時じ(外はライトプ□テクトをしてお 
くようお勧めします。 3.5 インチフ□、ソピーディスクの 
ライトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプ□テク 
トスイ、ソチで行います。 

♦ フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勤めします。 （ Express サーバに 
添付されているフ□、ソピーディスクは必ずバックアップをとってください。） 
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CD - ROM ドライブ 


Express サーバ前面に CD - ROM ドライブがあります。 CD - ROM ドライブは CD - ROM (読み止) 
し専用のコンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 CD - ROM はフ □、ソ ピーディ 
スクと比較して、大量のデータを高速に読み化すことができます。 



A ミ主意 


0 A 

装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ似降の説明をご覧ください。 

• CD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


CD - ROM のセツト/取り出し 

CD - ROM は次の手順でセツトします。 


1. CD-ROM を CD-ROM ドライブにセツトする前に Express サーバの電源が ON(POWER/SLEEP ラ 
ンプが緑色に点の）(こなっていることを確認する。 


2. CD-ROM ドライブ前面の CD トレーイ 
ジェクトボタンを押す。 

トレーが少し化てきます。 

3. トレーを軽く持って手前に引き化し、卜 
レーが止まるまで引き化す。 


4. CD-ROM の信号面をトレーに向けて持 
〇。 

己.ち図のように片方の手でトレーを持ちな 
巧ら 、もう一方の手でトレーの中んじあ 
る□一夕一部分に CD-ROM の穴がはまる 
ように指で押して、トレーにセットす 
る。 

巨.トレーの前面を軽く押して元(こ戻す。 



CD - ROM のセット後、 CD - ROM ドラ 
イブの駆動音び大きく聞こえるときは 
CD - ROM をセツトし直してください。 
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liiiiiii 


CD - ROM の取り化しは、 CD - ROM をセットするときと同じ 
ように CD トレーイジェクトボタンを押してトレーを引き化 
します。 

アクセスランプがオレンジ色に点なしているときは CD - 
ROM にアクセスしていることを示します。 CD トレーイ 
ジェクトボタンを押す前にアクセスランプがオレンジ色に 
点灯していないことを磕認してください。 

ち図のように、片方の手でトレーを持ち、ちう一方の手で 
ト レーの 中ムじある□ーター部分を押さえながら CD-ROM 
の端を軽くつまみ上げるようじしてトレーから取り化しま 
す。 CD - ROM を取り化したらトレーを元に戻してくださし、 



取り出せなくなったときの方法 


CD トレーイジェクトボタンを押しても CD - ROM が Express サーバから取り化せない場合 
は、次の手順に従って CD - ROM を取り化します。 

1. POWER スイ、ソチを押して Express サーバの電源を OFF ( POWER / SLEEP ランプ消灯）にする。 

2 . 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm の金属製のピン汰めのゼムクリップを引き伸ばして代用できる）を 
CD - ROM 前面下側にあるエマージェンシーホール(こ差し} A んで、トレーが化てくるまでゆっくり 
と押す。 


エマージェンシーホール 


1醋〇。巧。。〇向 




• つま楊枝やプラスチックなど巧れやすいものを使用しないでください。 

• 上言己の手順を行っても CD-ROM び取り出せない場合は、保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

3. トレーを持って引き化す。 

4. CD - ROM を取り化す。 

己.トレーを押して元(こ戻す。 


〇 

〇 


〇 〇 
〇 〇 
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CD - ROM の取り扱いについて 

Express サーバにセットする CD - ROM は次の点じを意して取り扱ってください。 

• CD - ROM を落とさないでください。 

• CD - ROM の上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• CD - ROM にラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面(文字などが印刷されていない面）に手を触れないで < ださい。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーじていねいじ置いてください。 

• キズをつけたり、銷筆やボールペンで文字などを直接 CD - ROM じ書き么まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のお<など温度の高<なる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

参清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管して<ださい。 



オプションの取 0 付け 


オプションデバイスの取りがけ方法およびを意事項じついて記載しています。 

n-O • ここで示ず取り付け/取りがしはユーザー個人でも行えまずび、この場合の装置および 
厚^ 部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねまずのでご了承く 

ださい。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取 
り付け/取りがしを行わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは NEC び指定する部品を使用してください。指定似がの部 
品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障-破損についての修理は有料となり 
ます。 

• 八ードウエア構成を変更した場合も、^^、ずシステムをアップデートしてください 
(Windows 2000は33ぺージ、 Windows NT 4.0は己1ぺージを参照）。 

• Windows 2000 /Windows NT 4.0をお使いになる場台は、オプションの取り付 
け-取りがし後に [ ESMPR 0 ServerA 呂 ent ] の [ESRAS ユーティリティ]を起動して 
構成情報を[最新の情報に更新]してください。 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け-取り外しをするために次のを意事項を必ず守ってくだ 
さい。 





(SQ 

A \ 

A 运 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死こずる、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• CD-ROM ドライブの内部をのぞかない 

• リチウム電池やニッカド電池、ニッケル水素電池を取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A ま意 


CQ 

AA 

装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 iii ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 

A 
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静電気が策について 


Express サーバ内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け-取り外 
しの際は静電気による製品の故障に十分を意してください。 

•リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
じ本体の塗装されていない金属 フレームに 触れて身体に蓄積された静電気を放電しま 
す。 

また、作業中はを期的に金属フレームじ触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

-静電気防止処理が施された床またはコンクリートの上で作業を行います。 

-カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行って<ださい。 

• 作業台の使用 

静電気防止マ、ソトの上に本装置を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

-ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

-取り付け前に貴金属脂輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

-取りがける部品は本装置に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
-を部品の端子や実装部品に触れないよう取り扱って<ださい。 

-部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 


取り付け/取りかしの準備 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。 

1. 0 S のシャットダウン処理を巧う。 

2. POWER スイッチを押して Express サーバの電源を OFF ( POWER/SLEEP ランプ消の）にする。 

3. Express サーバの電源〕ードを〕ンセントか6抜く。 

Express サーバ前面にある AC スタンバイランプが消のします。 

4. Express サーバ背面に接続しているケーブルをすべて取りかす。 

己 . Express サーバの前後左ちおよび上部に1〜 2 m のスぺースを確保する。 

ー オプションの取り付け/取りかしは必ず電源コードをコンセントか6抜いてか6行ってくだ 
さい。電源コードを接続したまま内部のケーブルを外すと、電源 ON 時に STATUS ランプが 
アンバー色に点灯します。一度電源コードを抜き差しして再起動させてください。 
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巧り付け/取りかしの手順 


次の手順に従つて部品の取り付け/取り外しをします。 


3-5 インチ八ードディスク 

Express サーバの前面にある 3.5 インチディスクベイには、5つのス□、ソトが用意されていま 
す。八ードディスクは取り付けられていません（ビルド•トゥ•オーダーを除く）。別途購入 
してください。 

— "〇 • NEC で指定していないハードディスクを使用しないでください。ヴードパーティのハー 
ドディスクなどを取り付けると、 J \- ドディスクだけでなく Express ヴーバ本体び故 
障するおそれびあります。次に示ずモデルをお買いホめください。 

-N8150-144(18.166、10,000 rpm、Ultra! 60) 

- N8150-145(36.3GB、 10,000 rpm、Ultra 160) 

- N8150-146(73.2GB. 10,000 rpm、Ultra 160) 

-N81曰 0-1 47( 18.1GB、1 曰，000 rpm、Ultra! 60) 

-N81已 0-148(36.3GB、1 已，000 rpm、Ultra 160) 

• ディスクアレイコント□—ラびサボートする RAID レベルは、取り付けたボードによつ 
て異なります。詳しくはディスクアレイコント□—ラに添付の説明書を参照してくださ 
し、（ビルド•トゥ•オーダーで購入した場合は、本装置に添付されています)。 

5つのス□、ソトには約 25.4 mm (1 インチ)厚の八ードディスクを取り付けることができます。 
SCSI ID はちから IDO 〜 ID 4 に固走:で設定されています。 



ID2 


化荷時の構成では、 3.5 インチディスクベイのケーブルがベースボード上の Ultra 160 SCSI 
コネクタ （ A ) に接続されています。 

ディスクアレイを構成する場合は、ベースボード上の Ult 「 a 160 SCSI コネクタ （ A ) に接続さ 
れているケーブルをディスクアレイコント□ーラに接続します。増設する八ードディスクは 
同一の NEC 型番のものを使用してください。 
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3.5 インチディスクベイの空きス□、ソトにはダミートレー（八ードディスクの取り付けられて 
いないトレー）またはダミースポンジが取り付けられています。これは装置内部のを却効果 
を高めるためのものです。八ードディスクを搭載していないス□、ソトにはダミートレーまた 
はダミースポンジを取りがけてください。 



ダミートレーまたはダミースポンジは、本装置の専用品を使用してください。 


取り付け 


次に示す手順で八ードディスクを取り付けます。その他のス□、ソトへの取り付けも同様の手 
順で行えます。 

I pi ； ハードディスクは、フロントべゼルを取り外すだけで取り付け/取り外しを行うことができ 

L ヒン。ます。またディスクアレイ構成では Express サーバの電源が ON のままでも行えます。 

I M-O ディスクアレイを構成している場台は、同じパックを構成する八ードディスクは同一の 
NEC 型番のものを使用してください。 

1. 122ぺージを参照して準備をする（ディスクアレイ構成時を除く）。 

2 . セキュリティキーでフ□ントべゼルの□ックを解除して、フ□ントべゼルを取りかす。 

3. 八ードディスクを取り付けるス□、ソトを確認する。 

ス□、ソトは5つあります。また 、 SCSI ID はス□、ソトの位置でままっています（ちか6順に SCSI 
IDO 〜 ID 4)。 

4. ダミートレーを取りかす。 

トレーの□ックを解除し、レバーを手前に引いて、ゆっくりとていねいに装置か6取り出してく 
ださい。 

I w-Ol^ 

Iダミートレーは大切に保管しておいてください。 
































































































































5. 八ードディスクの□ックを解除する。 



目.増設する八ードディスク（トレーがき）と八ンドルをしっかりと持ってス□、ソトへ挿入する。 


• ハンドルのフックびフレームに当たるまで}甲し込んでください。 

• 八ードディスクは落としたり、振動を与えたりしないようにしっかりとていねいに持ってく 
ださい。 


7. 八ンドルをゆっくりと持ち上げる。 
「カチ、ソ」と音がして□ックされます。 


lEi 


八ンドルとトレーに指を挟まないようにを意してください。 


I チェック I 

八ンドルのフックがフレームに引っ掛かっていることを確認してください。 
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8 . 手順 2 で取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 



• Global Array Mana 呂 er(GAM) の運用中に八ードディスクを追加する場合、 A- ドディ 
スクを取り付け後、90秒ほど時間を空けてか5に can Device」 キーをクリックしてくだ 
さい。なお、 Expand Array を実行後、 TScan Device」 キーをクリックずると追加した 
ディスクび正しく表5"、されまず。 

• RAID1 で動作している Express サーバに Expand Array 機能を使って、 A— ドディスク 
を追加すると、自動的に RAID0+1 に切り替わります(ただし、ューティリティなどを使っ 
て直接 RAID0+1 に設定することはできません）。 


取り外し 

八ードディスクは r 取り付け」の手順1〜4と同じ手順で取り外せます。八ードディスクを取り 
外したまま Express サーバを使用する場合は、空いているス□、ソトにダミートレーを取り付 
けてください。 

一 八ードディスクが故障したためにディスクを取り外す場合は、八ードディスクの DISK ラン 
プがアンバー色に点のしているス□、ソトをあ6かじめ確認してください。 


D に K ランプ 



ディスクアレイ構成の場合、故障した八ードディスクの交換後、交換した新しいディスクに 
交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす W 前の状態に戻すことのできるオー 
トリビルド機能を使用することができます。 

オートリビルド機能は、 RAID 1、 または RAID 5、 RAID 0+1 に設定されているディスクアレ 
イで有効です。 








































































































オートリビルドは、故障した八ードディスクをホ、ソトスワップ(電源 ON の状態でのディスク 
の交換)するだけで自動的に行われます。オートリビルドを行っている間、八ードディスク 
にある D に K ランプが緑色とアンバー色に交互に点灯してオートリビルドを行っていること 
を W します。 

M-O • 才ートリビルドに失敗すると、八ードディスクにある D 旧 K ランプがアンパ’一色に点な 
居^ しまず。もう一度ディスクの取りがし/取り付けを行ってオートリビルドを実行してく 

ださい。 

• ディスクアレイ監視ユーティリティをインスIルしている場合は次のような表示や動 
作をずることびありまずび、オートリビルド終了後、オートリビルドを行った八ード 
ディスクの D 旧 K ランプびアンパー色に点なしていなければ、才ートリビルドは正常に 
行われています。 

-才ートリビルド中に 「Rebuild was canceled」 と画面に表示される。 

-オートリビルドをいったん終了して再開しているような動作をする。 

オートリビルドを行うときは、次のを意を守ってください。 

• 八ードディスクが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を OFF にし 
ないでください。 

♦ 八ードディスクの取り外し/取り付けは、90秒じ(上の闇隔をあけて行ってください。 

♦ 他にリビルド中の八ードディスクがある場合は、ディスクの交換を行わないでください 
(リビルド中は八ードディスクにある D に K ランプが緑色とアンバー色に交互に点灯して 
います）。 
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電源ユニット 


電源ユニットを増設して、3台の電源ユニットで動作させていると、万一電源ユニット （1 台) 
が故障してもシステムを停止することなく運用することができます（冗長機能)。 


取り付け 

次の手順に従って電源ユニットを取りがけます。 

1. 122ページを参照して準備をする。 

2. ネジ1本をかしてブランクカバーを取りかす。 

In-Ol^ 

I 取りがしたカバーは大切に保管しておいてください。 



カツコ内はシャーシに 
表示されている文字 


3. 電源ユニットを差し 3 A む。 




電源ユニットはまつずぐに差し込んでください。差し込んでいる途中でななめにしたり、上下 
ちちに力を加えたりずると、電源ユニットと内部の接続コネクタを破損するおそれがあります。 


奥まで確実に差し 3 A まれていることを確認してください。 

4. ネジで固定する。 
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ネジ 












































































己電源コードに本）を接続する。 


標準で添がされていたものと増設した電源ユニット(こ添がされていたコードを使います。コード 
を接続すると AC スタンバイランプのうちの SB 1ランプと S 目2ランプが点のします。 


AC インレツト2にはダストカバーび取り付け5れています。取りがしたダストカバーは大 
切に保管しておいてください。 

取り付けた電源コードは必ず□ックスプリングで固定してください。 


電源ユニットを増設したときに 
接統する AC インレット 


/(5\ 


@ d) 



目. Express サーバの電源を ON (こする。 

を電源ユニットの POWER ランプが点のします。3台の電源ユニットを搭載している場合(冗長機 
能を持たせている場合）は、 AC スタンバイランプの AC _ R ランプが点灯し、システムが冗長電源 
機能を持っていることを示します。 


STATUS ランプ や POST で電源 ユニット に関する エラー 表示がないことを確認する。 

エラー表示の詳細については106ページを参照して < ださい。 

また、電源ユニットの POWER ランプが消なしている場合は、もう一度電源ユニットを取り付け 
直してください。それでも同じ表示が化たときは保守サービス会社(こ連絡してください。 
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故障した電源ユニットの交換 

交換は電源ユニットが故障したときのみ行います。 



正常に動作している電源ユニットを取りがさないでください。 


■ I ： Express サーバ（またはディスク増設ユニット）に3台の電源ユニットが取り付けられてい 

て、その内の2台が正常に動作（電源ユニットの POWER ランプ点灯）している場合は、シス 

- テム稼働中（電源 ON の状態）でも故障した電源ユニットを交換できます（次の手順2をとばし 

てくださし、）。 


1. 前面にある電源ユニットの POWER ランプの表示で故障している電源ユニットを確認する。 
POWER ランプが消のしている電源ユニットが故障しています。 

2. システムを終了し、 POWER スイ、ソチを押して電源を OFR こする。 

3. 電源ユニットを固定しているネジをゆるめる。 

4. 電源ユニットの□ックタブを押さえなが6、八ンドルを持ってゆっくりと手前に引く。 

w-Ol^ 

電源ユニットはまっすぐに引き出してください。引き出す途中でななめにしたり、上下ちちに 
力を加えたりずると、電源ユニットと内部の接続コネクタを破損するおそれびありまず。 

日.電源ユニットを取り外す。 



目.電源ユニットを交換せず2台の電源ユニットで運用する場合は、「取り付け」の手順2で取り外した 
ブランクカバーを取り付ける。 

w-OiE 


装置内部の冷却効果を保持ずるためにも電源ユニツトを取り付けていないス□ツトにはブラン 
クカバーを取り付けてください。また、感電などを防止ずるために電源コードを接続しない AC 
インレツトにダストカバーを取り付けてください。 



















7. 「取り付け」の手順 3 〜 7 の手順を参照して電源ユニットを取り付け、取り付け後の確認をする。 

• L 回 

3台の電源ユニットで動作していた Express サーバ本体の電源ユニットを電源 ON のまま交換した 
ときは、電源ユニットの POWER ランプが点灯します（運用を停止している間に交換したときは 
電源コードを接続し、電源を ON にすると点灯します）。 
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Express ヴーバ〜ラックか5の弓 I き出し〜 

八ードディスクと電源ユニットを除く部品の取りがけ/取り外しの作業は Express サーバを 
ラックから引き化した状態で行います。 



A ま意 


A 0 

A 瓜 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、乂傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 

• ラックび不ま定なが態でデバイスをラックか5引を出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 



1 . 122ページを参照して準備をする。 

2 . セキュリティ□ックを解除してフ□ントべゼルを取りかす。 


フレーム 


タブ 




































3. 前面のネジ 4 本をゆるめる。 


ネジ 


ス 




ネジ 


4. 前面左ちにあるフレームを持ってゆっくりと静かにラックか6引き化す。 

「カチ、ソ」と音がしてラ、ソチされます。 

ラックへ戻す場合は、本体側面のレールにあるリリースレバーを押して、 ラ、 ソチされた状態 
を解除してください。このときに指を挟んだりしないよう十分にを意してください。 

I n-O レリーズレバーはドライバなどを使って}甲してください。指で}甲すと指を挟んでけびをする 
mm おそれびありまず。 



リリースレバー 
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フ□ントアクセスカバー 


5.25 インチデバイスの取り付け/取り外しをする場合は、本体背面側にあるフ□ントアクセ 
スカバーを取り外します。 


取り外し 

1. 122ページを参照して準備をする。 

2. Express サーバをラ 、ソク か6引き出す （ 132ページ参照)。 

3. ネジ3本を取り外す。 

4. 装置前面へスライドさせる。 

日.フ□ントアクセスカバーを持ち上げて本体か6取りかす。 



取り付け 


フ□ントアクセスカバーを取り付ける前に、装置内部に工具やネジなどを置き忘れていない 
ことや、装置内部の部品が磕実に固をされていること、取り付け忘れの部品がないことなど 
をる在認してください。 

1. フ□ントアクセスカバーのタブが本体フレームにあるス □、ソ ト(こ合うように位置を合わせて置 
く。 

2 . 軽く本体(こ押しつけなが6、フ□ントアクセスカバーを装置背面(こスライドさせて取り付ける。 

3. ネジ3本でフ□ントアクセスカバーを固定する。 




























5.25 インチデバイスベイ 


搭載デバイスについて 

5.25 インチデバイスには、シングル八イトのデバイスを搭載することができます。また、 
SCSI 対応のデバイスと IDE 対応のデバイスのどちらか一方を取りがけることができます。 

♦ SCSI 対応デバイス 

ベースボード上の Ultra 160旧）コネクタに接続されているケーブルじデバイスを接続し 
て使用する場合は 、 SCSI ID を0から6の間で設定してください。 SCSI デバイスの終端設 
定:は r 無効」に設をして < ださい。 

• IDE 対応デバイス 

標準の CD - ROM ドライブに接続されているケーブルにあるホ使用のコネクタを接続しま 
す。デバイスの設をは、「スレーブ」に設をしてください。設をはデバイスのジャンパピ 
ンを使用します。詳しくはデバイスに添付の説明書を参照してください。 


取り付け 

ここでは、 DE デバイス、または SCSI デバイスを取り付ける手順を併せて説明します。 

1 . 122ページを参照して準備をする。 

2. Express サーバをラ 、ソク か6引き出す （ 132ページ参照)。 

3. フ□ントアクセスカバーを取り外す （ 134ページ参照）。 
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5.25インチデバイス 

Express サーバには、 CD - ROM ドライブや磁気テープドライブなどのバックアップデバイス 
を取り付けるス□、ソトを1つ用意しています。 
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4 . ダミーカバーを手前に静か(こ引き化す。 


己.ネジを2本をかし、ダミーカバーか6 
ラッチングレールに 個）を取り外す。 


巨. 取り外した ラ、ソ チングレールに個）を 
Expres s サーバ(こ添付のネジ （P L - 
CPI MSx 3 x 6 x 1 5 BF ) でデバイスに取り付 
ける。 



ネジは Express サーノ U こ添付のネジを 
使用し、デバイスに添付のネジは使用 
しないでください。 Express サーバに 
添付のネジより長いネジや程の異なる 
ネジを使用するとデバイスを破損ずる 
おそれびあります。 

I チェック I 

ラッチングレールの下側のネジ穴で固 
定してください。 



ネジ 
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7. デバイスを正面か 6 見て左側を下にして、デバイスベイにデバイスを静かに押し込む。 

押し} A んでいく途中で r カチ、ソ」と音がして□ックされます。 

8 . デバイスにインタフェースケーブルを接続する。 

< DE デバイスの場合> 

CD - ROM ドライブに接続しているケーブルの先にコネクタがあります。このコネクタをデバイス 
に接続します。 

< SCSI デバイスを場合> 

ベースボードの Ultra 160旧）コネクタに接続されているケーブルのコネクタをデバイス(こ接続し 
ます。 



• 内蔵の SCSI ケーブルのコネクタにはあ5かじめ Wide - Narrow 変換コネクタ (50 ピン)びつ 
いていまず。目8ピンのコネクタを持つデバイスを取り付けたときは、 Wide - Narrow 変換 
コネクタを取りがしてデバイスの SCSI コネクタに接続してください。取りがした Wide - 
Narrow 変換コネクタは大切に保管しておいてください。 

• コネクタのピンび巧びったり、確実に接続していなかったりすると、誤動作の原因となりま 
す。己.2曰インチデバイスと各ケーブルコネクタを見なが5確実に接続してください。 

ケーブルをはさんでいないことを確認してください。 

9. デバイスに電源ケーブルを接続する。 

装置内部じあるケーブルを接続してください。 



電源ケーブルにはコネクタカバーび取り付け5れています。デバイスに接続した後、カバーは 
大切に保管しておいてください。 
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10. 取り外した部品を取り付ける。 

11. 218ページの 「 SCSI 目 I 0 S 」 を参照してセツトアップをする。 


取り外し 

取り外しは、「取りがけ」の逆を行ってください。 

I n-O コネクタか5ケーブルをがすときはプルタブ(またはコネクタ部分)を持って引き抜いてく 
ださい。ケーブル部分を持って引き抜くとピンび曲びったり、内部のケーブルび断線したり 
して誤動作の原因となります。 




リアアクセスカバー 


PCI ボードや DIMM 、 CPU の取りがけ/取り外しをする場合は、本体背面側にあるリアアクセ 
スカバーを 取り外します。 



A ミ主意 


爪爪 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、乂傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 電源を ON にしたままリアアクセスカバーを取りがさない 



取り外し 

1 . 122ページを参照して準備をする。 

2. Express サーバをラ 、ソク か6引き出す （ 132ページ参照)。 

3. 背面のネジ2本をゆるめる。 

4. 装置背面へスライドさせる。 

己.リアアクセスカノ \'一を持ち上げて本体か6取りかす。 



取り付け 

リアアクセスカバーを取り付ける前に、装置内部に工具やネジなどを置き忘れていないこと 
や、装置内部の部品が磕実に固定されていること、取り付け忘れの部品がないことなどを痛 
認してください。 

1. リアアクセスカバーのタブが本体フレームじあるス □、ソ ト(こ合うよう(こ位置を合わせて置く。 

2 . 軽く本体に押しつけなが6、リアアクセスカバーを装置前面にスライドさせる。 
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3. 装置背面側じあるリアアクセスカバーのネジ2本でカバーを固定する。 
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CPU アクセスカバー 


PCI ボードや DIMM 、 CPU の取りがけ/取り外しをする場合は、本体内部にある CPU アクセス 
カバーを取り外します。ホ、ソトスワップ対応の PCI ス□、ソトへの取り付け/取り外しの際には 
取り外す必要はありません。 


取り外し 

1. 122ページを参照して準備をする。 

2. Express サーバをラ 、ソク か6引き出す （ 132ページ参照)。 

3. リアアクセスカバーを取り外す （ 139ページ参照）。 

4. CPU アクセスカバーを固定しているネジ2本をゆるめる。 

曰.ゆるめたネジ側を持って、本体か6ゆっくりとていねいに取り化す。 



取り付け 

次の手順で取りがけます。 

1. CPU アクセスカバーのネジが装置前面側(こ向<ようじして持つ。 

2. CPU アクセスカバーの装置背面側にあるタブを本体のス□、ソトに差し 3 A む。 

3. ゆっくりとていねい(こ装置(こ置き、ネジ2本で本体(こ固定する。 

























PCI ボード 


Express サーバには、 PCI ボードを取り付けることのできるス□、ソトを8ス□、ソト用意してい 
ます。 

PCI ボードの中には、 Express サーバの電源が ON のままで取りがけ/取り外しができる「ホ、ソ 
トプラグ」をサポートしているものがあります。 Express サーバ本体はホ、ソトプラグ機能をサ 
ポートしていますが、 Windows 2000を使用している場合のみ行えます (Windows NT 4.0 
ではサポートしていません）。ホットプラグは、 N 8 104-85 100 BASE-TX 接続ボードと 
N 8104 -103 1000 BASE-T 接続ボードのみです。 

M-O • PCI ボードは大変静電気に弱い電子部品でず。サーバの金属フレーム部分などに触れて 
身体の静電気を逃びしてか 5 PCI ボードを取り扱ってください。また、 PCI ボードの端 
子部分や部品を素手で触ったり、 PCI ボードを直接机の上に置いたりしないでくださ 
し、。静電気に関する説明は122ページで詳しく説明しています。 

• ディスクコント日一 5 rN 81 03-目4」と rN 8 103-已 3 A 」 を混在して取り付けることは 
でをません。 

^グ ホ、ソトプラグに対応したス□、ソトと対応していないス□、ソトはタブで色分けされています。 
[^5^ ホ、ソトプラグに対応する PCI ス□、ソト#5〜#8のタブは緑色です。ホ、ソトプラグに対応して 
いない PCI ス□、ソト#1〜#4のタブは青色です。 


ホ、ソトプラグ用ランプ （ PCI ス□、ソト#5〜 #8) 



対応） 
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PCI ボードには、 5 V PCI ボード、 3.3 V PCI ボード、ユニバーサル PCI ボードがあります。 
5 V PCI ボードは 5 V PCI ス□ットに、 3.3 V PCI ボードは、 3.3 V PCI ス□ットにのみ取り付 
けることができます。ユニバーサル PCI ボードはどの PCI ス□、ソトにち取りがけることがで 
きます。 



5 V PCI ボード 


J ~~ LJi _ r _ r ~ L_n _ n_r 

3.3 V PCI ボード ユニバーサル PCI ボード 


ディスクアレイコント□ーラに関する注意事項 

ディスクアレイコント□ーラを搭載し、ディスクアレイを構築する上でを意していただきた 

い点について説明します。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は、八ードディスクを初期 
化します。ディスクアレイとして使用する八ードディスクに大切なデータがある場合 
は、バックアップを別の八ードディスクにとってからボードの取りがけやディスクアレ 
イの構築を行ってください。 

•ディスクアレイを構築するには2台]: i 上の八ードディスクが必要です。 

• ディスクアレイとして使用する八ードディスクはパックごとにディスク回転速度と容量 
が同じ八ードディスクを使用してください。 

• ボードを取りがけられるス□、ソトについては次ページを参照してください。 

• ディスクアレイコント□-ラボードは Express サーバ内部に最大4枚まで取り付けること 
ができます。 

• ディスクアレイコント□ーラボードを取り付けた Express サーバはディスクアレイ構成 
のさまざまな RAID (Redundant Arrays of lnexpensive [ lndependent ] Disks ) レベルを 
設定することができます。設をできる RAID やデータ転送速度、アレイ構成についての詳 
細な説明は、ディスクアレイコント□ーラに添付の説明書を参照してください。 

•ディスクアレイを構成すると、ディスクの信頼性が向上するかわりにディスクアレイを 
構成する八ードディスクの総容量に比べ、実際に使用できる容量がルさくなります 
(RAID 1、5、0+1の場合)。 

• 目 I 0 S ユーティリティ！" SETUP 」 の 「 Advanced 」 メニューの 「PCI Configuration 」 で取りが 
けたス□、ソト番号のパラメータの 「Option ROM Scan 」 を 「 Enabled 」 に、他のス□、ソト 
は 「 Disabled 」 にしてください(本設をは化荷時に 「 Enabled 」 に設をされています）。ディ 
スクアレイコント□ーラを複数枚搭載した場合は、ブートさせたいボードのス□ットの 
みを 「 Enabled 」 にしてください。 

• ディスクアレイコント□ーラボードを交換する場合 

ディスクアレイの構成情報（コンフィグレーション情報）をディスクアレイコント□ーラ 
ボードにリストアしてください。リストアはコンフィグレーションユーティリティを使 
用します。詳しくは、ディスクアレイコント□ーラに添付の説明書を参照してくださ 
し、ただし、ディスクアレイコント□ーラを交換した場合は、それぞれのユーティリ 
ティを使って新規でコンフィグレーション情報を作成してください。 



















• 複数のディスクアレイコント□ーラボードを搭載する場合、ブートさせたいシステム 
ディスクが接続されるディスクアレイコント□ーラボードは PCI ス□、ソト番号でブート優 
先順位が一番高いス□ットに搭載してください ( PCI #1 から PCI #8 の順です)。例えば、4 
枚のディスクアレイコント□ーラボードを PCI ス□、ソト#3〜#6に搭載した場合、システ 
ムディスクは PCI ス□、ソト#3に搭載したボードに接続します。 


搭載可能ス□ット 


〇:搭載可能一:搭載不可 


型名 


PCI 

PCI-X 

備考 

#1 

#2 

#3 

#4 

# 己 

#6 

#7 

#8 

製品名 


32- bit / 

33 

MHz 

目 4- bit /100 MHz 

ス□ットサイズ 

Full-height 

PCI 電圧 

己 V 

3.3 V 

搭載可能な 
ボー ドサイズ 

□ング / シヨー ト 

ホットプラグ 

未巧応 

対応 

N 8103 -31A 

SCSI コント□ーラ 

〇 

〇 








N8 103-65 

SCSI コント□-ラ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8103 -56 

SCSI コント□ーラ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8103 -53A 

ディスクアレイコント□-ラ 

- 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大4枚搭載巧 

N 8103 -64 と 

N 8103 -53A の 
混在不可 

N 8103 -64 

ディスクアレイコント□-ラ (A) 

- 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

N 8190-100 

Fibre Channel〕 ント□—ラ 

- 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N8 103-200 

円 bre Channel コント□—ラ 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N8己 04-55 

高速◎線ボード 

〇 

〇 








N 能 04-56 

に DN 高速多回線ボード 

〇 

〇 








N8己 04-23 

V.24 高速多◎線ボード 

〇 

〇 








N8己 04-24 

X.21 高速多回線ボード 

〇 

〇 








N 8104 -84 

1000目 ASE-SX 接続ボード 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

64-bit PCI 対応 

N 8104-84、103の 
いずれか1枚搭載巧 
AFT 時は同じボードを 
84は最大2枚、103は 
ホ、ソトプラグに対応 
し、最大4枚搭載巧 

N 8104 -103 

1000目 ASE-T 接続ボード 

- 

— 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

N8 104-85 

100 BASE-TX 接続ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大5枚搭載巧 
ホ、ソトプラグ対応 
(Windows 2000が 
インストールされた 
装置で#日〜#8へ搭載 
する場合のみ） 

N 8104 -80 

100 BASE-TX 接続ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大5枚搭載巧 

N 8104 -42 

4回線音声- FAX 処理ボード 

〇 

〇 








N8 104-95 

4回線音声処理ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8104 -96 

12回線対応音声処理ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 
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ホットプラグに対応していない PCI ボード 

ホ、ソトプラグに対応していないボードの取りがけ-取り外し手順を示します。 


取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続するボードの取り付けを行います。 

M-O • PCI ボードス □ッ ト #3 〜 #8 には 3.3V PCI ボード、および ユニ パ’ーサル PCI ボードを 
取り付けることができまず。 

• PCI ボードス □ッ ト杜 1 〜 #2 には 5V PCI ボード、および ユニ パーサル PCI ボードを取 
り付けることびできます。 

^ • PCI ボードを取りがけるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードス□、ソトのコネク 
夕形状が合っていることを確認してください。 

• PCI ス□ットの間には r インシュレータ」が取り付け6れています。インシュレータは PCI 
ボードの取り付け/取り外しの際にボードや搭載済みのボードを保護するためのもので 
す。取りがけ/取りかしの後にインシュレータを正しく取り付け6れていること、およ 
び正しく固定されていることを確認してください。 

1. 122ページを参照して準備をする。 

w-Oi^ 

ホットプラグに対応していないボードはシステムの電源を OFF にして取り付けてください。電 

源び ON のまま取り付けると、本体および取り付けたボードび破損するおそれびあります。 

2. Express サーバをラ、ソクか6引き出す （ 132ページ参照)。 

3. リアアクセスカバーを取り外す （ 139ページ参照）。 

4. CPU アクセスカバーを取り外す （ 140ページ参照）。 

PCI ボードス□、ソト#5〜#8へ取り付ける場合は必要ありません。 

已. ボードを取り付けるス□、ソトを確認する。 

巨. 取り付けるス□、ソトと同じ位置じある増設ス□、ソトカバーの先端にあるタブを押して□ックを解 
除し、タブを開く。 



タブを開く際は、閉じた位置か590度 m 上開かないでください。無理に開くとタブを破損ずる 
おそれびあります。 

7. 増設ス□ットカバーを取りかす。 


w-oira 

I 取りがした増設ス□ットカバーは、大切に保管しておいてください。 

8. ダスト カバーを 取り外す。 





トカバーは、大切に保管しておいてください。 


9. ガイドレールの溝にボードを合わせてゆつ<リサーバ内へ差し込む。 

















10. ボードの接続部分がス□、ソトに確実に接続するようしっかりとボードを押し} A む。 



うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか5取り付け直してく 
ださい。ボードに過度の力を加えるとボードを破損するおそれびありまずのでま意してくださ 
い。 


I チェック I 

• □ングボードを取りがけた際は、ガイドレール上部の□ツクでボードを固定してください。 

• PCI ス□ツトの間には r インシュレータ」が取り付け6れています。インシュレータは PCI 
ボードの取り付け/取り外しの際にボードや搭載済みのボードを保護するためのものです。 
取り付け/取り外しの後にインシュレータを正しく取り付け6れていること、および正しく 
固定されていることを確認してください。 



11. タブをゆっくりと閉じてボードを固定する。 

I チェック I 

タブが確実に□ックされていないと PCI ス□、ソトじ電源が供給されず正常(こ動作しません。確実 
(こ□ックされていることを確認してください。 

12 . 取りかした部品を取り付ける。 

13. Express サーバの電源を ON にして POST の画面でボードに関するエラーメ、ソセージが表示されて 
いないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については106ページを参照してください。 

14. BIOS セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration 
Data 」 を 「 Yes 」 (こする。 

八ードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは197ページをご覧ください。 

取り外し 
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ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 
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ホットプラグに対応している PCI ボードの取り付け-取り外し 


本装置の PCI ス□、ソト#5〜#8では、システムの電源が ON のままでホ、ソトプラグに対応した 
PCI ボード*を交換したり、新しく追力□したりすることができます。 

• ホ、ソトプラグ(こ対応してし^るボードは N 8104 -8 己100目 ASE - TX 接続ボードと N 8104 -103 
1000 BASE - T ボードのみです。 

PCI ホットプラグじは、次の機能があります。 

• Hot Add: システムの電源が ON の状態でホ、ソトプラグ対応の PCI ボードの取り付 

けをする。 

• Hot Remove: システムの電源が ON の状態でホ、ソトプラグ対応の PCI ボードの取り外 

しをする。 

• Hot Replace: システムの電源が ON の状態でホ、ソトプラグ対応の PCI ボードの交換を 

する。 

ir-O • PCI ボードを取り外 r 際は、 f 2^' OS ( Windows 2000^、5 PCb 1 t ’ー ドを搭載してい 
るス□ットのドライバを停止させなければいけません。この操作をしないとシステムび 
動作しなくなることびあります。 

• Windows 2000の場合、 PCI ホットプラグを行った後に休止状態の機能は使用しない 
でください。休止が態か5再開させる場合に元の状態へ戻5なくなります。 

• PCI ホットプラグを行う場合は、あ5かじめ BIOS セットアップユーティリティで下 
の設定にしておく必要びあります。 

「 Advanced」-*TPCI Confi 呂 uration 」-* THot - plu 呂 PCI ControlJ-►[Reserving 
memory space for PHP 」- ►搭載ずるボードに割り当てるメモリスぺースの割合 

rAdvanced」-*TPCI Confi 呂 uration 」-* THot-plu 呂 PCI Control」-*TEmpty Bus 
Default Speed 」 一搭載ずるボードび動作するク□ックスピードで 

*1 システムのメモリ容量は、実際に搭載しているメモリ容量よりも少なくなりまず。 

*2 システムを再起動ずることにより BIOS び設定値を無視して自動的に最適な設定で 
動作するよう機能しまず。 

• PCI ホットプラグを行う場合は、必ず Administrator の権限を持つユーザーで□グイ 
ンして < ださい。 

• Hot Add する場合、 PCU □ット#已、#目または#7、#8単位であ5かじめ設定されて 
いるク□ックスピードによって Hot Add できるボードび異なりまず。次ぺージを参照 
して BIOS セットアップユーティリティを使って使用ずる PCI ボードに応じたク□ック 
スピードを設定してください。異なるク□ックで動作する PCI ボードを Hot Add ずる 
と、 PCI ス□ット Fault ランプび点なし、ホットプラグび正常に行えません。ただし、 
システムを再起動ずることにより BIOS び設定値を無視して自動的に最適な設定で動作 
するよう機能します。 


rAdvanced」-*TPCI Confi 呂 uration 」-* THot - plu 呂 PCI Control」-*TEmpty Bus 
Default Speed 」 





Hot Add できる PCI ボードの条件 

1) 同じバス内に PCI ボードが取り付け5れていない場合 


PCI ス □ット の 
BIOS 醜値 

条件 


PCI 

33 MHz 

どのク □ 、ソクスピードの PCI ボードでも HotAdd 可能(ただし、 PCI 66 MHz および 
PCI-X 66 MHz /100 MHz で動作可能なボードも PCI 33 MHz で動作する） 

ク□ック 
スピード 

PCI 

66 MHz 

PCI 66 MHz および PCI-X 66 MHz /100 MHz で動作巧能なボードのみ Hot Add 巧能 
(ただし、 PCI - X 66 MHz および100 MHz で動作可能なボードも PCI 66 MHz で動作 
する） 

PCI-X 

66 MHz 

PCI-X 66 MHz / 100 MHz しザれかの PCI ボードが Hot Add 可能(ただし、 PCI-X 

100 MHz で動作可能なボードも PCI-X 66 MHz で動作する） 


PCI-X 

100 MHz 

PCI - X 100 MHz で動作可能なボードのみ Hot Add 可能 


2) 同じバス内に PCI ボードび取り付け5れている場合 


同ーク□ックで動作する PCI ボードを Hot Add してください。 

• ステータス ランプの確認 

ホ、ソトプラグによるボードの取りがけ/取り外しをする場合は、装置背面にある2つのラ 
ンプを参照してください（ランプは装置内部からも磕認することができます）。 

— PCI ス□、ソト Power ランプ 

そのス□、ソトおよびス□、ソトじ取りがけられている PCI ボードに電力が供給されてし^ 
ることを示すランプです。 Express サーバの電源が ON の状態で、ボードを固定する 
タブが閉じている闇、緑色に点なします。 

- PCI ス□、ソト Fault ランプ 

PCI ボードや PCI ボードを取りがけたス□、ソトに異常が起きるとアンバー色に点灯し 
ます 。 Hot Remove や Hot Replace の際に Windows 2000からドライバを停止させ 
ると点滅します。 


PGI ス□、ソト PGI ス□ツト 
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• Hot Add 


Hot Add は次の手順で行います。 


1 . 電源が ON の状態のまま Express サーバをラックか6引き出す （1 32ページ参照)。 

2. リアアクセスカバーを取り外す （ 139ページ参照）。 

3. ボードを取りがけるス□、ソトを確認する。 

ボードを取り付けるス□、ソトの PCI ス□、ソト Power ランプが点のしていないことを確認してくだ 
さい。 

4. 取り付ける ス □、ソトと同じ位置にある増設 ス □、ソトカバーの先端にあるタブを押して□ックを解 
除し、タブを開く。 



タブを開く際は、閉じた位置か590度 m 上開かないでください。無理に開くとタブを破損ずる 
おそれびあります。 

己. 増設ス□ットカバーを取りかす。 

I VT-Ol^ 

I 取りがした増設ス□ットカバーは、大切に保管しておいてください。 

目. ダストカバーを取りかす。 

I w-Ol^ 

I 取りタルたダストカバーは、大切に保管しておいてください。 

7. PCI ボードをゆっくりサーバ内へ差し} A む。 

8 . ボードの接続部分がス□、ソトに確実に接続するようしっかりとボードを押し} A む。 



うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか5取り付け直してく 
ださい。ボードに過度の力を加えるとボードを破損するおそれびありますのでま意してくださ 
い。 


I チェック I 

• PCI ス□、ソトの間(こは r インシュレータ」が取りがけ6れています。インシュレータは PCI 
ボードの取りがけ/取りかしの際(こボードや搭載済みのボードを保護するためのものです。 
取りがけ/取りかしの後(こインシュレータを正しく取り付け6れていること、および正しく 
固定されていることを確認してください。 

• □ングボードを取りがけた際は、ガイドレール上部の□ツクでボードを固定してください。 
















9. PCI ボードを手でしっかりと支えなが 6 ボード(こケーブルを接続する。 

10. タブをゆっくりと閉じてボードを固定する。 

PCI ス□、ソト Power ランプが1度点滅した後、点のします。 

•L 画 

Windows 2000の場合、 OS によって自動的にボードが認識されドライバがインストールされま 
す。 

I チェック I 

PCI ボードや PCI ボードを取りがけたス□、ソトに異常があると PCU □、ソト Fault ランプがアン 
バー色(こ点のします （ 147ページ参照)。 

タブはゆっくりと正確に閉じてください。急激に閉じるとボードを認識できない場合がありま 
す。 

11. リアアクセスカバーを取り付け、 Express サーバをラックへ戻す。 

12. ]:> (下の手順で取りがけた PCI ボードが正常に認識され、動作していることを確認する。 

① [コント□-ルパネル]一憎理ツール]一[コンピュータの管理一[デバイスマネージャ]の順 
でデノ \イスマネージャを起動する。 

② 追加したボードに力ーソルを移動する。 
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③プ□パティの r 全般」を表示させて、デバイスの状態が正常に動作していることを確認する。 


区>わ l(R) PR0/1 邮 S Server Adapter のプ□バテイ 


をおI詳を田 i さちIドライバIリリースI 


里苗 


Ihtel(R) PR0/1 邮 S Server Adapter 


デバイスの桂親 ネットワ-ウアタプタ 

製适元： Intel 

巧所： 場所7 (PCI パス10.デバイス 8. mt 0) 



デバイスのほ用げぶ也)： 

[■このデバイスをほう馆她 こ] 

OK | キャンセル 


PCI ス□、ソトの位置によって 
表示が異なります。 
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• Hot Remove 


Hot Remove は次の手順で行います。 

. 次の手順で取りかしたいホ、ソトプラグ PCI ボードが使用しているデバイスドライバを停止する。 

I vrOlN 

I PCI ボードを取り外 r 際は、必ず OS(Windows 200 0) か 5 PCI ボードを搭載しているス□ッ 
I 卜のドライバを停止させなければいけません。この操作をしないとシステムび動作しなくなる 
I ことびありまず。 


① [コント□-ルパネル]の[八ードウエアの追加と削除]を開く。 
[八ードウエアの追加と削除]ウィザードが起動します。 

② [次へ]ボタンをクリックする。 


||トドウがの胤) D と削除ウイザ-ド 



ハードウェアの追力 D と削除ウィザードの開始 

このウィザー^-ド:^:[アの剧 D 、 則除、胁かし、も'がトラカレ 


③八ードウエアに関する作業の選択で、[デバイスの削除/取りかし]を選択し、[次へ]ボタン 
をクリ 、ソク する。 



④削除操作の選択で、[デバイスの取り外し]を選択し、[次へ]ボタンをクリックする。 


-ドウがのお加と刖陈ウィザ-ド 


刖除巧巧のさ的 

テパイスを一巧的または旧えめじ刖除できまん 


実巧する刖除の巧巧を进巧してじか\]を如ツルてください。 
广.デバイスの刖除山） 


をりホすまたは取り化すには 


このオブシヨシを涯巧しが 




_<戻る® ホへ (凶)> I _キ サン セル」 
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⑤取り外すデバイスの選択でデバイスを選択し、[次へ]ボタンをクリックする。 


巧0外すデバイスの适巧 

恥!かすデバイスを還んでください。 


圆 


が 巧りかすデバイスを 

ンピュータからデバィ 

广ソ王尸 T/n A\n/ 

I 户ゴ i 町邮 M が•脚閒!ぉ剛 I ■巧!! — 

Intel(R) PRO/100 S Server Adapter -巧所7 
广聞巧デバイスをま示するを） 


ブ□バティが」 


<戻る似」汝へ(が〉]_キサン t ル」 


⑥デバイスの確認で取り外すデバイスが使用しているドライバであることを確認して[次へ]ボ 
タンを クリ、ソク する。 

[八ードウエアの追加と削除]ウィザードが完了します。 


^卜阳 j アの追加と刖陈ウィザ-ド 


デバイスの確置 

このデバイスを巧りかしますか？ 


ホのテ VW スが亭止しまんじか0をクリックしてデ"イスがき止してください。 



⑦[完了]ボタンをクリックする。 
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2. 電源が ON の状態のまま Express サーバをラ、ソクか6引き化す （ 132ページ参照)。 

3. リアアクセスカバーを取り外し、取り外す PCI ボードのス□ツトを確認する。 

I チェック I 

取り外す PCI ス□、ソトの PCI ス□、ソト Power ランプが消のし、 PCI ス□、ソト Fault ランプが点滅し 
ていることを確認してください。 

4. ボードに接続しているケーブルをすべて取りかす。 

日.タブを押して□ックを解除し、ゆっくりとタブを開いて PCI ボードを取りかす。 



タブを開く際は、閉じた位置か590度 m 上開かないでください。無理に開くとタブを破損する 
おそれびあります。 



巨. 増設ス□ットカバーを取り外したス□ット(こ取り付け、タブを静か(こ閉じる。 

I w-Oi^ 

I PCI ボードを取りタルたス□ットには、 Express サーバの電磁放射特性および冷却性の維持の 
I ために^；、ず増設スロットカバーを取り付けてください。 

I チェック I 

PCI ス□、ソト Power ランプが1度だけ点滅し、 PCI ス□、ソト Fault ランプが消のしていることを確 
認してください。 

7. リアアクセスカバーを取り付け、 Express サーバをラックに戻す。 
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• Hot Replace 


Hot Replace は次の手順で行います。 

1. 次の手順で交換したいホ、ソトプラグ PCI ボードが使用しているデバイスドライバを停止する。 

wO^m 

PCI ボードを取り外 r 際は、必ず OS(Windows 200 0) か 5 PCI ボードを搭載しているス□ッ 
卜のドライバを停止させなければいけません。この操作をしないとシステムび動作しなくなる 
ことびあります。 


① [コント□-ルパネル]の[八ードウエアの追加と削除]を開く。 
[八ードウエアの追加と削除]ウィザードが起動します。 

② [次へ]ボタンをクリ 、ソク する。 



③八ードウエア(こ関する作業の選択で、[デバイスの削除/取りかし]を選択し、[次へ]ボタン 
をクリ 、ソク する。 
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④削除操作の選択で、[デバイスの取り外し]を選択し、[次へ]ボタンをクリックする。 


IkBUHU ぶ - irra-u f 古ぶ a 


刖なな巧の这巧 

デバイスを一剛うまたは'恒え的に刖除できます。 


実行する刖除の巧巧を涯巧してじか0をクリックしてください0 
广デバイスの刖除(比_ 


國 


r 孰總擲嫌。‘ 


I かす、または取り化すじは、このオプションを进巧します 。 i 


<戻る職」ホへ妙> I _キャンセル」 


⑥取り外すデバイスの選択でデバイスを選択し、[次へ]ボタンをクリックする。 


へー ドウ:[アの适加と削除ウィザ-ド 


巧0外すデバイスの适巧 

脱!かすテパイスを涅んでください。 


國 


受 


して 做い。 疆し版麵献れ たら] 


W, 、—广ソ J 尸了/、つ乂でド 

[ 押が 113 B 柳 I 巧 TifipgJ 


Intel(R) PRO/100 S Server Adapter - 巧巧 7 
厂聞法デパイスをま示するを） 


プ山なィを ） J 


<戻る(巨）」汝への)> I _キャンもレ」 


⑥デバイスの確認で取り外すデバイスが使用しているドライバであることを確認して[次へ]ボ 
タンを クリ、ソク する。 

[八ードウエアの追加と削除]ウィザードが完了します。 



八—ドウ H ア編 


155 





































⑦[完了]ボタンをクリックする。 



2. 電源が ON の状態のまま Express サーバをラックか6引き出す （1 32ページ参照)。 

3. リアアクセスカバーを取りかし、取り外す PCI ボードのス□ットを確認する。 

取りかす PCI ス□、ソトの PCI ス□、ソト Power ランプが消灯し、 PCI ス□、ソト Fault ランプが点滅し 
ていることを確認してください。 

4. ボードに接続しているケーブルをすべて取り外す。 

瓦 タブを押して□ックを解除し、ゆっくりとタブを開いて PCI ボードを取り外す。 

タブを開く際は、閉じた位置か590度 m 上開かないでください。無理に開くとタブを破損ずる 
おそれびありまず。 
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目. PCI ボードをゆっくりサーバ内へ差し込む。 

7. ボードの接続部分がス□、ソト(こ確実(こ接続するようしっかりとボードを押し込む。 

w-OiM 

うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか5取り付け直してく 
ださい。ボードに過度の力を加えるとボードを破損するおそれびありまずのでを意してくださ 
い。 

I チェック I 

• PCI ス□、ソトの間(こは r インシュレータ」が取り付け6れています。インシュレータは PCI 
ボードの取り付け/取りかしの際にボードや搭載済みのボードを保護するためのものです。 
取り付け/取りかしの後にインシュレータを正しく取り付け6れていること、および正しく 
固定されていることを確認してください。 

• □ングボードを取り付けた際は、ガイドレール上部の□ックでボードを固定してください。 



8 . PCI ボードを手でしっかりと支えなが6ボードにケーブルを接続する。 

9. タブをゆっくりと閉じてボードを固定する。 

PCI ス□ット Fault ランプが消のし、 PCI ス□ット Power ランプが1度点滅した後、点のします。 

•L 励 

Windows 2000の場合、 OS によって自動的にボードが認識されドライバがインストールされま 
す。 

PCI ボードや PCI ボードを取りがけたス□、ソトじ異常があると PCU □、ソト Fault ランプがアン 
バー色に点のします （ 147ページ参照)。 

タブはゆっくりと正確に閉じてください。急激に閉じるとボードを認識できない場合がありま 
す。 

10. PCI ス□ットカバーを取り付け、 Express サーバをラックに戻す。 
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11. iU 下の手順で取り付けた PCI ボードが正常に認識され、動作していることを確認する。 

① [コント□-ルパネル]一[管理ツール]一[コンピュータの管理]一[デバイスマネージャ]の順 
でデバイスマネージャを起動する。 

② 追加した ボー ドに カーソルを 移動する。 



③プ□パティの r 全般」を表示させて、デバイスの状態が正常に動作していることを確認する。 


を td(R) PRO/100 S Server Adapt がのブ□パテイ 


をおI詳細 i さちけライバIリリース1 


里執 


LiteKR) PRO/100 S Server Adapter 


デバイスの桂頭： ネットワ-クアタプタ 

裝适元： Intel 

巧巧： 巧巧7 (PCI バス10.デバイス8.碟お 0) 



デバイスの使用がミ兄屯)： 


I このデバイスをほう南姗 




J キャンセル 


PCI ス□、ソトの位置によって 
表示が異なりまず。 
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メモリボード 

メモリ （ DIMM ) を増設または交換するときじメモリボードを取り外します。 


取り外し 

次の手順に従ってメモリボードを取り外します。 

M-O メモリボードは大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体 
居^ の静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分や部品を素 
手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明は 
122ページで詳しく説明しています。 


1. 122ページを参照して準備をする。 

2. Express サーバをラ、ソクか6引き出す （ 132ぺージ参照）。 

3. リアアクセスカバーを取り外す （139 ぺージ参照）。 

4. CPU アクセスカバーを取り外す （ 140ぺージ参照）。 

已.青色にマーキングされているメモリボードの両端を持って、まっすぐ上(こ持ち上げて装置か6取 
LJ 化す。 



周りのボードやフレーム、ケーブルにメモリボードや DIMM をぶつけないようま意しなび5取 
りがしてください。 



巨. メモリボードを iU 下の条件を満たす場所にていねいに置く。 

一ほこりの少ない場所 
一水などの液体がかかるおそれのない場所 
一静電気や磁気が発生するおそれのない場所 
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取り付け 

次の手順に従つてメモリボードを取り付けます。 


1. メモリボードの両端を持ち、エレクト□ニクスベイの両側にあるガイドレールに差し込む。 

2. メモリボードの接続部分をプ□セ、ソサボード上のコネクタ(こ合わせ、完全に接続されるまでゆっ 
くりとていねいに押し} A む。 

• 周りのボードやフレーム、ケーブルにメモリボードや DIMM をぶつけないようま意しなび 
5取り付けてください。また、コネクタに接続するときはボードを斜めにして押し込まない 
ようにま意してください。 

• メモリボードは奥まで確実に挿入してください。 



3. 取り外した部品を取り付ける。 


























DIMM 


DIMM (Dual Inline Memory Module ) は、 Express サーバに取りがけられているメモリボー 
ド上の DIMM ソケットに取り付けます。 

メモリボード上には DIMM を取り付けるソケ、ソトがに個あり、標準で 128 M 目の DIMM が4 
枚、 DIMM グループ#1に取り付けられています(標準で取り付けられている DIMM も交換する 
ことができます）。 

DIMM は4あ単位で DIMM グループ番号の小さい順に取りがけます。 


■L 


メモリは最大12 G 巳（1 GBX 12ぉ）まで増設できます。 


が 


DIMM group #3 
DIMM group #2 
DIMM group #1 


じ 

じ 

[ミ 


"W 


n 

コ DIMM group # 
つ DIMM group # 
つ DIMM group # 


g) 


取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 




DIMM は大変静電気に弱い電子部品でず。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の 
静電気を逃びしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分や部品を 
素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説 
明は122ページで詳しく説明しています。 

NEC で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティの DIMM など 
を取り付けると、 DIMM だけでなくサーバ本体び故障するおそれびあります。また、こ 
れ5の製品び原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となりま 
す。 

インタリーブ装置であるため、グループ単位に4枚の DIMM ボードを増設してくださ 
い。1つのグループ内に異なった仕様4の DIMM ボードを実装ずると動作しません。 

DIMM ボードの仕様は、 DIMM ボードに貼ってあるラベルに下記の内容で表示されてい 
まず。 

(例） 200 MHz • Bufferred .128 MB . □ウアドレス12ビット.カラムアドレス 

10ビット- Single side の場合 

200 / B / 128 / R 12 CIO S 


Single side 

カラムァドレス10ビット 
□ゥァドレス12ビット 


容量 

Bufferred 


周波数 
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1.122 ページを参照して準備をする。 

2. Express サーバをラ 、ソク か6引き出す （ 132ページ参照)。 

3. リアアクセスカバーを取り外す （ 139ページ参照）。 

4. CPU アクセスカバーを取り外す （ 140ページ参照）。 

己.メモリボードを取り外す （1 朗ぺージ参照）。 

巨. DIMM を取り付けるソケットを確認する。 

7. DIMM を取り付けるソケット両側にあるレバーをいっぱい(こ開く（の)。 


レバーに過度の力を加えないようま意してくださし、。 

8 . DIMM をソケット(こまっすぐ押し込む 

(②)。 

I チェック I 

DIMM の向きじを意してください。 

DIM M の端子側には誤挿入を防止する 
ための切り欠きがあります。 

DIMM が DIMM ソケットに差し込まれる 
とレバーが自動的に閉じます。レバーを 
内側に押して完全に開じて < ださい 

(③)。 



DIMM は4枚1組で取り付けてください。また同一仕様のメモリセットを使用してください。メ 
モリの仕様はメモリに貼付けされているラベルに ly 下の内容で表示されています。 

(例） 200 MHz • Bufferred •128 MB • □ウアドレス12ビット-カラムアドレス10 

ビット - Single side の場合 


200 / B / 128 / R 12 CIO S 



9. 取り外した部品を取り付ける。 

10. Express サーバの電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認す 
る。 



エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、106ページのエラーメッセー 
ジー覧を参照して < ださい。 


11.SETUP を起動して 「Advanced」一「Memory Configuration」 の順でメニューを選択し、増設した 
DIMM Group のステータス表示が 「Normal」 になっていることを確認する （ 198ぺージ参照）。 
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12. 「Advanced」 メニユーの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは197ページをご覧ください。 

13. Windows 2000/Windows NT 4.0 を使用している場合は、ぺージングファイルサイズを推奨値 

上に設定する。 

Windows 2000の場合：搭載メモリ x1.5 に9ぺージ参照） 

Windows NT 4.0 の場合:搭載メモリ+ 12MB (46 ぺージ参照） 


取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 

^ 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエラーメッセージを確 

認して、取りがけている DIMM ソケット（グループ）を確認してください。 

1. 122ページを参照して準備をする。 

2. Express サーバをラ、ソクか6引き出す （ 132ぺージ参照）。 

3. リアアクセスカバーを取り外す （ 139ページ参照）。 

4. CPU アクセスカバーを取り外す （ 140ぺージ参照）。 

己.メモリボードを取り外す （159 ぺージ参照）。 



8 . Express サーバの電源を ON じして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認す 
る。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、106ページのエラーメッセー 
ジー覧を参照して < ださい。 

9. SETUP を起動して 「Advanced」一「Memory Configuration」一「Memory Retest」 の順でメニュー 
を選択し、取り外した DIMM Group のエラー情報をクリアする （198 ページ参照)。 

10.「 Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 (こする。 

八ードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは197ページをご覧ください。 
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プ□セツヴボードエアダクト 


プ□セ、ソサボードエアダクトは、 CPU のぶ却効果を向上させるためのカバーです。 

CPU の増設や交換の際に取り外します。 

I n-O プ□セッサボードエアダクトは必ず取り付けてください。また、正しく取り付けてくださ 
し、プ□セッヴボードエアダクトを取り付けなかったり、正しく取り付けていなかったりす 
ると、 CPU の冷却効果び失われ、誤動作の原因や CPU の故障の原因となります。 


取り外し 

次の手順に従ってプ□セ、ソサボードエアダクトを取り外します。 

1. 122ページを参照して準備をする。 

2. Express サーバをラ 、ソク か6引き出す （ 132ページ参照)。 

3. リアアクセスカバーを取り外す （ 139ページ参照）。 

4. CPU アクセスカバーを取り外す （ 140ページ参照）。 

己. メモリボードを取り外す （1 朗ぺージ参照）。 

目. AC インレットを固定しているネジ （1 本）を外し、プ□セッサボードエアダクトの取り外しにじゃ 
まじな6ないようコードを配置させる。 

7. AC インレットとコードがじゃまにな6ないよう(こ持ち、装置後方に最も近いところじあるプロ 
セ、ソサボードエアダクトのリリースタブをつまむ。 

8 . プ□セ、ソサボードエアダクトの装置後方側をコードが取り外しのじゃまにな6ないようになるま 
で回転させるようにして持ち上げる。 

I w-oira 

I プ□セッサボードエアダクトをに MB ボードにぶつけないようま意してください。 

9. プ□セッサボードエアダクトのエレクト□ニクスベイ前方側のタブがかれるようスライドさせ 
て、装置か6取り化す。 

取り化したプ□セ、ソサボードエアダクトは、ほこりが少なく、水気のない場所(こ置いてくださ 
い。 







取り付け 

次の手順に従ってプ□セ、ソサボードエアダクトを取り付けます。 

1 . リリースタブが装置後方(こ向くようじしてプ□セ、ソサボードエアダクトを持つ。 

2 . プ□セ、ソサボードエアダクトの装置後方をたてるようじしなが6、エレクト□ニクスベイ前面側 
のタブをエレクト□ニクスベイにあるス□、ソト(こ差し} A む。 

約30度ほどプ□セ、ソサボードエアダクトを傾けると、タブを差し} A みやすくなります。 

3. AC インレットとコードをじゃまにな6ないように持ちなが6、プ□セッサボードエアダクトの後 
方側を回転させるようにしなが6装置内へ置く。 

プ□セ、ソサボードエアダクトが正しい取り付け位置になるまでゆっくりとていねいじ調節してく 
ださい。 



プ□セッサボードエアダクトをに MB ボードにぶつけないようま意してください。また、取り 
付けの際には過度の力を加えないようにしてください。 

4. AC インレットとコードを元の位置に戻し、取り外したネジで固定する。 

己. 取りかした部品を取り付ける。 
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IJ リースタブ 


に MB ボード 
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プ□セツヴボード 

プ□セ、ソサ ( CPU ) を増設または交換するときにプ□セ、ソサボードを取り外します。 


取り外し 

次の手順に従ってプ□セ、ソサボードを取り外します。 

M-O プ□セッサボードは大変静電気に弱い電子部品でず。装置の金属フレーム部分などに触れて 

居^ 身体の静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分や部品 
を素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明 
は122ぺージで詳しく説明していまず。 

1. 122ページを参照して準備をする。 

2. Express サーバをラ、ソクか6引き出す （ 132ぺージ参照）。 

3. リアアクセスカバーを取り外す （139 ぺージ参照）。 

4. CPU アクセスカバーを取り外す （ 140ぺージ参照）。 

已. メモリボードを取り外す（1朗ぺージ参照）。 

巨. プ□セ、ソサボードエアダクトを取り外す （164 ページ参照)。 

7. プ□セ、ソサボードのハンドルをいっぱい(こ開く。 

8 . 八ンドルを持って、プ□セ、ソサボードを立てた後、プ□セ、ソサボードをしっかりと持って装置か 
6取り化す。 



9. プ□セ、ソサボードを]:>(下の条件を満たす場所(こていねいじ置く。 

一ほこりの少ない場所 
一水などの液体がかかるおそれのない場所 
一静電気や磁気が発生するおそれのない場所 
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取り付け 

次の手順に従ってプ□セ、ソサボードを取りがけます。 


1. プ□セ、ソサボード底面にあるタブをベースボードのス□、ソトに差し込む。 

w-Oi^ 

ベースボードのス□ットにタブを差し込む際には、ベースボード上の部品にタブび接触しない 
よう、ていねいに差し込んでください。 

I チェック I 

すべてのタブをス□、ソトへ確実に差し} A んでください。 

2. ハンドルを開いた状態にして、プ□セ、ソサボードをゆっ<リとていねいにベースボードの上に置 
く。 

3. 八ンドルを閉じて、プ□セ、ソサボードがベースボード(こ確実(こ接続されるよう八ンドルを押す。 

4. 取り外した部品を取り付ける。 
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プ □ セツヴ （ CPU) 


プ□セツサボードには 、 CPU (Intel Xeon Processor MP ) を 4 つ搭載することができるソ 
ケットがあります(標準で1つ搭載)。 



Processor (CPU) #2 Processor (CPU) #1 


[ヒント I 


オプションの CPU の中には異な 
るレビジョン（ステッピング）の 
ものが含まれている場合があり 
ます。異なるレビジョンの CPU 
を混をして取り付けた場合、 
Windows 2000ではイベント 
ビューアのシステムログにじ(下 
のようなログが表示されます 
が、動作には問題ありません。 


イペントのブ□バすィ 


过 ぶ! 


ィペント1 

日巧： 

2001/07/02 


Application Popup 

-厂 1 

巧^り： 

22:13 

み親 

ねし 


桂辨 

’培ま反 

ィペントの: 

41 

♦ 1 

ユーザー (ぶ： 

团 



电 1 

コンビュ-が岛 

SERVER -1 





このマルチプ□セツサシステムの CPU は、一部げ同じりピジョンレペルではありません。すぺ 
てのプ□セツサをほ用するためじオペレーテインヴシステムをシステムで巧能な最小のプロ 
わサにお腿します。このシステムで巧題が発をする巧合は、 CPU 殺這元に巧い合わせて 
この摄合プ化ツサがサポートされているかどうかを應忍してください。 


データの：バイトの） 


* ワード ( W ) 


0000： 

00 

00 

00 

00 

01 

00 

d 4 

00 

.0. 

Id 

0008： 

00 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 

.8 

0010: 

02 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 



0018： 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 



0020: 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 


■d 


キャンセル 
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取り付け 

次の手順に従って CPU を取り付けます。 


M-O • CPU は大変静電気に弱い電子部品でず。ヴーバの金属フレーム部分などに触れて身体 
の静電気を逃びしてか 5 CPU を取り扱ってください。また、 CPU のピンを素手で触っ 
たり、 CPU を直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明は122 
ページで詳しく説明していまず。 

• 1個の CPU で運用ずる場合は、前ぺージの図の Processor #1に取り付けていなけれ 
ばいけません。 

• CPU の増設順序は前ぺージの図にある順番でず。 

• Processor #3、#4に CPU を取り付けない場台は、ダミースポンジを取り付けてお 
いてください。ダミースポンジは CPU の冷却効果を高めるための適切なエアフ□一を 
起こずために必要な部材です。 


説明しやすくするためにリテンションのダクト部分の イ ラストを省略しています（下図参 

匹を照)。 


2 . 

3. 

4. 
己. 
目. 

7. 

8 . 
9. 


122ページを参照して準備をする。 

Express サーバをラ 、ソク か6引き出す （ 132ページ参照)。 
リアアクセスカバーを取り外す （139 ぺージ参照）。 

CPU アクセスカバーを取り外す （ 140ページ参照）。 

メモリボードを取りかす （ 1日9ページ参照)。 

プ□セ、ソサボードエアダクトを取り外す （164 ページ参照)。 
プ□セ、ソサボードを取りかす （ 167ページ参照)。 

CPU ソケットの位置を確認し、ソケットカバーをはがす。 
ソケットのレバーを持ち上げる。 






















10. CPU をソケットの上にていねいにゆつく 
りと置く。 

CPU の向きにミ主意してください。 CPU 
とソケットは誤挿人を防止するためじ 
CPU とソケットにはピンマークがあり 
ます。 CPU とソケット側のピンマーク 
を確認して正しく取りがけてくださ 
い。 


11.CPU を軽くソケットに押しつけてか6レ 
バーを倒して固定する。 


12. ヒートシンクを CPU の上に置く。 




















13. ヒートシンククリップでヒートシンクを 
固定する。 

ヒー トシンククリ 、ソプの一方の クリ 、ソプ 
をリテンションのタブに引っかけます。 

次に、クリップを押さえなが6、リテン 
ションの側面中央にあるタブ(こクリップ 
を引っかけます。 

最後に、もう一方のヒートシンククリ、ソ 
プをリテンションのタブに引っかけま 
す。 

14. ヒートシンクがプ□セ、ソサボードと水平 
(こ取りがけ6れていることを確認する。 

w-Ol^ 

• 斜めに傾いているときは、いったんヒートシンクを取りがしてか5、もう一度取り付け直し 
て < ださい。 

水平に取り付け5れない原因には次のことび考え5れます。 

- CPU び正しく取り付け5れていない。 

-ヒートシンククリップを正しく引っかけていない。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 

15. 取り外した部品を取りがける。 

1目. 目10 S セットアップユーテイリテイを起動して 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration 
Da ね」を 「Yes」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは197ページをご覧ください。 

17. 1 CPU 構成の Express サーバじ CPU を増設し、2つ] U 上の CPU で運用する場合に] U 下の手順を行 

う。 



Windows 2000の場合：デバイスマネージャの「〕ンピュータ」のドライバが 「ACPI シングルプロ 
セ、ソサ PC」 になっている場合は 「ACPI マルチプ□セ、ソサ PC」 (こ変更し、 
メッセージに従って再起動後、システムのアップデート （33 ページ)を 
行ぅ。 

Windows NT 4.0 の場合:システムのアップデート（日1ぺージ）を巧う。 
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取り外し 

CPU を取り外すときは、「取りがけ」の手順1〜7 
を参照して取り外しの準備をした後、手順13〜9 
の逆の手順を行ってください。ただし、ヒートシ 
ンククリップを取り外す際は、オプションの CPU 
に添付のヒートシンク取外し工具を使用して図の 
手順で取り外してください。 


n-O • CPU の故障 m がで取りがさないでください。 

• Processor 杜3と#4に CPU を取り付けていない場 S ホ、夕’ミースポンジを取り付け 
ておいてください。ダミースポンジは CPU の冷却効果を高めるための適切なエアフ 
□一を起こずために必要な部材です。 

• ヒートシンククリップを取りがす際は、必ずオプションの CPU に添付されているヒー 
トシンク取がし工具を使用してください。ドライバ等で無理に取りがずと誤ってプロ 
セッサボードを破損させてしまうおそれがありまず。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底面にあるクールシートび CPU に粘着している場 
合びあります。ヒートシンクを取り外す際は、左ちに軽く回して、ヒートシンクび 
CPU か5離れたことを確認してか5行ってください。 CPU に粘着したままヒートシン 
クを取りがずと CPU やソケットを破損するおそれがありまず。 


CPU の取り外し（または交換)後に次の手順を行ってください。 

1 . SETUP を起動して 「 Main 」一 「Processor SettingsJ—[Processor Retest 」 の順でメニューを選択 
し、取り外した CPU のエラー情報をクリアする （194 ページ参照)。 

CPU をを換した場合 

「 MainJ-rPmcessor Settings 」 の順でメニューを選択し、増設した CPU の ID および L 2 Cache 
Size と L 3 Cache Size が正常(こなっていることを確認する （194 ぺージ参照）。 

2. 目10 S セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration 
Data 」 を 「 Yes 」 (こする。 

A - ドウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは197ページをご覧ください。 
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ヶーブル巧続 

Express サーバ内部のケーブル接続パターンを説明します。 


IDE インタ フエー ス 


ベースボード上には IDE コネクタが1つあります。標準の状態で接続しているケーブルには2 
つのコネクタがあります。1つは、標準装備の CD - ROM ドライブじ接続されています。残り 
の1つを 5.25 インチデバイスベイに搭載した内蔵型オプションの IDE デバイスじ接続するこ 
とができます。 

5.25 インチデバイスベイに搭載したデバイスは、動作モード （ MASTER / SLAVE ) の設定を 
r スレーブ ( SLAVE )」 に設定してください(設を方法については、デバイスに添付の説明書を 
参照してください）。また、ケーブルの接続順唐はべースボード_> CD - ROM ドラィブ^ォプ 
シヨンデバイスの順番としてください。 
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SCSI インタフエース 


SCSI インタフェースの抬続パターンについて説明します。 


ベースボード 

ベースボード上には Ultra 160 SCSI コネクタが2つあります。標準の状態で、 Ultra 160 
SCSI ( A ) コネクタは、 3.5 インチディスクベイに接続されています。 

SCSK 目）コネクタは、 5.25 インチデパイスベイに搭載した内蔵型オプション用および外部 
SCSI デバイス接続用です。購入時では SCSK 目）コネクタには 5.25 インチデバイスベイを使 
用するためのケーブルが接続されています。外部 SCSI デバイスを使用する場合は、装置に 
添付の SCSI ケーブルを接続し直す必要があります。 


SCSI ID は IDO 〜 ID 6( デイジーチェーン 

接続内で重複しないこと） 外付け SCSI ケーブル 



5.25 インチデバイス用のケーブルのコネクタには、 Wide-Narrow 変換コネクタ （50 ピン）が 
取り付けられています。 5.25 インチデバイスベイに68ピンのコネクタを持つデバイスを取 
りがける場合は、 Wide-Narrow 変換コネクタを取り外して接続してください。 

外付け SCSI 装置を接続する場合は、接続において、最遠端に位置するデバイスに終端コネ 
クタを取りがけるか、デバイスの内部設定で終端するよう設定してください。 
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ディスクアレイコント□ーラ 


「ディスクアレイコント□-ラボード （ N 8103-53 A /64)」 は、データの信頼性を向上させる 
ために用意されたオプシヨンの PCI ボードです。 

このボードを取りがけると、 Express サーバの 3.5 インチディスクベイの八ードディスクや才 
プシヨンの D に K 増設崖体の八ードディスクを r ディスクアレイ構成」で使用することができ 
ます。 



未接続 


内蔵ディスクをディスクアレイ構成にする場合 

ディスクアレイコント日ーラボードを取り付けた Express サーバで、 3.5 インチディスクベイ 
に取り付けている八ードディスクをディスクアレイ構成に変えるケーブル接続の方まを示し 
ます。 


1. 122ページを参照して準備をする。 

2. Express サーバをラ、ソクか6引き出す （ 132ページ参照)。 

3. フ□ントアクセスカバーを取り外す （ 134ページ参照）。 

4. リアアクセスカバーを取り外す （139 ページ参照）。 

己.ディスクアレイコント□-ラを PCI ス□、ソト#3〜#4(こ取付ける場合は CPU アクセスカバーを取り 
外す （140 ページ参照)。 

巨.ディスクアレイコント□-ラを取り付ける。 

「オプションの取りがけ」の 「 PCI ボード」を参照して、ボードの取り付け位置の確認や取りがけを 
巧ってください。 





































7. ファンユニットを固定しているネジに本）をゆるめる。 

8 . ファン 1 二 V 卜をまっすぐ(こ持ち上げて本体か6取り化す。 



9. ベースボード上の Ultra 160 SCSKA ) コネクタに接続している SCSI ケーブルを取り外す。 
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10. 手順 9 で取り外したケーブルをディスクアレイコント□ーラに SCSI ケーブルを接続する。 
PCI ボード用ガイドレールの下を通すときは下図の位置か6通してください。 



11. 取り外した部品を取りがける。 

12. Express サーバの電源を ON じして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認す 
る。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、106ページのエラーメッセー 
ジー覧を参照して < ださい。 

13. 目10 S セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration 
Da ね」を 「 Yes 」 (こする。 

八ードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは197ページをご覧ください。 

14. ユーティリティを使用してコンフィグレーションをする。 

添付の CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 (こ格納されているオンラインドキュメントまたはディス 
クアレイコント□ーラじ添がの説明書を参照してください。 

I W-OI® 

I 取り付けたボードによって使用ずるユーテイリテイび異なります。 
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D 旧 K 増設ユニッ トをディスクアレイ 構成に する 場合 

N8141-32 D に K 増設ユニットは最大 14 台取り付けることのできる専用の崖体(车ャビネ、ソ 
卜）です。ディスクアレイコント□-ラボードを取りがけた Express サーバは DISK 増設ユ 
二、ソトを最大 16 台まで接続できますのに K 増設ユニットについての詳しい説明じついては、 

D に K 増設ユニットの説明書を参照してください）。 

I M-O D 旧 K 増設ユニットには、 A- ドディスクドライブび添付されていません。別途購入してく 
ださい。 

N8141-32D に K 増設ユニットと接続するためには、次のいずれかのオプションケーブルが 
必要です。 

• K410-93(01) 増設崖体接続 SCSI ケーブル 
• K410-93(03) 増設崖体接続 SCSI ケーブル 
• K410-93(06) 増設崖体接続 SCSI ケーブル 

DISK 増設ユニットを接続後、 DISK 増設ユニットをディスクアレイ構成に設定してくださ 
い。設定の詳細とその方まじついては、ディスクアレイコント□ーラボードに添付の説明書 
を参照してください。 

DISK 増設ユニットをディスクアレイ構成に設をすると、 DISK 増設ユニットに取りがけた 
八ードディスクのうちのどれかが故障してデータが破壊されても、ディスクアレイコント 
□ーラボードが持つ r オートリビルド」機能によってデータを復旧することができます(電源 
が ON のまま故障したディスクを交換(ホ、ソトスワップ）してください）。 
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か付け用 SCSI ケーブルの巧り付け 


外付け SCSI 機器を接続する場合は、 Ultra 160 SCSI 旧）コネクタから 5.25 インチデバイス 
用のケーブルをを取り外して、添付の外付け用 SCSI ケーブルを取りがける必要があります。 

t (下に取り付け手順を示します。 

1. 122ページを参照して準備をする。 

2. Express サーバをラ 、ソク か 6 引き化す （ 132 ページ参照)。 

3. フ□ントアクセスカバーを取り外す （134 ページ参照）。 

4. リアアクセスカバーを取り外す （139 ページ参照）。 

5. CPU アクセスカバーを取り外す （ 140 ページ参照）。 

巨.ファンユニットを固定しているネジに本）をゆるめる （177 ページ参照）。 

7. ファンユニットをまっすぐ(こ持ち上げて本体か 6 取り出す （177 ページ参照)。 

8. メモリボードを取り外す （159 ページ参照)。 

9. ベースボード上の Ultra 160 SCSI (B) コネクタか 6 ケーブルを取り外す。 



I 取りがしたケーブルは大切に保管しておいてください。 

10. Ultra 160 SCSI (B) コネクタに Express サーバに添付のか付け用 SCSI ケーブルを取り付ける。 

11. ケーブルを装置背面へ通す。 

ケーブルのルーティングは下図のとおりです。 



ださい 
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12. マイナスドライバなどを使ってブランクカバーを背面のフレームか6取り外す。 




ブランク カバー 


13. かがけ用 SCSI ケーブルのコネクタ(こ付いているネジに本）を取りかす。 

14. 装置の内側か6ケーブルの先を装置背面の穴(こあわせる。 


15. 手順13で取り外したネジで装置背面外側か6ケーブルを固定する〇 
1巨.取りかした部品を取りがける。 
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シリアルインタ フエー ス 


本体前面にあるシリアルポート B を本体背面に移動させることもできます。接続は装置に添 
付のリア用シリアルケーブルを使用します。 

じ(下に接続手順を示します。 

1. 122ページを参照して準備をする。 

2. Express サーバをラ 、ソク か6引き化す （ 132ページ参照)。 

3. フ□ントアクセスカバーを取り外す （ 134ページ参照）。 

4. リアアクセスカバーを取り外す （139 ページ参照）。 

5. CPU アクセスカバーを取り外す （ 140ページ参照）。 

目.メモリボードを取り外す （1 朗ぺージ参照)。 

7. ファンユニットを固定しているネジに本）をゆるめる （177 ページ参照）。 

8 . ファンユニットをまっすぐじ持ち上げて本体か6取り出す （177 ページ参照)。 

9. 装置前面のコネクタか6シリアルケーブルを取りかす。 
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11. 装置に添付の IJ ア用シリアルケーブルをベースボードのコネクタに接続する。 


12. ケーブルを装置背面へ通す。 

ケーブルのルーティングは下図のとおりです。 



13. マイナスドライバなどを使ってブランクカバーを背面のフレームか6取りかす。 



ブランク カバー 
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14. リア用シリアルケーブルの先端にあるブラケットのネジ （1 本）を取り外す。 

1 已. 装置の内側か6ケーブルの先じあるブラケットのフックに力所）を引っかける。 

16. 手順14で取り外したネジで装置背面外側か6シリアルケーブルのコネクタを固定する。 

17. 95ページを参照して、ベースボード上のジャンパの設定を使用する用途に合わせて変更する。 

I 

I その他のジャンパの設定は変更しないでください。本体の故障や誤動作の原因となりまず。 

18. 取り外した部品を取り付ける。 

ケーブルを付け直して、装置前面に取り付け直すとき、下國に示す場所から PCI ボード用ガ 
イドレールの下を通して装置前面に配線してください。 
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BIOS のセットアップ 


Basic Input Output System (BIOS) の設定方まじついて説明します。 

Express サーバを導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく理 
解して、正しく設をしてください。 


システム BIOS 〜 SETUP 


SETUP は Express サーバの基本八ードウエアの設をを行うためのユーティリティツールで 
す 。この ユーティ リティは Express サーバ内のフラッシュメモリに標準でインストールされ 
ているため、専用のユーティリティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設をされる内割ま、化荷時に Express サーバにとって最も標準で最適な状態に設定 
していますのでほとんどの場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に 
説明するような場合など必要に応じて使用してください。 

謂"〇 • SETUP の操作は、システム管理者(アドミニストレータ）び行ってください。 

胃 d ♦ SETUP では、パスワードを設定ずることびできまず。パスワードには、 
rSupervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルびあります。 「 Supervisor 」 レベルのパスワー 
ドで SETUP にアクセスした場合、すべての項目の変更びできます。 「 Supervisor 」 の 
パスワードび設定されている場合、 「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更 
できる項目び限5れまず。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス I ルする前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

• ここでは特に説明していない項目（メニュ ー) があります。これ5の項目は、出荷時の設 
定似がの値(パラメータ）に変更しないでください。これ5の項目の値を変更すると、装 
置の動作の保証びでさなくなるばかりでなく、装置び故障するおそれびありまず。 

• Express サーバには、最新のバージヨンの SETUP ユーティリティがインス!ルされ 
ています。このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場台びあります。設定 
項目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い合わせてく 
ださい。 
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起動 

次の手順に従って、 SETUP を起動します。 

1 . サーバの電源を ON にする。 

画面に□ゴが表示されます ( SETUP の設定によっては POST の画面が表示されることがあります。 
この場合は、手順3に進んで<ださい）。 

しば6 くすると次のメッセージ*が画面下(こ表示されます。 

パターン1: 

Press <ESC> to enter boot selection menu 
Press <F2> to enter SETUP or <F12> to Network 

パターン 2: 

Press <ESC> to enter boot selection menu 

Press <F2> to enter SETUP, <F4> Service Partition, <F12> Network 
または 
パターン 3: 

Press <ESC> to enter boot selection menu 

Press <F1> to resume, <F2> to enter Setup, <F12> to Network_ 

パターン 4: 

Press <ESC> to enter boot selection menu 

Press <卜1> to resume, <F2> to enter Setup, <F4> Service Partition, <F12> Network_ 

* 装置の状態によってメッセージの内容は異なります。 

2. < F 2> キーを押す。 

SETUP が起動して Main メニューを表示します。 

J ： i 前(こ SETUP を起動して Security 項目の設定を変更している場合(こは、パスワードを入力する画 
面が表示される場合があります。その際には設定したパスワードを人力してください。 

パスワードの入力は、3回まで巧えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、 Express サー 
バは動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 

パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 「 Supervisor 」 で 
は、 SETUP でのすベての設をの状態を確認したり、それらを変更したりすることができま 
す。 「 User 」 では、確認できる設をや、変更できる設をに制限があります。 
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キーと画面の説明 


丰ーボード上の次の羊一を使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にち 
表示されています）。 


現在表示しているメニューを示す 設定項目 


サブメニューが 
あることを示す 



カーソルキー （ t 、 i ) 

力ーソルキー（卜、一） 
<— >キー/ <十> キー 

< Enter > キー 
< Esc 〉 キー 
< F レ丰一 


< F 9> キー 
<ド10>丰一 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選択さ 
れています。 

Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 Boot 、 Exi 惦どのメニューを選択しまず。 
選択している項目の値(パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に「►」がつ 
いているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

選択したパラメータのず定を行うときに押します。 

ひとつ前の画面に戻ります。 

SETUP の操作でわからないことがあったときはこのキーを押してください。 SETUP の 
操作についてのヘルプ画面が表示されます。 < Es にキーを押すと、元の画面に戻りま 
す。 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時の設定 
と異なる場合があります）。 

SETUP の設定内容を保存し、 SETUP を終了します。 


八—ドウ H ア編 


187 














設定例 


次にソフトウエアと連係した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設 
定例を示します。 

「 ESMPRO / ServerAgent 」 び持つ溫度監視機能と連携させる 

「 Server」 一 「Thermal Sensor」 一 「Enabled」 


「 ESMPRO / ServerMana 呂 er 」 を使ってネットワーク経由で Express ヴーバの電源を制 
御する 


「 Server」 一 r AC-LINK」 一 r StayOffJ 

「Advanced」 一 「Advanced Chipset Control」 一 「Wake On Lan」 一 「Enabled」 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「Server」 一 「AC-LINK」 一 「Power On」 

- POWER スイ、ソチを使って OFF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を OFF 
のままにする 

["Server」 一 「AC-LINK」 一 「Last State」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 Server」 一 r AC-LINK」 一「 StayOffJ 


起動関連 


Express ヴーバに接続している起動デバイスの順番を変える 

「目001」^起動順唐を設をする 

POST の実行内容を表示する 

「Advanced」 一 「Boot-time Diagnostic Screen」 一 「Enabled」 

「NEC」 □ゴの表示中に <Es にキーを押しても表示させることができます。 


HW コンソールか5制御する 

["Server」 一 「Console Redirection」 一それぞれの設ををする 


CPU 関連 


CPU び縮退した場合に POST をいったん停止する 

「 Advanced」 一 「Memory/Processor Error」 一 「Halt」 （停止) 











搭載している CPU のが態を確認する 

「Main」 一 「processor Settings」 一表示を確1 忍する 

画面に表示されている CPU 番号とベースボード上のソケットの位置は下図のように対応して 
います。 



.Processor (CPU) #4 


■Processor (CPU) #1 


CPU のエラー情報をクリアする 

「Main」 一 「processor Settings」 一 「Processor Retest」 一 「Yes」 


メモリ関連 


メモリび縮退した場合に POST をいつたん停止する 

「 Advanced」 イ Memory/Processor Error」 一 「Halt」 (倍止 j 

搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

rAdvanced」 一 「Memory Configuration」 一表示を磕認する 

画面に表示されている DIMM グループとベースボード上のソケットの位置は下図のように対 
応しています。 


DIMM group #3 
DIMM group #2 
DIMM group #1 


取 

じ 

□ ；5 


■W 




□12 
□10 
コ 8 
□ 6 

□ 4 

□ 2 


つ DIMM group #3 
つ DIMM group #2 
つ DIMM group #1 


J_TL 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「Advanced」 一 rMemory Configuration」 一 rMemory Retest」 一 「Yes」 ーリブートするとク 
リアされる 
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セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

「 Security 」 一 ！" Set Supervisor Password 」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード (Supervisor ） 、ユーザーパスワード （ User ） は個別に設をすることができ 

ます。しかし、ユーザーパスワードを設定した場合は SETUP メニューへのアクセス制限が 

あります。 

POWER スイッチおよび SLEEP スイッチの機能を有効/無効にする 

「 Security 」 一 「Power Switch Inhibit 」 一 「 Enabled 」 （無効） 

「 Security 」 一 「Power Switch Inhibit 」 一 「 Disabled 」 （有父力） 

I H-O 「Power Switch Inhibit 」 を TEnabled 」 に設定すると、 POWER スイッチによる ON/OFF 
操作に加え、「強制シャットダウンに2目ページ参照)」も機能しなくなります。また、 
S に EP スイッチも機能しなくなります。 

セキュアモードを設定する 

["Security 」 一 ！" Secure Mode 」 一それぞれを設定する 


外付けデバイス関連 


外付けデバイスに巧する設定をする 

rAdvanced 」 一「 1/0 Device Configuration 」 一それぞれのデバイスに対して設定!をする 


内蔵デバイス関連 


Express ヴーバ内蔵の PCI デバイスに巧する設定をする 

rAdvanced 」 一 「PCI Configuration 」 一それぞれのデバイスに対して設定をする 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取りタルの後) 

「 Advanced 」 一 「Reset Configuration Data 」 一 「 Yes 」 


PCI ホットプラグ関連 


PCI ボードをホットプラグする 

「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」 一 「Hot Plug PCI Control 」 一 「 Minimum/Middle/ 
Maximum)! く」 

* ホットプラグをする PCI ボードによって設をは異なります。をボードの設定値については 
次の表を参照してください。 


N 型番 

ボード名 

設定値 

N 8104 -85 

100 BASE-TX 接続ボード 

Minimum 

N 8104 -103 

1000 目 ASE-T 接続ボード 

Minimum 


「 Advanced 」 イ PCI Conriguration 」 一 「Hot Plug PCI Control 」 一 「Empty Bus Default 
Speed 」 一 「PCI Slots 5-6*」、「PCI Slots 7 - が」一取り付けるボードのスピード 

* PCI ス □ 、ソト #5 、 #6 および PCI ス □ 、ソト #7 、 #8 に対して、取りがけるボードに合わせて 
あらかじめス □ 、ソトのスピードを設をしておいてください。 
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設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「 Exit 」 一 「Exit Saving Changes 」 また ( ま 「Save Changes 」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「 Exit 」 一 「Exit Discarding Changes 」 ホた ( ま 「Discard Changes 」 

BIOS の設定を出荷時の設定にもどす 

「 Exit 」 一 「Load Setup Defaults 」 
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パラメータと説明 

SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー 

• Advanced メニュー 

• Security メニュー 

• Server メニュー 

• Boot メニュー 
参 Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設ちがで 
きます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、化荷時の設定を 
説明をします。 


Main 

SETUP を起動すると、まずはじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がつい 
ているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 


System Time: 
System Date: 

Legacy Floppy A: 
Legacy Floppy B: 


► Primary IDE Slave 


Language: 


匹 ; 19:20] 
[12/24/2001] 

[L44/1.25 MB 3 占 '] 
[Disabled] 


Hard Disk Pre-Delay [Disabled] 

► Primary IDE Master に D-ROM] 

iman 


[None] 


[English (US)] 


Item Specific Help 


<Tab>, <Shi 
<Enter>sel 


iift-Tab>, or 
lectsfield. 


FI Help 
Esc Exit 




Select Item 
Select Menu 


-/+ Change Values 
Enter Setect Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
FID Save and Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 













項目 

パラメータ 

説 明 

System Time 

HH : MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM / DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Legacy Floppy A 

Disabled 

1.2 MB 5.25" 
720 Kb 3 .己" 

[1.44/1.25 MB 3.5"] 
2.88 MB 3 .己" 

フ□、ソピーディスクドライブ A (標準装備)の 
設定をします。通常は「1.44/ 1.2 日 M 目3.己"」 
(こしてください。 

Legacy Floppy B 

[ Disabled ] 

1.2 MB 5.25" 
720 Kb 3 .己" 

1.44/1.25 MB 3.5" 
2.88 MB 3 .己" 

フ□、ソピーディスクドライブ目の設定をしま 
す。本装置ではドライブ B をサポートしてい 
ないので 「 Disable 」 にしてください。 

Hard Disk Pre-Delay 

[ Disabled ] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中にディスクスピンアップ待ち時間を 
設定します。 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 


内蔵の IDE デバイスのタイプを表示します。 

八ードディスクの場合はディスクの容量が表 
示されます。 

Language 

[ English ( US )] 

French 

German 

Spanish 

Italian 

Setup で表示する言語を表示します。 


[]: 出荷時の設定 
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Processor Settings 

Main メニューで 「Processor Settings 」 を選択すると、下の画面が表示されます。 



Phoenix BIOS Setup Utility 


Processor Settings 

Item Specific Help 

Processor Retest 

rfm 

Select Yes', BIOS 
will clear historical 

Processor Speed Setting: 

L7GHZ 

processor status and 
retest all processors 

Processor ICPUID: 

OF 11 

on next boot. 

Processor 1L2 Cache Size: 

256 KB 


Processor 1L3 Cache Size: 

1024 KB 


Processor 2 CPUID: 

OF 11 


Processor 2 L2 Cache Size: 

Processor 2 L3 Cache Size: 

256 KB 

1024 KB 


Processor 3 CPUID: 

Not 1 stalled 


Processor 4 CPUID: 

Notlstalled 



FI Help t i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ——- Select Menu Enter Select k Sub-Menu FIO Previous Value 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Processor Retest 

[ No ] 

Yes 

「 Yes 」 に設定すると CPU エラー情報をクリア 
します。故障した CPU をを換したいときは、 
エラー情報をクリアしてください。 

Processor Speed Setting 

— 

搭載している CPU のク□、ソクスピードを表示 
します(表示のみ）。 

Processor 1 CPUID 
Processor 2 CPUID 
Processor 3 CPUID 
Processor 4 CPUID 


CPU が正常な場合(こは。搭載している CPU 
の ID を表示します(表示のみ)。 CPU が実装さ 
れていない場合は、 「 N 饥 Installed 」 と表示さ 
れます。また目 MC によって Disabled されて 
いる場合(こは 「 Disabled 」 と表示されます。 

Processor 1 L 2 Cache Size 
Processor 2 L 2 Cache Size 
Processor 3 L 2 Cache Size 
Processor 4 L 2 Cache Size 


搭載している CPU の L 2 キャッシュサイズを 
表示します(表示のみ)。 

Processor 1 L 3 Cache Size 
Processor 2 L 3 Cache Size 
Processor 3 L 3 Cache Size 
Processor 4 L 3 Cache Size 


搭載している CPU の L 3 キャッシュサイズを 
表示します(表示のみ)。 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[ Enabled ] 

有効 （ Enabled ) に設定すると、 ACPI モード 
において Hyper-Threading Technology を 
使用します。また、 POST 上や 0 S か6はプ 
□セ、ソサの数が実際に搭載されている数の倍 
の表示になります。 


[]： 化荷時の設定 





















Primary IDE Master/Primary IDE Slave 


Main メニューで rPrimary IDE Master 」 または 、 「Primary IDE Slave 」 を選択すると、下 
の画面が表示されます。 



Phoenix BIOS Setup Utility 


Primary IDE Master [CD-ROM] 

Item Specific Help 

Type: [Auto] 

Multi-Sector Transfers: [Disaled] 

LBA Mode Control: [Disaled] 

32 Bit I/O: [Disaled] 

Transfer Mod 垃 [Standard] 

Ultra DMA Mode: [Disaled] 

User=^ou enter 
parameters of hard-disk 
drive installed at this 

connection. 

Auto 巧 utotypes 
hard-disk arive 

installed here. 
l-39=you select 
predetermined type of 
hard-disk drive 

installed here. 

CD-ROM =a CD-ROM drive 

is installed here. 

ATARI Removable= 

removable disk drive is 

installed here. 


FI Help t Select Item -/+ Change Values F9 SetupDefaul 坛 

Esc Exit ^ 一 Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu FIO Previous Value 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Type 

[ Auto ] 

None 

CD-ROM 

IDE Removable 
ATARI Removable 
Other ATARI 

User 

接続されているドライブタイプを設定しま 
す。 「 Auto 」 の場合には自動設走されます、ま 
た 「 None 」 の場合には接続ドライブが無視され 
ます。 

Cylinders 

1-2048 

打 ype ] が 「 User 」 の場合に項目が表示され変更 
巧能です。ドライブのシリンダ数を表示しま 
す。 

Heads 

1-16 

打 ype ] が 「 Used の場合に項目が表示され変更 
巧能です。ドライブの read / wri おヘッド数を 
表 7]^ します D 

Sector 

1-64 

打 ype ] が 「 User 」 の場合に項目が表示され変更 
巧能です。 Track ごとのセクタ数を表示しま 
す。 

Maximum Capacity 


[ Type ] が 「 Used の場合にのみ表示されます。 

シリンダ、ヘッド、セクタから算出されるド 
ライブ容量を表示します。 

Multi-Sector Transfers 

[ Disabled ] 

2 Sectors 

4 Sectors 

8 Sectors 

16 Sectors 

[ Type ] が 「 Auto 」 の場合には表示のみです。 
Multi - Sector 転送時、ブ□ックごとの転送セ 
クタ数を表示します。 


く次ページへ続く> 
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項目 

パラメータ 

説 明 

LBA Mode Control 

[ Diabled ] 

Enabled 

[ Type ] が 「 Auto 」 の場合には表示のみです。 

LBA の Logical Black Addlessing 機能の有効/ 
無効を設定します。 

32 Bit I/O 

[ Diabled ] 

Enabled 

IDE の 32 bit データ転送の有効/無効を設定しま 
す。 

Transfer Mode 

[ Standard ] 

Fast PIO 1 

Fast PIO 2 

Fast PIO 3 

Fast PIO 4 

FPIO 3 /DMA 1 
FPIO 4 /DMA 2 

[ Type ] が 「 Auto 」 の場合には表示のみです。 
ドライブのデータ転送モードを設定します。 

Ultra DMA Mode 

[ Disabled ] 

Mode 0 

Mode 1 

Mode 2 

Mode 3 

Mode 4 

Mode 己 

[ Type ] が 「 Auto 」 の場合には表示のみです。 

Ultra DMA モードの設定をします。 


]: 化荷時の設定 










Advanced 


力ーソルを 「 Advanced 」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

了►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> 羊一を押すとサブメニューが表 


項目の前に ri 
示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 




Item Specific Help 

► Memory Configuration 
^ P。Configuration 

► I/O Device Configuraion 

► Advanced Chipset Control 


Memory Reconfiguration 
Menu. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[Disabled] 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

Memory/Processor Error 

[Off] 

[Boot] 



FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


-/+ Change Valu( 
Enter Select 


Values 
► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Boot-time Diagnostic 

[ Disabled ] 

起動時の自己診断 ( POST ) の実巧画面を表示 

Screen 

Enabled 

させるか、表示させないかを設定します。 
「 Disabled 」 に設定すると、 POST の間、 
「 NEC 」 □ゴが表示されます。（ここで < Esc > 
キーを押すと POST の実巧画面に切り替わり 
ます。） 

「Console Redirection 」 が設定された場合は 
無条件に 「 Enabled 」 に設定されます。 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Configuration Data ( POST で記憶している 


Yes 

システム情報）をクリアするときは 「 Yes 」 (こ 
設定します。装置の起動後にこのパラメータ 
は 「 No 」 (こ切り替わります。 

NumLock 

On 

システム起動時(こ Numlock の有効/無効を設 


[ Off ] 

定します。 

Memory/Processor Error 

[ Boot ] 

POST を実行中、 CPU またはメモリのエラー 


Halt 

が発生した際(こ POST の終わりで POST を 
いったん停止するかどうかを設定します。 

「目〇〇りが選択されている場合でも、全ての 
DIMM で Error をお化したときには、エラーを 
表示して POST の終わりでいったん停止しま 
す。 

また、 [ Advanced ] メニューの [ Advanced ] 

一 [POST Error Pause ] が 「 Disabled 」 の場合 
には、この項目が 「 Enabled 」 に設定されてい 
ても POST の終わりで停止しません。 


]： 化荷時の設定 
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Memory Configuration 


Advanced メニューで rMemory Configuration 」 を選択すると、 U 下の画面が表示されま 
す。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

DIMM Group #1 - #3 Status 

Normal 

N 饥 Installed 
Disabled 

メモリの現在の状態を表示します。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 

[Not Ins ね lied 」 はメモリが取り付け6れてい 
ないことを示します（表示のみ）。 

画面(こ表示されている DIMM Group 番号に対 
するベースボード上の DIMM ソケットについ 
ては、189ページを参照してください。 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

「 Yes 」 に設定すると、メモリのエラー情報を 
クリアします。故障した （「 Error 」 と表示され 
た）メモリをを換したときは、エラー情報を 
クリアしてください。 

Extended RAM Step 

1 MB 

1 KB 

Every-Location 

[ Disabled ] 

メモリのテストを実施するかどうかを設定し 
ます。 


]： 出荷時の設定 


















PCI Configuration 

Advanced メニューで 「PCI Configuration 」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。そ 
れぞれを選択するとサブメニューが表示されます。 



Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Hot-plug PCI Control 

Selects Hot-plug PCI 


Control menu options. 

► Embedded SCSI 


► Embedded NIC 1(1G/100) 


► Embedded NIC 2(Gbit) 


► Embedded Video Controller 


► PCI Slotl 


► PCI Slot 2 


► PCI Slots 


► PCI Slot4 


► PCI Slots 


► PCI Slots 


► PCI Slot 7 


► PCI Slots 



FI Help t i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit -<--* Select Menu Enter Select V Sub-Menu FIO Save and Exit 


PCI Configuration メニューの画面上で設をできる項目はありません。それぞれのサブメ 
ニューを表示させて、サブメニュー上で設定します。 
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Hcrt - plu 呂 PCI Control 

PCI Configuration サブメニューで 「 Hot-plug PCI Control 」 を選択すると、下の画面が表 
示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Reserving memory space 
for PHP 

[ Disabled ] 

Minimum 

Middle 

Maximum 

PCI 力ードを搭載していない PCI ス□ットに 
対して PCI ホ、ソトプラグのため(こそ約する 

PCI メモリサイズを設定します。 


[]： 化荷時の設定 
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Empty Bus Default Speed 

Hot-plug PCI Control サブメニューで 「Empty Bus Default Speed 」 を選択すると、 W 下の 
画面が表示されます。 



Phoenix BIOS Setup Utility 


Empty Bus Default Speed 

Item Specific Help 

PCI Slot 5 ■反 [PCI 33MHZ] 

PCI Slot 7 -注 [PCI 33MHZ] 

If no cards are present 
in a PCI-X capable PCI 
bus, this will select 
the speed (33,66, or 

100 MHz) and the 
capability setting (PCI 
or PCI-X) of that empty 
bus. If cards are 
presents, this option 
is ignored and the slot 
speed and capability 
settings are 
autmatically 
determined. 


FI Help t ^ Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ——- Select Menu Enter Select k Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

PCI Slot 5-6 

PCI Slot 7-8 

[PCI 33 MHz ] 

PCI 66 MHz 

PCI-X 66 MHz 
PCI-X 100 MHz 

PCI ス□、ソト己 -6、 および PCI ス□、ソト7-8(こ 
あ6かじめス□、ソトスピードを設定します。 
電源 ON 中(こシステム(こホ、ソトプラグでボー 
ドを実装する場合に、そのボードのスピード 
を設定してお<必要があります。なおボード 
を実装してか6電源 ON すると、ボードに対 
応したスピードが自動設定されて、この値は 
無視されます。 


[]： 出荷時の設定 
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Embedded SCSI/Embedded N に / Embedded Video Controller 


PCI Configuration サブメニユーで上記のメニユーをそれぞれ選択すると、 W 下の画面が表 
示されます(じ(下は 、 「Embedded SCSI 」 を選択した場合のメニューです）。 



Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced 


PCI Slotl 

Item Specific Help 

SCSI Controller: Enabled] 

Option ROM Scan: [Enabled] 

Enables/disables 

the on-board SCSI 

controller. 


FI Help t ^ Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit -<--* Select Menu Enter Select V Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

SCSI Controller 

LAN Controller 1(10/100) 
LAN Controller 2( Gbit ) 

VGA Controller 

[ Enabled ] 

Disabled 

内蔵の SCSI コント□ーラ、 LAN コント □- 
ラ1、 LAN コント□-ラ2および Viedo コント 
□ー ラの有効/無効を設定します。 

Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

をコント□ーラの BIOS 展開の有効/無効を設 
定します。なお 、 VGA Controller にはこの 
項目はありません。 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Slot 1 -PCI Slots 


PCI Configuration サブメニューで 「PCI Slot 1 」〜 「PCI Slot 8」を選択すると、 W 下の画面 
が表示されます。 




F1 Help t i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit --* Select Menu Enter Select V Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI バス(こ接続されているデバイス（ボード） 

に搭載されている目 I 0 S の有効/無効を設定し 
ます。グラフィックスアクセラレータボード 
およびディスクアレイコント□-ラボードを 
取り付ける際にはそのス□、ソトを 「 Enabled 」 

に設定してください。 


[]： 出荷時の設定 
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I/O Device Configuration 

Advanced メニューで n /0 Device Configuration 」 を選択すると、 W 下の画面が表示され 
ます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 



項目については次の表を参照してください。 

I n-O 割り込みやべース I / O アドレスび他と重複しないようにを意してください。設定した値び他 
のリソースで使用されている場合は黄色の r *」 び表示されます。黄色の「*」び表示されて 
し、る項目は設定し直してください。 
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項目 

パラメータ 

説 明 

Serial Port A 

Disabled 

[ Enabled ] 

Auto 

シリアルポート A の有効/無効を設定しま 
す。 

Base I/O Address 

[3 F 8] 

2 F 8 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート A が有効 （[ Enable ]) の場合、 
ベースアドレスおよび割り} A みを設定しま 
す。シリアルポート A が [ Disable ] か [ Auto ] の 
時(こは表示されません。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

Serial Port B 

Disabled 

[ Enabled ] 

Auto 

シリアルポート目の有効/無効を設定しま 
す。 

Base I/O Address 

3 F 8 
に F 8] 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート目が有効 （[ Enable ]) の場合、 
ベースアドレスおよび割り} A みを設定しま 
す。シリアルポート B が [ Disable ] か [ Auto ] の 
時には表示されません。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

Parallel Port 

Disabled 

[ Enabled ] 

Auto 

パラレルポートの有効/無効を設定します。 

Mode 

Output only 
Bi-directional 

EPP 
正 CP ] 

パラレルポートの動作モードを設定します。 
パラレルポートがに isable ] の時(こは表示さ 
れません。 [ Auto ] の時(こは Mode のみ表示さ 
れます。 

Base I/O Address 

[378] 

278 

Interrupt 

IRQ 5 
[IRQ 7] 

DMA channel 

[DMA 1] 

DMA 3 

Legacy USB Support 

[ Disabled ] 

Enabled 

US 目を正式にサポートしていない 0 S でも 

USB キーボードが使用できるよう(こするかど 
うかを設定します。 

PS /2 Mouse 

Disabled 

[ Enabled ] 

PS /2 マウスの有効/無効を設定します。 


[]: 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control 


Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control 」 を選択すると、次の画面が表示されま 
す。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Wake On LAN 

[ Disabled ] 

Enabled 

ネットワークを介したリモートパワーオン機 
能の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポートを介したリモートパワーオン 
機能の有効/無効を設定します。 

Sleep Button 

[ Present ] 

Absent 

SLEEP スイッチ機能の有効/無効を設定しま 
す。 [ Absent ] (こ設定すると、 0 S の起動後は 
SLEEP スイ、ソチでシステムをスリープ状態 
にできな< なります。 


[]： 化荷時の設定 
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PCI Device 


Advanced メニューの 「Advanced Chipset Control 」 で 「PCI Device 」 を選択すると、 W 下の 
画面が表示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 


Advanced 


PCI Device 

Item Specific Help 

PCI IRQ line 1: 

[Auto Select] 

PCI device can use 

PCI IRQ line2: 

[10] 

hardware interrupts 

PCI IRQ line 玉 

[Auto Select] 

called IRQs. 

PCI IRQ line 尘 

[Auto Select] 


PCI IRQ line 由 

[Auto Select] 


PCI IRQ line 反 

[Auto Select] 


PCI IRQ line7: 

[Auto Select] 


PCI IRQ line 注 

[Auto Select] 


PCI IRQ lines ： 

[Auto Select] 


PCI IRQ line 10: 

[Auto Select] 


PCI IRQ line 11: 

[Auto Select] 


PCI IRQ line 12: 

[Auto Select] 


PCI IRQ line 13: 

[Auto Select] 


PCI IRQ line 34: 

[Auto Select] 


PCI IRQ line 17: 

[Auto Select] 



FI Help 
Esc Exit 


t 古 


Select Item 
Select Menu 


-/+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 


パラメータ 


説 明 


PCI IRQ line 1-14 
PCI IRQ line 17-32 


Disabled 
[Auto Select ] 

3 

4 

己 

7 

9 

10 
11 

14 

15 


PCI バスにある割り込み信号をどの IRQ リク 
エストに割り当てるかを設定します。 

[PCI IRQ line 2] のみ、出荷時の設定が [10] 
(こなっています。パラメータの[引、[10]、 
[11] は [ Server ] メニューの[目 MC IRQ ] で設 
定されていないときのみ選択できます。 


]: 化荷時の設定 
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Security 

力ーソルを rSecurity 」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


User Password を登録して 
いるときのみ選択できる。 



Phoenix BIOS Setup Utility 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter 〉 キーを押す 
とじ(下のような画面が表示されます(画面は rSet Supervisor Password 」 を選択したときの 
画面です）。 

ここでパスワードの設定を行います。パスワードは7文字じ(内の英数字および記号で车一 
ボードから直接入力します。 
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n-O • os のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場台は、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお 
問い合わせください。 


を項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Set User Password 

7 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面(こなります。このパスワードでは 
SETUP メニューへのアクセスが制限されま 
す。 

Set Supervisor Password 

7 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面になります。この設定は、 
SETUP を起動したときのパスワードの入力 
で r Supervisor 」 で□グインしたときのみ設定 
できます。 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

ブート時にパスワードの人力を巧う/行わな 
いの設定をします。パスワードを設定する必 
要があります。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

[Write protect ] (こ設定すると、ハードドラ 
イブの boot sector を書き込み禁止(こ設定す 
ることによりウィルスか6保護します。 

Secure Mode Timer 

2 min 
己 min 

10 min 

20 min 

1 hr 
に hr ] 

キーボードやマウスか6の入力が途絶えて 
か 6 Secure Mode に人るまでの時間を設定 
します。 

Hot Key ( CTRL + ALT +) 

[ L ] 

Secure Mode を起動させるキーを設定しま 
す。 < Ctrl > キーと < AI わキーを押しなが6設 
定したキーを押すと Secure Mode が起動し 
ます。 

Secure Mode Boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

Express サーバの起動時に Secure Mode 
で起動させるかどうかを設定します。 
[ Enabled ] に設定すると POST 中に Secure 
mode (こ入りまで。 

Video Blanking 

[ Disabled ] 

Enabled 

Secure Mode (こ入った時(こモニタ画面を非 
表示にするかどうか設定します。 

Floppy Write Protect 

[ Disabled ] 

Enabled 

Secure Mode の間、フ□、ソピーデイスクド 
ライブにセットしたフ□、ソピーディスクへの 
書き) A みを許巧するか禁止するかを設定しま 
す。 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

POWER スイ、ソチの機能の有効/無効を設定 
します。忙 nabled ] に設定すると、 0 S の起 
動後は POWER スイ、ソチで電源を OFF できな 
くなります（強制シャットダウン （ POWER ス 
イッチを4秒じ(上押して強制的にシャットダ 
ウンさせる機能）も含む）。また、 SLEEP ス 
イッチを押しても省電カモードへ移行できま 
せん。 


[]： 化荷時の設定 
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Secure Mode について 


Secure Mode は、ユーザーパスワードを持つ利用者じ(外からのアクセスを制御するモー 
ドです。 Secure Mode を解除するまで POWER スイッチや SLEEP スイ、ソチ、 RESET ス 
イッチ、および车ーボード、マウスは機能しません 。 Secure Mode 中、サーバの羊一 
ボード上のランプが ScrollLock ランプ、 CapsLock ランプ、 NumLock ランプの順に点滅 
します。 


Secure Mode の状態にあるサーパを通常の状態に戻すには、羊ーボードからユーザーパ 
スワードを入力してく[11ぉ「>车一を入力してください。 


Server 

カーソルを rServed の位置じ移動させると、 Server メニューが表示されます。 

Server メニューで設定できる項目とその機能を示します 。 「System Management 」 と 
[Console Redirection 」 は選択後、く Ente 「> 羊一を押してサブメニューを表示させてから設 
定します。 


Phoenix BIOS Setup Utility 
Server 


► System Management 


Item Specific Help 



► Console Redirection 

Service Partition Type 

12 

Additional setup 

Clear Event Log: 

[Press Enter] 

menu to change 

Assert NMI onPERR: 

[Enabled] 

server management 

Assert NMI onSERR: 

[Enabled] 

features. 

FRB-2 Policy 

[Disable BSP] 


Boot Monitoring: 

[Disabled] 


Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3 times] 


Thermal Sensor: 

[Enabled] 


BMC IRQ: 

[11] 


Post Error Pause 

Enabled] 


AC-LI NIC; 

[Last State] 



FI Help 
Esc Exit 


t 古 


Select Item 
Select Menu 


-/+ Change Vi 
Enter Select 


’allies 

Sub-Me 


F9 Setup Defaults 
FIO Save and Exit 


を項目については次の表を参照してください。 













項目 

パラメータ 

説 明 

Service Partition Type 

— 

サービスパーティションのタイプを表示しま 
す。 

Clear Event Log 

[Press Enter] 

<Enter> キーを押すとだたち(こ Error Log が 
初期化されます。 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[Enabled] 

[Enable] (こ設定すると、 PCI バスパリティエ 
ラー (PERR) 檢おを有効(こし、エラー発生時 
には NMI として通知されます。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[Enabled] 

[Enable] に設定すると、 PCI バスシステムエ 
ラー (SERR) 檢おを有効にし、エラー発生時 
には NMI として通知されます。 

FRB-2 Policy 

Disable FRB2 Timer 
[Disable BSP] 

Do Not DisabI BSP 
Retry 3 Times 

目 SP で FRB-2 エラーが発生した場合、プロ 
セ、ソサをに isabled] にするかしないかを設 
定します。 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

己 Minutes 

10 Minutes 

15 Minutes 

20 Minutes 

25 Minutes 

30 Minutes 

35 Minutes 

40 Minutes 

45 Minutes 

50 Minutes 

55 Minutes 

60 Minutes 

起動時のブート監視の機能タイマの有効/無 
効を設定します。に isabled]]：i かを選択する 
と、タイマが有効になります。なお、この機 
能を使用する場合は、 ESMPRO/ 
ServerAgent をインストールしてください。 
ESMPRO/ServerAgent をインストールして 
いない OS か6起動する場合には、この機能 
を無効にしてください。 

ARCServe で Disaster Recovery Option を 
使用する場合は、 [Disabled] じしてくださ 
い。 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times] 
Retry Service Boot 
Always Reset 

ブート監視機能を有効にした場合(こ表示され 
ます。ブート監視時(こタイムアウトが発生し 
た場合の処理を設定します。 

[Retry 3 times] に設定するとタイムアウト 
発生後にシステムをリセットし、 OS ブート 
を3◎までリトライします。3◎目(こブート 
を失敗すると、サービスパーティションか6 
ブートを試みます。 

[Retry Service 目 oot] に設定するとタイム 
アウト発生後にシステムをリセットし、 OS 
ブートを3回までリトライします。その後、 
サービスパーティションか6のブートを3回 
試みます。 

[Always Reset] (こ設定するとタイムアウト 
発生後にシステムをリセットし、 OS ブート 
のリトライを繰り返します。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[Enabled] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 

己 

10 

[11] 

目 MC 割り込みの IRQ を設定します。 


[]: 出荷時の設定 
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項目 

パラメータ 

説 明 

Post Error Pause 

Disabled 

[Enabled] 

POST の実行中(こ エラー が発生した際(こ、 
POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State] 

Power On 

AC-LINK 機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときの Express サーバの電源の状 
態を設定します(下表参照)。 


[]: 化荷時の設定 


「 AC - LINK 」 の設定と本装置の AC 電源が OFF になってから再度電源が供給されたときの動作 
を次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中の C 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制シャツトダウン* 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを4秒]:>(上押し続ける操作です。強制的に電源を OFR こします。 
















System Management 

Server メニューで 「System Management」 を選択し <Ente「> 羊一を押すと、下の画面が表 
示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 
Server 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Version: 

SSH 40.86 B.004LB.0 202062017 


Board Part # 

243-630380 


Board Serial # 

xxxxxxxxxxx 


System Part # 

[8100-757] 


System Serial 4k 

xxxxxxxxxxx 


Chassis Part ^ 

243-53045 & 001 


Chassis Serial 4k 

xxxxxxxxxxx 


BMC Device ID: 

20 


BMC Device Rev: 

01 


BMC Firmware Rev: 

00.11 


BMC BBFirmware Rev: 

00.06 


IPMI Rev: 

1.5 



FI Help t Select Item -/+ Change Values F9 SetupDeFaul 坛 

Esc Exit ^ — ► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

BIOS Version 

- 

システム BIOS のバージョンを表示します。 

Board Part # 

- 

ベースボードの情報を表示します。 

Board Serial # 

- 

System Part # 

- 

システムの情報を表示します。 

System Serial # 

- 

Chassis Part # 

- 

屋体の情報を表示します。 

Chassis Serial # 

- 

BMC Device ID 

— 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
□ー ラ)の情報を表示します。 

BMC Device Rev 

- 

BMC 円 rmware Rev 

- 

BMC BB 円 rmware Rev 

- 

IPMI Rev 


目 MC がサポートしている IPMI (インテリジェ 
ントプラ、ソトフォームマネージメントインタ 
フェース）のバージョンを表示します。 

SDR Rev 

— 

SDR (センサ装置情報)のレビジョンを表示し 
ます。 

PIA Rev 

- 

円 A のレビジョンを表示します（表示のみ）。 

Primary HSBP Rev 

- 

Primary HS 目 P のレビジョンを表示します。 


[]： 出荷時の設定 
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Console Redirection 


Server メニューで 「Console Redirection」 を選択しく Enter〉 羊一を押すと、下の画面が表 
示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 
Server 


Console Redirection 

Item Specific Help 

Serial Port Address: 

[Disabled] 

If enabled, it will 



use a port on the 

Baud Rate: 

[9600] 

mother boad. 

Flow Control: 

に TS/RTS4CD] 


Console Type: 

[VTlOOf] 


Remote Console Retest: 

[Disabled] 



FI Help t Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ — ► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FID Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Serial Port Address 

[ Disabled ] 
On-Board Com A 
On-Board Com 目 

コンソールリダイレクシヨンで使用する I/O 
ポートのアドレス/割り込みを設定します。 
rOn-boad COM A 」 または rOn-boad COM 
目」を選択すると、 Advanced メニューの I/O 
Device Configuration「Serial Port 1」、 
("Serial Port 2」で選択されているアドレス/ 
割り) A みを使用します。 

DDisabled ] を選択すると、コンソールリダイ 
レクシヨン機能が無効になります。 

Baud Rate 

[9600] 

19.2 k 
己 7.6 k 

115.2 k 

接続する HW コンソールとのインタフエース 
(こ使用するボーレートを設定します。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

CTS/RTS 

[ CTS / RTS + CD ] 

フ□一制御の方まを設定します。 

Console Type 

PC ANSI 

[ VT 100+] 

VT - UTF 8 

コンソールタイプを選択します。 

Remote Console Reset 

[ Disabled ] 

Enabled 

リモートコンソールか6のリセ、ソトの有効/ 
無効を設定します。 
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Boot 


力ーソルを 「Boot」 の位置に移動させると、起動順位を設定する巨0如メニユーが表示されま 
す。 

Phoenix BIOS Setup Utility 


CD-ROM Drive 
4Removable Devices 
-HHard Drive 
I BA 10.17 Slot 01 旧 
が Agent, 


Intel (R)Boot/ 


Version 4.0.17 


Item Specific Help 


Keys used to viewer 
configure devices: 

<E nter> expands or 
collapses devices with 
a +or - 


<+> and <-> moves the 
device up or down. 

May move removable 
veen Hard 
Disk or Removable Disk 


<TI>I 

devi« 


FI Help t ^ Select Item 

Esc Exit ^ —— ► Select Menu 


-/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Enter Select >■ Sub-Menu FIO Save and Exit 


Express サーパは起動時じこのメニューで設をした順番にデバイスをサーチし、起動ソフト 
ウェアを見つけるとそのソフトウェアで起動します。 

<! >キー/く i >羊 一、 <十>车一/く一>キーでブートデバイスの優先順位を変更できます。 
名'デバイスの位置へく t >キー/く i >羊一で移動させ、く十>キー/く一>羊一で優先順位を変 
要できます。 


EXPRESSBUILDER を起動する場合は、上図に示ず順番に設定してくださし、。 
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Exit 


力ーソルを Exit の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 
このメニューのをオプションについて下に説明します。 



Phoenix BIOS Setup Utility 


Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時に、こ 
の項目を選択します。 Save Change & Exit を選択すると、磕認の画面が表示されます。 
ここで、 「Yes」 を選択すると新たに選択した内容を CMOS 内に保存して SETUP を終了し、 
Express サーバは自動的にシステムを再起動します。 

Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせたい時 
に、この項目を選択します。 

ここで、 「Yes」 を選択すると変更した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存せずに SETUP 
を終了します。 SETUP の内容を変更している場合には磕認メッセージが表示されます。 
ここで、「N0」を選択すると、変更した内容を保存しないで Setup を終わらせることができま 
す。 「Yes」 を選択すると変更した内容を CMOS 内に保存して SETUP を終了し、 Express サー 
バは 自動的にシステムを再起動し ます。 

Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値(化荷時の設定）じ戻したい時に、この項目を選択しま 
す。 Load Setup Defaults を選択すると、磕認の画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選択すると、デフォルト値に戻ります。 「No」 を選択すると Exit メニューの 
画面に戻ります。 













Save Custom Defaults/Load Custom Defaults 

SETUP にてパラメータ変更中にに ustom Defaults ] を一時的に CMOS に保存する場合、 
Save Custom Default を選択します。また CMOS に保存してある [Custom Defaults ] の値 
を□—ドする場合は 、 Load Custom Default を選択します。 

Discard Changes 

新たに CMOS に値を保存する前に今回の変更をじ(前の値に戻したい場合は、この項目を選択 
します 。 Load Previous Values を選択すると磕認の画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、じ(前の値に戻ります。 「 No 」 を選択すると Exit メニユーの画面 
に戻ります。 

Save Changes 

SETUP を終了せず、新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存する時に、こ 
の項目を選択します。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると CMOS 坏揮発性メモリ）内に保存します。 「 No 」 を選択すると 
Exit メニユーの画面に戻ります。 
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SCSI BIOS 〜 SCSI Se/ec 卜 


に CSISe / ecd ユーティリティはベースボード上の SCSI コント□-ラ（またはオプションボー 
ド上の SCSI コント□ーラ）じ対してを種設定を行うためのユーティリティで、起動には特殊 
な起動ディスクなどを使用せずに、 POST の実行中に簡単なキー操作から起動することがで 


きます。 


SCSISe / e がユーテイリテイの用途 

SCSISete なユーティリティは、主に接続される SCSI 装置の転送速度の設をを行う場合 (5.25 
インチデバイスベイに搭載したデバイスやか付け DAT などのバックアップデバイスを接続す 
る場合）に使用します。 


M-O SCSI のコンフイグレーシヨンは SCSI コント□—ラ単位に個別にユーテイリテイを起動し 
て設定しなければなりません。 Express サーバ内には SCSI コント□—ラび1つ搭載されて 
います。 

オプシヨンの SCSI コント□-ラボードを増設した場 S ま、 Express サーノ ' C 内蔵の SCSI コ 
ント□—ラに加え増設した枚数分の SCSI コント□—ラの設定び必要です。また、設定を変 
要するために使用するユーテイリテイも異なる場合びあります。 


ベースボード内蔵のコント□ーラに巧する設定 

Express サーバのベースボードに搭載されている SCSI コント□ーラに対する設定の変更方法 
について説明します。オプションの SCSI コント□ーラおよびに接続した SCSI 装置に対する 
設定については、「オプションボードのコント□ーラに対する設定」を参照してください。 

M-O Express サーノ U こは、最新のノジヨンの SCSISe / ec 口■—テイリテイびインス|ルさ 

れています。このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場台びありまず。本書と 
異なる設定項目については、オンラインヘルプを参照ずるか、保守サービス会社に問い合ね 
せて < ださい。 


起動 

SCSISe / e なユーティリティの起動から終了までの方まを次に示します。 


1 . Express サーバの電源を ON にする。 

「実行中の画面の途中で次のメッセージを表示します。 


POST 実う 

IvrOl 


増設した SCSI コント□—ラの枚数分表示されます。 


Adaptec AIC-7899 SCSI BIOS Build v2.57sl3 
(c) 2000 Adaptec, Inc. All Rights Reserved 

444 Press <Ctrl> <A> for SCSISelect(TM) U 址 ity! ^ ^ ^ 
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2 . < Ctrl > キーを押しなが 6< A > キーを押す。 

SCS に elect ユーテイ リティが起動し、 「 Main 」 メニューを表示します。 

3 . 力ーソルキーを使って rBus : Device 」 ボックス内の r 01:04: A 」 または r 01:04: B 」 を選択して 
< Enter > キーを押す。 


You have an AIC-7899 
SCSI Controller in your system. Move 
the cursor to the Bus:Channel to 
be configured and press <Enter>. 


<F5> - Toggle color/monochrome 


Bus:Device:Channel 

01:04:A 

01:04:B 


4 . 


ベースボードの SCSI コント□ーラにはチヤネルが 2 つあります。チヤネル A (01:04: A ) は Ultra 
160 SCSI コネクタ（八ードディスク献を、チヤネル B の1:04お)は Ultra 160 SCSI コネクタ（己.2己 
インチデバイスまたは外部 SCSI ( Wide ) コネクタ用）を示します。 

選択すると、 「 Options 」 メニューを表示します。 

オプションか6 メニューを選択して < Enter > キーを押す。 



アダプタ（選択したチヤネル）やチヤネルに接続されているデバイスに対して設定したいときは、 
「 Configure/View Host Adapter Settings 」 を選択します。 

選択したチヤネルに接続された八ードディスクのフォーマツトやベリファイ、およびチヤネルに 
接続されたデバイスの SCSI のなどを知りたいときは 、 「SCSI Disk Utilities 」 を選択します。 

詳しい内容については iU 降の説明を参照して < ださい。 


Conngure/View Host Adapter Settings 

設定するチャネルを選択後に表示される 「 Options 」 メニユーで rConfigure/View Host 
Adapter Settings 」 を選択すると画面が表示されます。 


-Conn gu rat ion - 

SCSI Bus Interface Definitions 

Host Adapter SCSI ID.7 

SCSI Parity Checking.Enabled 

Host Adapter SCSI Termination.Enabled 

Additional Options 

Boot Device Options.Press<Enter> 

SCSI Device Configuration.Press<Enter> 

Advanced Configuration Options.Press<Enter> 

<F6> - Reset to Host Adapter Defaults 
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SCSI Bus Interface Definitions 


l"SCSI Bus Interface Definitions 」 にある 3 つの項目は、车ーボードの力ーソル(く ^ >キー/ 
く下 >车一）で項目を選択してから、く Ente 「> 羊一を押して変更する項目を巧をします。パラ 
メータの選択はカーソル(く 1>羊一/く t > キー）を使用します。それぞれの機能とパラメータ 
は次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Host Adapter SCSI ID 

〇〜 [7；| 〜 1 己 

r ?」 に設定してください。 

SCSI Parity Checking 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 (こ設定してください。 

Host Adapter SCSI 

[ Enabled ] 

終端抵抗の有効/無効を設定します。 

Termination 

Disabled 

「 Enabled 」 (こ設定してください。 
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Additional Options 

「Additional Options 」 にある3つの項目は丰ーボードの力ーソル(く^ >羊一/く t >羊一）で項 
目を選択してから、<£が6「>车一を押すとそれぞれのサブメニューが表示されます。サブメ 
ニューにある項目は车ーボードのカーソル（く1 >车一/く t >车一）で項目を選択してから、 
< Ente 「> 羊一を押して変更する項目を巧をします。パラメータの選択はカーソル(<|>车一/ 
<个>羊一）を使用します。 

• Boot Device Options 

[Boot Device Options 」 に力ーソルを合わせて < Erite 「> 羊一を押すと次のような表示に 
変わります。 


: Boot Device Configuration 

Select SCSI peripheral from whicn to boot. 

To view peripheral by ID# select "SCSI Disk Utilities" from previous menu. 


Boot Channel.A First 

Boot SCSI ID .0 


—— Options Listed Below Have NO EFFECT if MULTI LUN Support Is Disabled —— 
Boot LUN Number .0 


メニュー内の機能とパラメータは次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Boot Channel 

[A 円 rst ] 

OS が接続されているチャネル側(こ設定し 


B First 

てください。 

Boot SCSI ID 

〔0] 〜 1 己 

「0」に設定してください。 

Bo 饥 LUN Number 

間〜 7 

「0」に設定してください。 
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• SCSI Device Configuration 


通常は r 1 60」じ設定してください。 

(この値は接続するオプションによって変 
更が必要な場合があります。 

詳し < はオプシヨン(こ添付の説明書を 
参照してください。 


Sync Transrer Rate 
( MB / Sec ) 


に CSI Device Configuration 」 じ力ーソルを合わせてく Enter 〉 羊一を押すと次のような表 
示に変わります。 

- SCSI Device ConKguration - 


SCSI Device ID 


#0 #1 #2 #3 #4 #5 #6 #7 


Sync Transfer Rate (MB/Sec) - 
Initiate Wide Negotiation ■ ■.. 

Enaole Disconnection. 

Send Start Unit Command ■ ■ - 


- Options Listed Below Have NO EFFECT if the BIOS is Disa 


160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 


Enable Write Back Cache. 

… N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

BIOS Multiple LUN Support … 

■ . . No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Include in BIOS Scan . 

… Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

SCSI Device ID 

#8 

#9 

#10 

#11 

#12 

#13 

#14 

#15 


Sync Transfer Rate (MB/Sec).160 160 160 160 160 160 160 160 

Initiate Wide Negotiation. Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes 

Enaole Disconnection. Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes 

Send Start Unit Command. Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes 


- Options Listed Below Have NO EFFECT if the BIOS is Disabled - 

Enable Write Back Cache. N/C N/C N/C N/C N/C N/C N/C N/C 

BIOS Multiple LUN Support. No No No No No No No No 

Include in BIOS Scan . Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes 


メニュー内の機能とパラメータは次の表のとおりです。 





設定は各 SCSI ID ごとに行えます。夕ーゲットとなる装置の SCSI ID を確認してか5設定 
を変更してください。 

追加したオプションの SCSI ID がわからない場合は 「 Options 」 メニューで 「SCSI Disk 
U 川け ies 」 を還択してください。しばらくすると 、 SCSI ID とが応するデバイスの画面が表示 
されます。詳しくはこの後の 「SCSI Disk U 川け ies 」 を参照してください。 


項目 


パラメータ 


機能/設定 


Initiate Wide 
Negotiation 


[ Yes ] 

No 


接続した SCSI 装置が Wide SCSI に対応し 
ているときは 「 Yes 」 じ設定してください。 
対応していないときは、 「 No 」 (こ設定して 
ください。 


Enable Disconnection 


[ Yes ] 

No 


「 Yes 」 に設定してください。 


Send Start Unit 
Command 


[ Yes ] 

No 


八ードディスクに対して使用する場合は 
「 Yes 」 じ設定してください。それ iU かの場 
合は、「 N 0」に設定してください。 


[]: 化荷時の設定 
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項目 

パラメータ 

機能/設定 

Enable Write Back 

Yes 

「 N / C 」 に設定してください。 

Cache 

No 

[ N / C ] 


BIOS Multiple LUN 

Yes 

「 N 0」に設定してください。 

Support 

[ No ] 


Include in BIOS Scan 

[ Yes ] 

No 

「 Yes 」 に設定してください。 
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オプションの SCSI 装置に対する 「Initiate Wide Negotiation 」 の設定値を U 下に示しま 
す。 


デバイス 

型名 

Initiate Wide Negotiation 

巳.2己インチデバイスベイおよびがだ 

りす用 SCSI 装置 

内蔵3.日" M 0 

N 8151-25 

No 

内蔵 DAT 

N 8151-12 BC 

No 

内蔵 DAT 

N 8151-26 

Yes 

内蔵 DAT 集合型* 

N 81己 1-13 AC 

No 

内蔵 DAT 集合型* 

N 8151-27 

Yes 

内蔵 DAT 集合型* 

N 8151-39 

Yes 

内蔵 SDLT * 

N 8151-38 

Yes 

内蔵 AIT 

N 8151-34 

Yes 

内蔵 AIT 

N 8151-28 

Yes 

内蔵 AIT 

N 8151-41 

Yes 

内蔵 AIT 集合型* 

N 8151-36 

Yes 

内蔵 AIT 集合型* 

N 8151-29 

Yes 

内蔵 LT 0* 

N 8151-40 

Yes 


* N 8141-28 A デバイス増設ユニット（ラックマウント用）が必要。 
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• Advanced Configuration Options 

「Advanced Configuration Options 」 に力ーソルを合わせてく Ente 「> 羊一を押すと次のよ 
うな表示に変わります。 

Advanced Configuration Options — - 


Reset SCSI Bus at IC Initialization .Enabled 

Display <Ctrl><A> Message During BIOS Initialization.Enabled 

Extended BIOS Translation for DOS Driver > 1 GByte.Enabled 

Verbose/Silent Mode.Verbose 

- Options Listed Below Have NO EFFECT if MULTI LUN Support Is Disabled - 

Host Adapter BIOS .Enabled 

Domain Validation.Enabled 

Support Removable Disks Under BIOS as Fixed Disks.Disabled 

BIOS Support for Bootable CD-ROM .Enabled 

BIOS Support for Inti3 Extensions .Enabled 


メニュー内の機能とパラメータは次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Reset SCSI Bus at 
に Initialization 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Display < Ctrl >< A > 

Message During 

BIOS Initialization 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Extended BIOS 

Translation for DOS 

Driver > 1 GByte 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 (こ設定してください。 

Verbose/Silent Mode 

[ Verbose ] 

Silent 

「 Verbose 」 に設定してください。 

Host Adapter BIOS 

[ Enabled ] 

Disabled : NOT Scan 
Disabled : scan bus 

SCSI 目 IOS の有効/無効を設定します。 

次の場合を除いて 「 Enabled 」 に設定して 

ください。 

• SCSI コント□-ラ配下に接続された 
ハードディスク外のコント□ーラ配下 
に接続した八ードディスクか 60 S を 
目〇饥する場合(八ードディスクが接続さ 
れていない場合は問題ありません)。 

• 披;張 ROM 空間の領域を確保する目的で 
八ードディスクが接続されていない 
SCSI コント□—ラの BIOS を 「 Disabled 」 
にすることができる。 

Domain Validation 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 じ設定してください。 

Support Removable 

Disks under BIOS as 

Fixed Disks 

Boot Only 

All Disks 
[ Disabled ] 

リムーバブルメディアがコント□ールする 
オプションは A に- 78 XX 目 IOS によリサポー 
卜します。 

BIOS Support for 

Bootable CD-ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

BIOS Support for 

Int 13 Extension 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 (こ設定してください。 


[]： 出荷時の設定 
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SCSI Disk Utilities 


SCSI Disk Utilities は選択したチャネルに接続されたデバイスをス羊ャンし、それぞれのデ 
バイスの情報を表示します。デバイスが八ードディスクの場合は、ディスクの□ーレベル 
フォーマツトやベリファイを実行することもできます。 

設定するチャネルを選択後に表示される 「 Options 」 メニユーでに CSI Disk Utilities 」 を選択 
すると次のような SCSI ID をス车ヤンする画面が表示されます。 


Scanning SCSI ID : 0 LUN Number : 0 


ス车ヤン後、次のような SCSI ID と対応するデバイスの画面が表示されます。 


- Select SCSI Disk and press <Enter>- 

SCSI ID #0 

No device 

SCSI ID #1 

No device 

SCSI ID #2 

No device 

SCSI ID #3 

No device 

SCSI ID #4 

No device 

SCSI ID #5 

No device 

SCSI ID #6 

ESG-SHV_SCA_HSBP_MI5 

SCSI ID #7 

AIC-7899 

SCSI ID #8 

No device 

SCSI ID #9 

No device 

SCSI ID #10 

No device 

SCSI ID #11 

No device 

SCSI ID #12 

No device 

SCSI ID #13 

No device 

SCSI ID #14 

No device 

SCSI ID #15 

No device 


この画面でデバイスを選択してく Erite 「> 羊一を押すとデバイスの詳細が表示されます。 
選択したデバイスが八ードディスクの場合は、次のサブメニューを実行することができま 
す。 

• Format: 選択したデバイスを□ーレベルでフォーマットします。 

• Verify Disk Media: 選択したデバイスのすべてのセクタを比較（ベリファイ）し、不 

良なセクタがあればアサインし直します。 


終了 

SCSISe / e なを終了するには、終了メッセージが表示されるまで < Esc > 羊一を押してください 
(設定を変更している場合は、その前に変更内容の保存を磕認するメッセージが表示されま 
す。保存する （ Yes ) か、破棄する （ No ) を選択してください）。 
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オプシヨンボードのコント □ —ラに巧する設定 

オプションの SCSI コント□ーラボードに接続した SCSI 装置に関する設をはオプションの 
SCSI コント□ーラボードに搭載されている SCSI 巨 IOS ユーティリティを使います。 
詳しくはオプションの SCSI コント□ーラボードに添付のマニュアルを参照してください。 

複数の SCSI コント□ーラボードを増設しているときは、はじめにオンボード上の SCSI コン 
卜□-ラに対する SCSISe/e なユーティリティの起動メッセージを表示後、増設した SCSI コ 
ント□ーラの数だけユーティリティの起動メッセージを表示します。起動メッセージは 
PCI #3 一 PCI #4 一 PCI #1 一 PCI #2 一 PCI #5 一 PCI #6 の順に表示されます。オプションじよつ 
ては、画面の表示が異なる場合があります。詳しくは、 SCSI コント□ーラに添付の説明書 
を参照してください。 
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■ J セットとク IJ ア 


Express サーバが動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を化荷時の設をに戻すときに参照してくだ 
さい。 


■ J セツ 


リセ、ソトにはスイ、ソチによる八ードリセットと羊ーボードからのソフトリセ、ソトの2つがあ 
ります。 

I M-O リセットは、 Express サーバの DIMM 内のメモリや処理中のデータをずべてクリアしてし 
まいます。八ングアップしたとき ly 外でリセットを行うときは、 Express ヴーバびなにも 
処理していないことを確認してください。 

• ノ、ードリセット 

Express サーバ前面じある RESET スイ、ソチを押します。 



• ソフトリセット 

0 S が起動する前に Express サーバが動作しなくなったときは、く Ct 「 l > 羊一とく AI わ羊一を 
押しながら、く□6|616>车一を押してください。 Express サーバがリセットされます。 


強制シャットダウン 


0 S から Express サーバをシャットダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押して 
も電源を OFR こできなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどじ使用します。 

Express サーバの POWER スイ、ソチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF にな 
ります。廣源を再び ON にするときは、電源 OFF 離制シャットダウン)から約10秒ほど待っ 
てから電源を ON にしてください。） 

I M-O リモートパワーオン機能を使用している場 S ホ、一度、電源を ON にし直して、 OS を起動 
させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 
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CMOS • パスワードのクリア 


Express サーバ自身が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、 Express サーバ内部 
のデータを第三者から保護するためじ独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方までパスワードをクリア 
することができます。 

また、 Express サーバの CMOS じ保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行い 
ます。 

I —〇 CMOS の内容をクリアすると SETUP の設定内容びずべて出荷時の設定に戻ります。 


パスワード/ CMOS のクリアはベースボード上のジャンパスイッチを操作して行います。そ 
れぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 






装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守 5 ないと、人び死 t するまたは重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 Mi 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 


1 . 現在のパラメータ値をメモする。 

2. 122ぺージを参照して Express サーバの電源を OFF (こして、電源〕ードをコンセントか6抜く。 
3. 132ぺージを参照して Express サーバをラ 、ソク か6引き化す。 

4. 139ページを参照してリアアクセスカバーを取り外す。 

己.140ページを参照して CPU アクセスカバーを取りかす。 

6 . クリアしたい機能のジャンパスイッチの設定を変更する。 


wO\ 

• Ex 


press ヴーバのジャンパピン（ピン 1-2) に付いているクリップを使用してください。 

その他のジャンノくの設定は変更しないでください。 Express サーノ ' C の故障や誤動作の原因 
となりまず。 

クリップをなくさないようま意してください。 

ジャンパスイ、ソチは次ページ図の位置(こあります。 
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ピン 1-2 にあるク 



• パスワードの保護/クリア用ピン 

2つのピンをショート：パスワードをクリアする 
2つのピンをオープン：パスワードを保護する（出荷時の設定) 


• CMOS の内容の保護/クリア用ピン 

2つのピンをショート： CMOS の内容をクリアする 
2つのピンをオープン： CMOS の内容を保護する（出荷時の設定） 

7. Express サーバを元どおりに組み立てて POWER スイ、ソチを押す。 

8 . 目 IOS の SETUP ユーティリティを起動して、手順1で控えたパラメータ値に戻す。 
パスワードをクリアした場合は、必要(こ応じてパスワードを設定し直してください。 

9. 変更した内容を保存して SETUP を終了する。 


10. Express サーバの電源を OFF じして、電源〕ードをコンセントか6あく。 

11. ジャンパスイッチの設定を元(こ戻した後、もう一度電源を ON (こして設定し直す。 

•L 励 

クリップをなくさないためにも使用後 
はジャンパピン 1-2 に差し込んでおいて 
くださし、。 その化のジャンパピンに差 
し込むと誤動作をするおそれがありま 
す。 



ピン 1-2 
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割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインや I / O ポートアドレスは、化荷時に次のようじ割り当てられています。オプションを増設す 
るときなどに参考にしてください。 

• 割り込みライン 

出)荷時では、次のように割り当てられています。 


• P 旧 Q と PCI デバイスの関係 

出)荷時では、 PCI デバイスの割り込みは次のように割り当てられています。割り込みの設 
定:は、巨 IOS セットアップメニューに ETUP 」 で変更できます。詳しくは185ぺージを参照 
してください。 


メニュー項目 

割り込み 

PCI IRQ 0 

オンボード SCSI (チヤネル A) 

PCI IRQ 1 

オンボード SCSI (チヤネル B) 

PCI IRQ 2 

オンボード LAN#1 

PCI IRQ 3 

オンボード LAN#2 

PCI IRQ 4 

オンボード GA 

PCI IRQ 己 

未使用 

PCI IRQ 6 

PCI ス□、ソト #1(INT A) 

PCI IRQ 7 

PCI ス□、ソト #2(INT A) 

PCI IRQ 8 

PCU □、ソト #3(INT A) 

PCI IRQ 9 

PCI ス□、ソト #4(INT A) 

PCI IRQ 10 

PCI ス□、ソト #5(INT A) 

PCI IRQ 11 

PCI ス□、ソト #6(INT A) 

PCI IRQ 12 

PCI ス□、ソト #7(INT A) 

PCI IRQ 13 

PCI ス□、ソト #8(INT A) 

PCI IRQ 14 

未使用 

PCI IRQ 15 

SCI 

PCI IRQ 16 

PCI ス□、ソト #1(INT 目） 

PCI IRQ 17 

PCI ス□、ソト #2(INT 目） 

PCI IRQ 18 

PCI ス□、ソト #3(INT 目） 


<夕ぺージへ続く > 


IRQ 

周辺装置（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺装置（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

8 

リアルタイムク□ック 

1 

キーボード 

9 

PCI/SCI 

2 

カスケード接続 

10 

PCI (BMC IRQ) 

3 

COM 目シリアルポート （PCI) 

11 

BMCIRQ/PCI/ISA 

4 

COMA シリアルポート （PCI) 

12 

マウス 

己 

PCI/LPT2 パラレ ルポー ト 旧 MC IRQ) 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

6 

フ □、ソ ピーディスク 

14 

プライマリ I DE に D-ROM ドライブ） 

7 

LPT1 パラレルポート 

15 

PCI 
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メニュー項目 

割り込み 

PCI IRQ 19 

PCI ス □ 、ソト #4(INT 目） 

PCI IRQ 20 

PCI ス □ 、ソト #5(INT 目） 

PCI IRQ 21 

PCU □ 、ソト #6(INT 目） 

PCI IRQ 22 

PCU □ 、ソト #7(INT 目） 

PCI IRQ 23 

PCI ス □ 、ソト #8(INT 目） 

PCI IRQ 24 

PCU □ 、ソト #1 (INTO 、 PCI ス □ 、ソト #2(INTD) 

PCI IRQ 2 己 

PCU □ 、ソト #1(INTD) 、 PCI ス □ 、ソト #2(INTC) 

PCI IRQ 26 

PCI ス □ 、ソト #3(INTC) 、 PCI ス □ 、ソト #4(INTD) 

PCI IRQ 27 

PCI ス □ 、ソト #3(INTD) 、 PCI ス □ 、ソト #4(INTC) 

PCI IRQ 28 

PCI ス □ 、ソト妃 (INTO 、 PCI ス □ 、ソト #6(INTD) 

PCI IRQ 29 

PCI ス □ 、ソト妃 (INTD) 、 PCI ス □ 、ソト #6(INTC) 

PCI IRQ 30 

PCI ス □ 、ソト #7(INTC) 、 PCI ス □ 、ソト #8(INTD) 

PCI IRQ 31 

PCI ス □ 、ソト #7(INTD) 、 PCI ス □ 、ソト #8(INTC) 


• I / O ポートアドレス 

Express サーバでは、 I / O ポートアドレスを次のように割り当てています。 


アドレス 

使用チップ 

00 -1 F 

8ビット DMA コント□ールレジスタ 

20 - 21 

マスター8259プ□グラミングインタフェース 

2 E - 2 F 

コンフィグレーション 

40-43 

8254プ□グラミングインタフェース 

60 

キーボード/マウス 

61 

NMI ステータスレジスタ 

64 

キーボード/マウス 

70 - 71 

NMI イネーブルレジスタ/リアルタイムク □、ソ ク 

80-8 F 

16ビット DMA コント□ールレジスタ 

A 0- A 1 

スレーブ82朗プ□グラミングインタフェース 

C 0 -DF 

DMA コント□ーラページレジスタ 

E 0- E 9 

ベースアドレスレジスタ 

F 0 

レジスタ IRQ 13 

F 1 -FF 

論理デバイスコンフィグレーション 

170 -177 or BAR 2 

EDMA 2 互換モードプライマリコマンドブ□、ソクレジスタ 

1 F 0 -1 F 7 or BARO 

EDMA 2 互換モードセカンダリコマンドブ□ックレジスタ 

278 - 27 F 

(パラレルポート 3) 

2 F 8 - 2 FF 

シリアルポート B 

BAR or 376 

EDMA 2 互換モードセカンダリコマンドブ□、ソクレジスタ 

370 - 377 

(フ□、ソピーディスクドライブの 、 IDE 2 

378 -37 F 

(パラレルポート 2) 

3 B 0 - 3 BB 

VGA 

3 BC - 3 BE 

パラレルポート A 

3 C 0 - 3 DF 

VGA 

3 F 6 or BAR 1 

EDMA 2 互換モードプライマリコマンドブ□、ソクレジスタ 

3 F 0 - 3 F 7 

フ□、ソピーディスクドライブ1、 IDE 1 

3 F 8 - 3 FF 

シリアルポート1 

40 B 

DMA 1 披;張ライトモードレジスタ 

4 D 0 

マスター8259 ELCR プ□グラミング 

4 D 1 

スレーブ8259 ELCR プ□グラミング 

4 D 6 

DMA 2 披;張ライトモードレジスタ 

己80 - 己 8 F 

SM 目 US コント□-ル 


230 


<夕ぺージへ続く > 





















アドレス 

使用チップ 

900-93 F 

PHPC 1 register 

900-97 F 

PHPC 2 register 

C 00 

PCI IRQ マッピングインデックスレジスタ 

C 01 

PCI IRQ マッピングデータレジスタ 

C 14 

PCI エラーステータスレジスタ 

C 49 

アドレス/ステータスコント□ール 

C 4 A 

立ち上がり時間 （Rise Time ) カウンターコント□-ル 

C 己2 

ミ凡用レジスタ （ GPMs ) 

C 6 C 

ISA ウェイトレジスタ 

C 6 F 

その他コント□ールレジスタ 

CA 2- CA 3 

IPMKMPI KCS インタフェース） 

CA 4 -CA 己 

IPMKSMI インタフェース） 

CA 6- CA 7 

IPMI ( SCI / SW 1 インタフェース） 

CD 6 

パワーマネージメントインデックスレジスタ 

CD 7 

パワーマネージメントデータレジスタ 

CF 8, CFC 

PCI コンフィグレーシヨンスペース 

CF 9 

リセ、ソトコント□ール 

F 50- F 己8 

ミ凡用チップセット 

FEOO - FE 3 F 

チップセット 

BAR 4+00 - OF 

EDMA 2 PCI ベースアドレスレジスタ4 


*116 進数で表記しています。 

*2 PCI デバイスの I/O ポートアドレスは PCI デバイスの種類や数によって任意に設定されます。 
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■ Memo - 
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